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　̨̙̜（͂Sustainable Development Goals）とは，2015年 9月の国連サミットで採さい択たくされた2016年か
ら 2030年までの国際目標です。持続可能な世界を実現するための 17のゴール・169のターゲットか
ら構成され，地球上の誰

だれ

一人として取り残さない（leave no one behind）ことを誓
ちか

っています。̨̙̜͂
は発

はっ

展
てん

途
と

上
じょう

国
こく

のみならず，先進国自身が取り組むユニバーサル（普
ふ

遍
へん

的）なものであり，日本としても
積極的に取り組んでいます。

ੜऀ࢈に，ͪΌΜ
としͨۚをࢧ

し


はら

う͜とͬてฉいͨ
͜とが͋るよ。

ίーώーόφ
φに書いて͋る
のを見ͨよ。

ϑェΞτϨーυと
書͔れͨを見
ͨ͜とが͋るよ。

Ͳのくらいのਓ
がͬているの
͔ͳ。

　̨̙̜͂の 17の目標のうち，これまで身につけた数学の力を使って，自分たちにでき
ることがないか調べて，取り組んでみましょう。

さらなる数学へ216
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ֶཱͭ

ؒ࣌ϨϯジͰのՃࢠి

いろありますが，弁当のラベルに表示されている̬ 	ワット
数と自宅の電子レンジの
̬ 数がちがっているということが考えられます。̬ 数がちがっているとき，どうすれ
ば適切な加熱時間を知ることができるでしょうか。

　実は，̬ 数と加熱時間の間には，反比例の関係があります。̬ 数をY ̬，加熱時間
をZ秒とすると，Y�Zは一定になります。このことを利用すると，どんな̬ 数でも適
切な加熱時間を計算することができます。

　たとえば，弁当のラベルに「1500 ̬ で 30秒」と表示されていた場合，500 ̬ では
90秒，1000 ̬ では 45秒 が適切な加熱時間になります。

　コンビニエンスストアで弁当を買うと，ラベルに電子レンジで

の加熱時間が表示されています。しかし，自宅の電子レンジでは，

うまく加熱できないことがあります。うまくいかない原因はいろ

4ষ 「ൺྫとൺྫ」ΛֶΜͰ

ともなって変わる 2つの数量 Y，Zがあって，Yの値を決めるとZの値がただ 1つ
決まるとき，ZはYの関数であると判断できる。
 2つの数量 YとZの関係が比例や反比例であるかどうか判断できる。

Ͱ る͖ようにͳͬͨ͜と

 比例のグラフが原点を通る直線になること，反比例のグラフが双曲線になることが
わかり，それを座標軸上に表したり，そこから式を読み取ったりすることができる。

これからもっと学んでみたいことや，疑問に思ったことを書いておこう。

さらにֶΜͰΈͨい と͜

身のまわりや数学の中から見つけた問題を，比例や反比例とみなして，その特
とく

徴
ちょう

を

見つけて解決に利用することができる。
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ݟ ɾํํ͑ߟ

これまでと同じよう
に，関数として考え
られるかな。

QUESTION

ともなって変わる2つの数量の関係を使って予測しよう。ඪ

　 では，Y の値を決めると，それに対応するZの値
がただ 1つ決まるから，ZはY の関数である。
　また，地上 0 ̼の気温が 25 �で，1 ̺̼ 上じょうしょう昇するご
とに 6 �ずつ気温が下がっているとみなすことができ
る。このとき，地上 Y ̺̼の気温をZ �とすると，Yと
Zの関係は，次の式で表すことができる。
　　Z��6Y�25

，Թはؾ
上 11 ̺̼まͰは，1 ̺̼上ঢする͝とに，
 6 �ͣつ
Լがるよ。

 � で，標高 3776 ̼の気温は約何�と考えられますか。上で求めた式や，前
ページの表やグラフを用いて，小数第一位まで求めなさい。

Z� BY � C
Yに比例する部分 定数の部分

　 ZがYの関数で，Z��6Y�25のように，ZがYの 1次式で表されるとき，
ZYの 。Ͱ͋る というؔ࣍1
　一

いっぱん

般に，1次関数は，Bを 0でない定数， 
Cを定数として，次の形の式で表される。
　　Z�BY�C

1

ඪߴがܾまると，ؾԹも 1つにܾまる͔
ら，ؾԹはඪߴのؔといえるͶ。

ͲΜͳࣜͰ表ͤるの͔ͳ。

前ϖージのɹɹͰ，ඪߴをY ԹをZؾ，̼ �とし
て，ͦのؔをもとに，上のؾԹを༧ଌする͜と

がͰ͖るͰしΐう͔。
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ओ体తɾରతでਂ͍学ͼͷ࣮ݱ

つながる学ͼ

のまΘΓֶのֶशの中͔ら，ੜెが自らをൃ見し，
ͦれをֶのとしてߟえていく中Ͱ，をղܾするͨΊのྗをҭします。

［ 2年 P.72-73 ］

71

ඪߴとؾԹのؔを
ࣜͰ表ͤる͔ͳ。ࣜͰ表ͤる͔ͳ。

ඪߴがܾまれ，ؾ
Թもܾまるの͔ͳ。

表にすると༧ଌͰ
͖ͦうだͶ。

P.72

表やグラフをもとにし
て，頂上の気温を予測
できるのかな？

�の՝࣍

Chapter  3

3ষ

上はԿ�ʁ
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�
　1 次関数　　　方程式と1 次関数　　　1 次関数の利用

1
前ページの図のように，標高によって気温がちがいます。頂上の気温は，

約何℃と予測できるか話し合ってみましょう。

άϥϑに表してߟ
えられͳい͔ͳ。
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̤ 1000 2000 3000 標高 	̼
500 1500 2500 3500 4000

標高 	̼
 0 100 1000 2305 2390 3040 3776
気温 	�
 25 24.4

［ 2年 P.70-71 ］
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ඪߴとؾԹのؔを
ࣜͰ表ͤる͔ͳ。

ඪߴがܾまれ，ؾ
Թもܾまるの͔ͳ。

表にすると༧ଌͰ
͖ͦうだͶ。
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表やグラフをもとにし
て，頂上の気温を予測
できるのかな？
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�
　1 次関数　　　方程式と1 次関数　　　1 次関数の利用

1
前ページの図のように，標高によって気温がちがいます。頂上の気温は，

約何℃と予測できるか話し合ってみましょう。

άϥϑに表してߟ
えられͳい͔ͳ。
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ষのとͼΒͰൃݟ

ඪઃఆ

目標の前に問いを置くことで，
問題解決の見通しをもつ力を
養います。また，事象を数学
の問題として解釈することに
より，ֶతͳํݟɾํ͑ߟ
を働かせて問題を解決する能
力を育みます。

生徒の対話から目標を見いだ
すことにより，問題を解決し
ていくҙཉΛͨͤることが
できます。

NEW

NEW

1

ղܾの
௨しݟ
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　比例 Z�BY は，1次関数 Z�BY�Cにおいて，C�0 の場合と考えること
ができる。したがって，比例も 1次関数である。

 �

14 ̲̼ Z ̲̼

長さ 14 ̲̼ の線香があります。火をつけてからY分後の
線香の長さをZ ̲̼ として，YとZの関係を調べたところ，
次の表のようになりました。下の問いに答えなさい。

線香は，1分間に何 ̲̼ ずつ短くなりますか。
 ZをYの式で表しなさい。
 ZはYの 1次関数であるといえますか。

1

3

2

Y	分
 0 4 8 12 16 20 24 28
Z	̲̼
 14 12 10 8 6 4 2 0

 � 次の 1 ～ 4 で， 　ZをYの式で表しなさい。また，ZはYの 1次関数である
といえますか。

1

3

2

縦 6 ̲̼，横 Y ̲̼ の長方形の周囲の長さが Z ̲̼ である。
28 ̺̼ の道のりをY時間で走ったときの速さが時速 Z ̺̼ である。
 Y円の品物を 2割引きで買ったときの代金がZ円である。
半径 Y ̲̼ の円の面積がZ ̲̼2 である。4

のまΘΓの͜とがらの中には，1ؔ࣍とΈͳ
してߟえられるものが͋Γます。

ͲΜͳこと͕Θ͔͔ͬͨͳ

 1次関数はどんな変化の
しかたをするのかな？

�の՝࣍

P.74

深さ 28 ̲̼の水そうに，10 ̲̼の高さ
まで水が入っている。この水そうに 1分
間に 3 ̲̼ずつ水位が増加するように水
を入れていくとき，水を入れ始めてから

 Y分後の底面からの水位をZ ̲̼とする
と，YとZの間には，
　　 Z�3Y�10
の関係がある。したがって，ZはYの 1次関数である。

ྫ 1

28 ̲̼
0分

Y分後

10 ̲̼ Z̲̼
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学習の区切りでは，自ら見い
だした目標に対して，解決で
きたことを明らかにし，ओମ
తにֶशにऔΓΉ姿勢を育
成します。

NEW

৽ͨͳൃݟ

生徒の率直な疑問を取り上げ
ることにより，ֶशのಈͮػ
͚を行うことができ，深い学
びにつながります。

3



つながる学ͼ

ֶత׆ಈのϖージͰは，ৗੜ׆ࣾձのࣄをཧతにとらえ，
ֶతにߟえる࣭ࢿɾྗをҭする͜とがͰ͖ます。
まͨ，し߹いをϕーεに，ੜెがओମతにൃ見͔ら՝ղܾ，
さらに৽ͨͳをൃ見するաఔをڠಇతにߦえるようにしています。

［ 1年 P.156，158 ］

左側に帯をつけ，いま，どの
ような過程で学習をしている
かが明確になるようにしてい
ます。

生徒の対話を提示することに
より，実際の授業でも話し合
い活動を取り入れやすくして
います。

NEW

NEW

表
に
表
し
て
考
え
よ
う

グ
ラ
フ
に
表
し
て
考
え
よ
う

問
題
を
見
つ
け
よ
う

数
学
的
活
動

上の表から，視力 Yと外側の直
径 Z ̼̼ の間には，どんな関
係があると考えられるでしょう

か。左の図にグラフをかき入れ

ましょう。

また，YとZの関係を式に表し
ましょう。

の݈ߍֶ
けん

߁
こう


しん

அ
だん

ͳͲͰߦΘれるࠪݕྗࢹͰは，࣍ϖージのਤのようͳ，ϥ

ϯυϧτ
かん

とݺれる，Ұ෦分にす͖ؒが͋いているਤをݕྗࢹ，ͨͬ

ࠪ表が༻いられています。͜のࠪݕྗࢹ表Ͱ，ともͳͬてมΘる 2つの
ྔを୳し，ͦのྔがͲΜͳؔにͳͬている͔ௐてΈましΐう。

QUESTION

のがେ͖くͳると，ϥϯυϧྗࢹ
τはখさくͳるͶ。

とϥϯυϧτྗࢹ，にଌれࡍ࣮
のେ͖さのؔがΘ͔る͔ͳ。

ݟ ɾํํ͑ߟ

ランドルト環の大
きさに着目して考
えられるかな。

のまΘΓに，ൺྫ
ൺྫのؔをར༻してい
る͜とがらが͋る͔ͳ。

がいい΄Ͳਤྗࢹ，表はࠪݕྗࢹ
がখさくͳるけͲ，ൺྫൺྫ
のؔに͋るの͔ͳ。
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Y

Z	̼̼


̤ 0.5 1.0 1.5 2.0
10
20
30
40
50
60
70
802

視力をY， 環わの外側の直径をZ ̼̼ として，
　YとZの関係を調べます。次ページの視力検
査表を使って外側の直径を測り，次の表に書

き入れましょう。

ҙ 定規などで測定する場合，正確に測れないことがあるが，測定して得られた値を
真の値とみなして考える。

視力 Y 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6
外側の直径 Z	̼̼


0.7 0.8 0.9 1.0 1.2 1.5 2.0

視力 Y

Z ̼̼
1

2

ಇతͳڠ
ֶश

ղܾの
աఔ

ओ体తɾରతでਂ͍学ͼͷ࣮ݱ
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 1箇所設定している
数学的活動の
ページの一覧が
見られるよ。
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　比例 Z�BY は，1次関数 Z�BY�Cにおいて，C�0 の場合と考えること
ができる。したがって，比例も 1次関数である。

 �

14 ̲̼ Z ̲̼

長さ 14 ̲̼ の線香があります。火をつけてからY分後の
線香の長さをZ ̲̼ として，YとZの関係を調べたところ，
次の表のようになりました。下の問いに答えなさい。

線香は，1分間に何 ̲̼ ずつ短くなりますか。
 ZをYの式で表しなさい。
 ZはYの 1次関数であるといえますか。

1

3

2

Y	分
 0 4 8 12 16 20 24 28
Z	̲̼
 14 12 10 8 6 4 2 0

 � 次の 1 ～ 4 で， 　ZをYの式で表しなさい。また，ZはYの 1次関数である
といえますか。

1

3

2

縦 6 ̲̼，横 Y ̲̼ の長方形の周囲の長さが Z ̲̼ である。
28 ̺̼ の道のりをY時間で走ったときの速さが時速 Z ̺̼ である。
 Y円の品物を 2割引きで買ったときの代金がZ円である。
半径 Y ̲̼ の円の面積がZ ̲̼2 である。4

のまΘΓの͜とがらの中には，1ؔ࣍とΈͳ
してߟえられるものが͋Γます。

ͲΜͳこと͕Θ͔͔ͬͨͳ

 1次関数はどんな変化の
しかたをするのかな？

�の՝࣍

P.74

深さ 28 ̲̼の水そうに，10 ̲̼の高さ
まで水が入っている。この水そうに 1分
間に 3 ̲̼ずつ水位が増加するように水
を入れていくとき，水を入れ始めてから

 Y分後の底面からの水位をZ ̲̼とする
と，YとZの間には，
　　 Z�3Y�10
の関係がある。したがって，ZはYの 1次関数である。

ྫ 1

28 ̲̼
0分

Y分後

10 ̲̼ Z̲̼
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1つの問題を解決して終わり
ではなく，さらに疑問に思っ
たことをもとに，新たな問題
として提示することにより，
深い学びに向かう姿勢を育成
しています。

NEW

のまΘΓには，ൺྫൺྫのؔにͳͬている͜とがらが͋Γます。まͨ，

ൺྫൺྫのؔとΈͳす͜とͰ，をղܾͰ͖る͜とが͋Γます。

ͲΜͳこと͕Θ͔͔ͬͨͳ

1

新
た
な
問
題
を

見
つ
け
よ
う

ほ
か
の
数
量
を
調
べ
よ
う

視
力
と
距
離
の

関
係
を
調
べ
よ
う

5

10

15

20

158

視力 Y

Z ̼̼

7.5 ̼̼1.5 ̼̼

視力 0.05を測るためのランドルト環の外側の直径とすき間の幅を求めてみ
ましょう。

2

径 7.5 ̼̼ ，すき間の幅 1.5 ̼̼ の大き
さのランドルト環を，5 ̼ 離はなれたところ
から見て，すき間のあいた方向を判別で

きた視力を 1.0とする」と定められまし
た。

視力をY，すき間の幅をZ ̼̼ とすると，Yと
 Zの間にはどんな関係があるでしょうか。　   ，
　   と同じようにして調べてみましょう。

　ランドルト環は，1909年の国際眼科学会で，国際的な標準指標として採用
されました。このとき，「視力をどのように数値化するか」が話し合われ，「直

3

4

外側の直径が 7.5 ̼̼のランドルト環 1つで視力を調べたいと思います。物
を見るとき，距離を 2倍，3倍，…にすると，物の大きさは　  倍，　 倍，…
に見えるとするとき，次の問いを考えてみましょう。

1

2

視力 8.0であるかどうかを調べるには，何 ̼ 離れたところから調べれば
よいでしょうか。また，視力 0.5のときはどうでしょうか。
視力 Yを調べるために離れる距離をZ ̼ とすると，YとZはどんな関
係にあるといえるか説明してみましょう。

819 2 819 3
5

ΞϑϦΧのϚαイのྗࢹは8.0とฉいͨ͜とが͋るけͲ，
ϥϯυϧτͰଌれるの͔ͳ。

ϥϯυϧτまͰ
のڑをมえͨら
Ͳう͔ͳ。

౷߹తɾ
ൃలతͳ
ֶश

5



ɾ考͑ํをಇ͔ͤる工ํݟ

つながる学ͼ

ֶのֶशの中Ͱഓͬͨ「見ํɾߟえํ」は，
ੈの中のさま͟まͳにରして，
見ํɾߟえํをಇ͔ͤཧతにղܾͰ͖るਓࡐを
ҭする͜とにつͳがͬています。

ݟ ɾํํ͑ߟ

どんなところに着目す
るといいかな。

図や式，表を使って，
考えられるかな。

簡単な場面におきかえ
て考えられるかな。

前の学習と同じように
できるかな。

どんなきまりがあるか
な。

ほかの場合はどうなる
かな。

どうしてそうなるか説
明できるかな。

まとめて見ると，どん
なことがわかるかな。

۩ମ

ํݟ

ந

ཧ

୯७

ྨਪ

ೲؼ

ԋ៷

ൃల

౷߹

4

前ࠩは，前の
のؾԹとのͪがい
を表しているͶ。Chapter 1

�
ষ

ɹ
ਖ਼
ͷ

ɾ
ෛ
ͷ
ؾԹは「ʵ」のつ

いͨをうけͲ，
「ʵ」ͬ てԿだΖう。

ຈࡳ

੨

ۚ
かな


ざわ

ౡ

େࡕ

ߴ 名
な

ݹ
ご


や

ౡࣇࣛ

Ԭ

ઋ
せん

だい

౦ژ

৽ׁ

ಹ
な


は

Թの「ʵ」ؾߴ࠷ຈのࡳ
と前ࠩの「ʵ」は，ಉ
͜͡とを表しているの
͔ͳ。

Թがもͬともؾߴ࠷
いと͜Ζと，もͬߴ
ともいと͜ΖはͲ
͔͜ͳ。

΄͔にも「ʵ」
のついͨは
͋る͔ͳ。

コロンビア共和国
Republic of Colombia 

日本国
Japan

セネガル共和国
Republic of Senegal

ポーランド共和国
Republic of Poland
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ඪ

ෛのをうと，ͲΜ
ͳ͜とがͰ͖る͔ͳ。

ࣜに͋てはΊれͰ͖
るけͲ，もͬとޮత
ͳํ๏はͳい͔ͳ。

のまΘΓͰ，ෛ
のをう場໘を
。えてΈようߟ

がେ͖くͳͬても，
؆୯にͰ͖るํ๏はͳ
い͔ͳ。
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ඪ

ූ߸のついͨ1

QUESTION

 �

 �

�8�10は，
খֶߍͰֶΜだ 810とಉ͡だͶ。

খ分にも，
ਖ਼の，ෛのが

͋るͶ。

ྫ 2

ͲΜͳこと͕Θ͔͔ͬͨͳ
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ඪ

ෛのをうと，ͲΜ
ͳ͜とがͰ͖る͔ͳ。

ࣜに͋てはΊれͰ͖
るけͲ，もͬとޮత
ͳํ๏はͳい͔ͳ。

のまΘΓͰ，ෛ
のをう場໘を
。えてΈようߟ

がେ͖くͳͬても，
؆୯にͰ͖るํ๏はͳ
い͔ͳ。
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QUESTION

1

10

［ 各学年 P.4 ］

［ 令和 2年度用教科書　小学校算数 2~6 年 ］［ 令和 2年度用教科書　小学校算数 2~6 年 ］

３３３
つ
の
つ
の
つ
の
学
び
方

学
び
方

学
び
方
でででででで

学
習
を
進
め
よ
う

学
習
を
進
め
よ
う

学
習
を
進
め
よ
う

学
習
を
進
め
よ
う

学
習
を
進
め
よ
う

学
習
を
進
め
よ
う

確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな確かめたいな

やってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいやってみたいななな

やってみたいな

表したい表したい表したい表したい表したい表したい表したい表したい表したい表したい表したい表したい表したい表したい表したい表したい表したい表したい表したい表したい表したいななな

くふうしたいな

話し合いたいな

1考え方

ヒトッツ

ワッケル

オナジン

ベツアラワシ

キマリン

マトメール

1つ分を決めると，
そのいくつ分で
表すことができるよ。

1つ分を作る

数を10でまとめたり，
表やグラフにまとめたりすると，
わかりやすくなるよ。

まとめてみると…

これまでにやったことと
同じように考えると
わかることがあるよ。

同じようにできないかな

いくつか調べてみると，
きまりがあるかどうかを
見つけることができるよ。

きまりはあるのかな

数を位に分けたり，
形を分けたりすると，
問題を考えやすくなるよ。

分けてみると…
数の位をそろえたり，
単位をそろえたりすると，
比べることができるよ。

そろえてみると…

問題を少し変えて
みると，その問題が 
わかるようになったり，
新しい問題を見つけたり
することができるよ。

数や形などを変えてみると…

式や図，表など
別のものにおきかえて
考えてみると，
わかりやすくなるよ。

別の表し方にすると…

どうしてそうなるか，
理由を順番に伝えると 
わかってもらいやすくなるよ。

どうしてそうなるのかな

ナーゼ

ソロエ

カエカエ

ならべ方ならべ方ならべ方

111111111111

調べたい調べたい調べたい調べたい調べたい調べたい調べたい調べたい調べたい調べたい調べたい調べたい調べたい調べたい調べたい調べたい調べたい調べたい調べたい調べたい調べたいななな 順番の決め方順番の決め方順番の決め方
知りたいな

伝えたいな

表したいな

比べたいな

調べたいな

考えたいな

　｢まとめ｣ たことが，ほかの問題でも使えるか
確かめます。

　できるようになると，
もっと問題を解きたくなります。

　自分の考えと比べて，友だちの考えのよいところや
同じところを探

さが

します。

　生活の中や算数の中から問題が見つかると，
それを解決したくなります。

　その問題を算数の図や式で表したくなります。
｢めあて｣ が生まれます。

自ら進んで学ぶ主体的な学び11

解決したいな

確かめたいな

問題

� �

ݟ ɾํํ͑ߟ

巻頭の「教科書の使い方」で
は，これからの学習の中で
ͲのΑ͏ͳʮํݟɾํ͑ߟʯ
Λしてい͚Αい͔を掲載
しています。

［ 令和 2年度用教科書　小学校算数 2~6 年 ］［ 令和 2年度用教科書　小学校算数 2~6 年 ］

学校図書では，小学校算数を学習
する中で，特に重要と考えられる
ʮํݟɾํ͑ߟʯΛ�ମのϞンελ
ーで表し，子どもたちが楽しみな
がら「見方・考え方」を身につけら
れるようにしています。

NEW

6



［ 1年 P.262-263 ］［ 1年 P.262-263 ］

さらなる数学へ

　中学校 1年の数学の学習では，新しいことを学び，
いろいろなことができるようになりました。数学の学

習を進めていくにあたって，どんな「見方・考え方」を

してきたかまとめてみましょう。

「見ํɾߟえํ」は͜
͜に͋るだけͰͳく，
いΖいΖͳ場໘Ͱい
ΖいΖͳ「見ํɾߟ
えํ」をいます。

ͷ·ΘΓや数学ͷத͔Β
をൃݟしΑう

数学ͷͱしͯ
考͑Αう

ۭؒਤܗのํݟ

いΖいΖͳ立ମ1

2 ɹ΄͔にはͲΜͳ見ํͰ分ྨする͜とがͰ͖るͰしΐう͔。

の࣍ Ξʙ Χの 6つの立ମは，Ͳのように分ྨする͜とがͰ͖るͰしΐう͔。

1 ɹඒ
み

݄
つき

さΜは，࣍のように 2つに分ྨしましͨ。ͲΜͳ見ํͰ分ྨしͨの͔
ɹɹઆ໌してΈましΐう。

QUESTION

ݟ ɾํํ͑ߟ

立体のどこに着
目すれば分類で
きるかな。

খֶߍͰֶΜだ立ମと，ֶΜͰいͳい立ମ
が͋るͶ。

いろいろな立体を，影の形に着目して調べよう。ඪ

いΖいΖͳ
見ํͰ分ྨして
Έよう。

ͦれͧれの立ମには，ͲΜͳಛ
とく


ちょう

が͋るの͔ͳ。

5

00000

QR

Τ Φ Χ

イΞ
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Τ

Χ

イ

Φ

Ξ

調
べ
よ
う

グ
ラ
フ
に
表
そ
う

問
題
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つ
け
よ
う

予
想
し
よ
う

数
学
的
活
動

上の表から，視力 Yと外側の直
径 Z ̼̼ の間には，どんな関
係があると考えられるでしょう

か。左の図にグラフをかき入れ

ましょう。

また，YとZの関係を式に表し
ましょう。

ϖージのਤのようͳ，ϥ࣍，ͰはࠪݕྗࢹΘれるߦஅͳͲͰ߁の݈ߍֶ

ϯυϧτとݺれる，Ұ෦分にす͖ؒがۭいているਤをݕྗࢹ，ͨͬ

ࠪ表が༻いられています。͜のࠪݕྗࢹ表Ͱ，ともͳͬてมΘる 2つの
ྔを୳し，ͦのがͲΜͳؔにͳͬている͔ௐましΐう。

QUESTION

ยํがେ͖くͳるともうยํがখさ
くͳる͔ら，ൺྫ͔ͳ。

2 つのྔのରԠのし͔ͨをௐͳ
いとΘ͔らͳいよ。

ݟ ɾํํ͑ߟ

2つの数量の関
係を，具体的に
調べてみよう。

のまΘΓに，ൺྫ
ൺྫのؔをར༻してい
る͜とがらが͋る͔ͳ。

のがେ͖ྗࢹ，の表はࠪݕྗࢹ
い΄ͲਤがখさくͳるけͲ，ൺྫ
ൺྫのؔに͋るの͔ͳ。

156

Y

Z	̼̼


̤ 0.5 1.0 1.5 2.0
10
20
30
40
50
60
70
802

視力をY， 環の外側の直径をZ ̼̼ として，
　YとZの関係を調べます。次ページの視力検
査表を使って外側の直径を測り，次の表に書

き入れましょう。

ҙ 定規などで測定する場合，正確に測れないことがあるが，測定して得られた値
を真の値とみなして考える。

視力 Y 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6
外側の直径 Z	̼̼


0.7 0.8 0.9 1.0 1.2 1.5 2.0

視力 Y

Z ̼̼1

　つり合っている天びんでは，

両方の皿から同じ重さのもの

を取り除いたり，両方の重さ

を半分にしたりしても，天び

んはつり合ったままになる。

　このことを等式で考えると，

右のようになる。

　上のことから，クリップ�個

の重さが 4 ̶ であることがわ
かる。

　また，このことから，方程

式を「Y�	数
」の形に変形す
ることができれば，解を求め

ることができることがわかる。

ํఔࣜのղ͖ํ3

QUESTION

方文字に数を代入せずに方程式を解く方法を考えよう。ඪ

ݟ ɾํํ͑ߟ

具体的に，天び
んを使って考え
られるかな。

102

両方の皿から1円
玉を 2枚，クリッ
プを 1個取り除く

両方の重さを半分
にする

両辺からYと2を
ひく

両辺を 2でわる

3Y�2�Y�10

 3Y�2�Y�2 � Y�10�Y�2 2Y �8

 2Y�2 �8�2 Y � 4

95ϖージのɹɹɹ のఱͼΜͰは，
ɹɹࠨଆのॏさは，	3Y�2
 ̶ ，
ɹɹӈଆのॏさは，	Y�10
 ̶
Ͱす。ఱͼΜがつΓ߹ͬͨままͰ，ยํがΫϦοϓ

ɹ1ݸにͳるようにするには，ͲΜͳૢ作をすれよ
いͰしΐう͔。

1 2

ӈ͔らಉ͡ものをとͬても，ఱͼΜはࠨ
つΓ߹ͬͨままだͶ。

ӈ͔らಉ͡ものをとるҎ֎には，ͲΜࠨ
ͳ͜とがͰ͖る͔ͳ。

5

10

15

20

数学ͷͱしͯ数学ͷͱしͯ数学ͷͱしͯ
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๏
ɾ
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ɹ
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ͷ

ɾ
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ͷ


Ճ๏のަ๏ଇɾ݁߹๏ଇ

QUESTION のਖ਼の，ෛののՃ๏をして，ͦれͧ࣍

れ Ξ，イの݁ՌをൺてΈましΐう。ͲΜ

ͳ͜とがΘ͔るͰしΐう͔。

	�5
�	�7

	�7
�	�5

\	�3
�	�6
^�	�4

	�3
�\	�6
�	�4
^

ҙ かっこを 2重にしたいとき，記号 \　^を使うことがある。

1

2

Ξ

イ

Ξ

イ

ふ
り
か
え
り

小学校4年

たされる数とたす数を入れかえ
ても，和は変わらない。
　　□�△�△�□ 3つの数をたすとき，たす順序
を変えても，和は変わらない。
　　　 	□�△ 
�◯
　　�□�	△�◯ 


ݟ ɾํํ͑ߟ

負の数をふくむときも，同じよ
うにきまりが成り立つかな。

ਖ਼の，ෛののՃ๏は，ූ߸ઈରにணしてࢉܭ

する͜とがͰ͖ます。まͨ，Ճ๏のަ๏ଇɾ݁߹๏ଇ

がΓ立ͪます。

ͲΜͳこと͕Θ͔͔ͬͨͳ

正の数，負の数のひ
き算も，加法と同じ
ようにできるのかな？

�の՝࣍

P.26

খֶߍͰは，ͨすॱংをมえてもえはมΘらͳ͔ͬͨͶ。

ෛのが͋ͬても，えはมΘらͳいの͔ͳ。

5

จࣈには，ਖ਼の，
ෛの0ͳͲ，Ͳ
ΜͳͰも͋てはΊ
られるͶ。

　正の数，負の数の加法でも，次のことが成り立つ。

　　Ճ๏のަ
こう


かん

๏
ほう

ଇ
そく

　B�C�C�B
　　Ճ๏の݁

けつ

߹
ごう

๏ଇ　	B�C
�D�B�	C�D

　加法では，交換法則や結合法則を使って，数の順序

や組み合わせを変えて計算することができる。

10

1

  	�11
�	�5
�	�9
�	�7

 � 	�11
�	�9
�	�5
�	�7
 
 � 	�20
�	�12
 
 � �8
計算しやすい方法を考えて，次の計算をしなさい。

	�12
�	�7
�	�6
�	�3
 2 	�19
�	�5
�	�28
�	�14


交換法則を使って，数の順序を変える

結合法則を使って，正の数どうしの和，
負の数どうしの和をそれぞれ求める

ྫ 6

 �

15

20

25
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Λ·とΊΑ͏「ํ͑ߟɾํݟ」

ํݟ

ཧԽ͢るɾ୯७Խ͢る ྨਪతに͑ߟる

۩ମԽ͢るɾந
ちゅう


しょう

Խ͢る

ྔਤܗにண͢る

Έͳして͑ߟる ಉ͡Α͏に͑ߟる

۩ମతͳ໘Ͱ͑ߟる

立体を分類するとき，面や辺に着目
して考えました。

P.196

測定した値でも，関数関係にあるとみなし
て考えました。

P.156
小学校の計算と同じようにできるか考えま
した。

P.25

天びんの操作におきかえて考え
ました。

P.102

ղܾしΑう

৽ͨなを
つ͚Αうݟ

真央さんの考え方で，正方形がB個のと
きのストローの本数を求める式をつくっ

68ページの の美月さんや 69ページの問 2の拓真さんの考え方では，正
方形がB個のときのストローの本数を求める式は，それぞれ次のようになり
ました。

ま
と
め
よ
う

い
く
つ
か
の
式
を
ま
と
め
て
考
え
よ
う

文
字
式
で
表
そ
う

2

3

ストローの本数を文字式を利用して考えると，どんなよさがあると考えられ

るでしょうか。これまでに学んだことをふりかえって，まとめてみましょう。

5

จࣜࣈをར༻する͜とͰ，いΖいΖͳߟえํをจࣜࣈͰ表しͨΓ，1つのࣜにまとΊ
ͨΓする͜とがͰ͖ます。

ͲΜͳこと͕Θ͔͔ͬͨͳ

てみましょう。また，式のつくり方を説明してみましょう。

5

15

新
た
な
問
題
を

見
つ
け
よ
う

86

B個

B個
ࣜ 1�3B

ࣜ 4�3	B�1

	B�1
個

B個
美月さん

拓真さん

拓真さんの式， 　  の大和さんの式，  　  の真央さんの式をそれぞれ計算し，
その結果を美月さんの式と比べてみましょう。

1 2

ਖ਼ํܗをਖ਼ܗ֯ࡾにม
えͨらͲうͳる͔ͳ。

จࣈをͬて表すと，いΖい
Ζͳߟえํをしても，1つの
ࣜにまとΊられるͶ。

次のように，同じ長さのストローを使って，正三角形を横につないだ形をつ

くります。正三角形をB個つくるとき，ストローは何本必要でしょうか。い
ろいろな考え方で式をつくってみましょう。

つくͬ ͨࣜを
。してΈようࢉܭ

4

B個

10

΄͔にも，いΖいΖ
ͳと͜ΖͰ，「見 ɾํ
えํ」を見つけてߟ
Έようʂ

৽ͨなを
QUESTION

　すべての平面上の点の位置は，2つの数の組を使って表すことができる。
　負の数の点の表し方を考えよう。

　このとき，

　横の数直線を Y࣠じく，または横軸，
　縦の数直線を Z࣠，または縦軸，
　Y軸とZ軸を合わせて ࠲ざඪひょう࣠，
　座標軸の交わる点̤ を ݪげんてん
という。また，

　Y軸は，右の向きを正の向き，
　Z軸は，上の向きを正の向き
 とする。

ඪ࠲

ඪとൺྫのάϥϑ2࠲

　まず，右の図のように，直角に交わる 2本の数直線を考える。

 YもZもෛのだ͔ら，
表ͤる場ॴがͳいよ。ɹ

ઢは，ਖ਼のとରのํ
にのしͨけͲ，ӈのਤも
のͤいいの͔ͳ。

�
ষ

ɹ
ൺ
ྫ
ͱ

ൺ
ྫ

ൺ
ྫ

ӈのਤに，前ϖージの 5ɹ  のY��2，
  Z��6のを表すには，Ͳうすれよい
。えてΈましΐうߟ͔

2

5

Y5

Z

0

　数の範囲を負の数まで広げたときの点の位置を決めるには，次のように考

えればよい。

5

10

15

137

4
3
2
1

�̤1
�2
�3
�4
�5

54321�1�2�3�4�5

Z

Y

正の向き

正の向き

原点Y軸

Z軸

5

ݟ ɾํํ͑ߟ

数直線をもとにし
て考えられるかな。
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ൃలͤ͞る

౷߹ͤ͞る

ԋ
えん

៷
えき

తに͑ߟる

る͑ߟೲతにؼ

ൣ
は ん

ғ
い

ɾ݅Λม͑て͑ߟる

ؔ࿈͚ͮて͑ߟる

ࠜ
こ ん

ڌ
き ょ

Λとにཧ༝Λ͑ߟる

͖·Γੑ࣭Λ͑ߟる

ӈのਤのようͳ，ఈ໘のܘが 5 ̲̼，ઢ
のさが12 ̲̼のԁਲ਼が͋Γます。͜ のԁਲ਼

のଆ໘ੵはԿ ̲ ̼2Ͱしΐう͔。Ͳのようにٻ
Ίれよい͔し߹ͬてΈましΐう。

̤

̖
12 ̲̼

5 ̲̼
̤�

ݟ ɾํํ͑ߟ

おうぎ形の中心
角の大きさと弧
の長さに着目で
きるかな。

拓
たく

真
ま

さんは，側面のおうぎ形の面積を求めるには，その中心角を求めればよ

いと考えました。拓真さんの考えを読み，下の問いに答えましょう。

拓
真
さ
ん
の
考
え

おうぎ形 ̤̖̗の ̖�̗ の長さは，	2!�5
 ̲̼
円̤の円周の長さは， ̲̼
したがって，おうぎ形 ̤̖̗の中心角をY�とすると，

    2!�5 Y � 360�: < ;
    5  � 360�8129
  � 150 ̤

̤�̖	̗


12 ̲̼

5 ̲̼

̤ 12 ̲̼
5 ̲̼

̖ Y�

̤�
̗

説
明
し
よ
う

数
学
的
活
動

問
題
を
見
つ
け
よ
う

QUESTION

ਤ
ܗ
ͷ
ܭ
ྔ

�
ষ

ɹ
ۭ
ؒ
ਤ
ܗ

のさと中৺֯がൺྫするހ
͜とがえる͔ͳ。

͓う͗ܗの໘ੵは，ܘと中
৺֯がΘ͔れٻΊられるͶ。

1

Ξ

イ



1

2

3

4

Ξの理由を説明しましょう。

　　 にあてはまる式を書きましょう。

中心角 Yの値が イの式で求められる理由を説明しましょう。

の式から，どんなことが読み取れるでしょうか。

5

10

15

217

数直線をもとに，負の数を表せる図を考え
ました。

P.137

同じ数を表していることから，関連づけて
考えました。

P.86

根拠を明らかにして理由を説明できるか考
えました。

P.217

いくつかの計算から，きまりを考えました。

P.40

　正の数，負の数の乗法でも，次のことが成り立つ。

　　๏のަ๏ଇ　B�C�C�B
　　๏の݁߹๏ଇ　	B�C
�D�B�	C�D

　乗法では，交換法則や結合法則を使って，数の順序や組み合わせを変えて

計算することができる。

美
み

月
つき

さんは，	�4
�	�9
�	�25
の
計算を，右のように行いました。 1，2

の計算の手順を，それぞれ説明しなさ

い。

計算しやすい方法を考えて，次の計算をしなさい。

　　	�50
�	�17
�	�2
 	�9
�	�4.5
�	�2


 �

 �

い͔ͭ͘ののੵのූ߸

QUESTION をしましΐう。まͨ，ੵのූ߸についてࢉܭの࣍

。いͨ͜とをし߹ͬてΈましΐうͮؾ

	�5
�	�2

	�5
�	�2
�	�3

	�5
�	�2
�	�3
�	�4

	�5
�	�2
�	�3
�	�4
�	�1


͔けるが૿えると，ੵのූ߸がมΘͬているͶ。

͔けるはすてෛのだけͲ，ͦの͜ととؔ
は͋るの͔ͳ。

40

1 2

　(-4)*(+9)*(-25)
=(+9)*(-4)*(-25)
=(+9)*(+100)
=+900

Ԙ

ԙ

　　ʢ　　　ʣ�	�3.6
�	�8
 ʢ　　　ʣ�	�10
�ʢ　　　ʣ�819 8 �819 3 �839 53 4

1

2

3

4

ݟ ɾํํ͑ߟ

符号について，
どんなきまり
があるかな。

5

10

15

ൺྫのάϥϑ2

QUESTION

反比例のグラフについて考えよう。ඪ

5

148

Y … �6 �5 �4 �3 �2 �1 0 1 2 3 4 5 6 …

Z … �1 �1.2 �1.5 �2 �3 �6 6 3 2 1.5 1.2 1 …

　　の表の対応するY，Zの値の組を，次の図にかき入れなさい。 �

ൺྫのように，ઢにはͳらͳͦうだͶ。

 Y�0のと͖ZのがͳいけͲ，
άϥϑはͲうͳるの͔ͳ。

ݟ ɾํํ͑ߟ

比例と同じように，
点をとって考えら
れるかな。

ؔ Z�　  について，࣍のようͳ表をつくる͜とがͰ͖ます。ؔ Z�ɹ  の
άϥϑがͲΜͳܗにͳる͔༧してΈましΐう。

869 Y 869 Y

̤ 5 Y

Z

�5

5

�5

［ 1 年 P.148 ］

ํ͑ߟɾํݟ Λ·とΊΑ͏

巻末の「見方・考え方」をまとめようでは，これ
までの学習で身につけたදతͳ�ͭのʮݟ ɾํ
ʯを，問題解決に向けた思考の流れととํ͑ߟ
もに整理しています。これにより，ޙࠓのֶश
ੜ׆にͲのΑ͏ͳ؍Ͱʮํݟɾํ͑ߟʯΛಇ
͔ͤることができるのかが明確になります。

QUESTION

導入問題であるQ
では，問題解決に
向けてͲのΑ͏ͳ
ֶతͳํݟɾߟ
͑ํΛしてい͘の
͔という一つの目
安を提示していま
す。

今後の学習や生活の中の問題解決
に「見方・考え方」を応用できるよ
う，意図的に提示しています。

ͭ
ͳ
͕
Δ
ֶ
ͼ

NEW NEW

7



つながる学ͼ

ϊーτのいํをֶ֤のר頭ͰऔΓ上げ，
まͣ，ϊーτのૅجɾجຊがఆணするようにしています。
まͨ，教科書શମͰ自ֶ自शがͰ͖るߏにしています。

ຊͷఆணにつながるجɾૅج

　数学のノートは，学習の記録です。あとでふりかえったとき，授業の中でどんなことを
考え，どんな筋道で問題を解決したのかがわかるようなノートを目指しましょう。

学習した日 目標 問題
自分の考え 友だちの考え
気づいたこと まとめ 感想

ϊーτには，
のようͳ͜とを書࣍ う͜。

わかったこと くふうしたこと
授業で思ったことや気づいたこと
友だちの考えで参考になったこと
次にやってみたいこと 疑問に思ったこと

のようͳ࣍，にはײ と͜を書 う͜。

٤٤ᣣ

೨のᤨ㑆ߢቇ⠌ߚߒಽ㈩ᴺೣがޕ߁ߘ߃

⥄ಽの⠨߃

ಽ㈩ᴺೣを̖߁ߘ߈ߢ߫߃ ̖
߃の⠨ࠎߐ٤

c+d を 1 ，ると߃の数と⠨ߟ ̖ ̖

ᗵᗐ

ಽ㈩ᴺೣを߁と， ᄙ㗄ᑼのⓍをዷ㐿するߎとがޕߚ߈ߢ ᄙ㗄ᑼを㧛ߟの

数と⠨ߡ߃ᢥሼに̖ ̖

ᄙ㗄ᑼߒ߁ߤのਸ਼ᴺを⠨ޕ߁ࠃ߃

ᢎ⑼ᦠ16㨨17ࡍーࠫ

߹と

(a+b)(c+d) は， ฝのࠃ

ޕる߈ߢとがߎに⸘▚する߁ (a+b)(c+d)=ac+ad+bc+bd
2

1

3
4

4321

Q ฝの࿑のߥ߁ࠃ㐳ᣇᒻの㕙Ⓧを， 

ޕ߁ࠂߒ߹ߺߡߒߢᑼߥࠈࠈ

(a+b)(c+d) の⸘▚のߒかߚを⠨ޕ߁ࠃ߃

c d

b

a

ࠛ࠙

ࠗ

 ╓ภに᳇をߌߟる

(1) (a+3)(b+5)
 = ab+5a+3b+15

 2
(2) (x-2)(y+6)
 = xy+6x-2y-12

(3) (a+b)(c-d)
 = ac-ad+bc-bd

(4) (x-a)(y-b)
 = xy-bx-ay-ab +ab

ࠕ

⋡標

自分のことばでわ
かりやすく書こう。

誤りは消さずに残
し，誤りの理由も
書いておこう。

図や式を使ってわ
かりやすく書こう。

わく囲みや色を効
果的に使おう。

気づいたことをメ
モしておこう。

自分の考えや友だ
ちの考えを書いて
おこう。

8

ϊーτの使いํ

右の図は，ある立体の展開図です。この立体の名称

をいいなさい。また，この立体の見取図，投影図を

かきなさい。

͔֬ΊΑ͏
ɹۭؒਤܗのํݟ

ཱ
ମ
の
展
開
ਤ

3
P.209
 1


ઢ

ฏ
໘
の
Ґ
ஔ
ؔ


2

P.206

P.202
 1

P.203

右の図の正四角錐について，次の問いに答えなさい。

辺 ̖̗とねじれの位置にある辺はどれですか。
面 ̤̖̗と辺 ̘̙の位置関係をいいなさい。
この正四角錐の高さを示す線分̤̝を，右の図
にかき入れなさい。

1

2

3

い
ろ
い
ろ
な
ཱ
ମ

1
P.197

P.200
それぞれの立体の

名
めい

称
しょう

をいいなさい。

多面体はどれです

か。

1

2

右の Ξ，イ，の立体について，次の問いに答えなさい。

̗̖ ̘̙

̤

　円錐の側面の展開図のよう

に，2つの半径と弧こで囲まれ
た図形を ͓͏͗ ܗ

がた

 という。お

うぎ形で2つの半径のつくる
角を தちゅう৺しん֯かく という。

正多面体の展開図は
どんな形かな？

お
し
え
て
！ P.211

中心角

̤̖ ̗

中心角

̤

̖ ̗
おうぎ形

前ページの円錐の展開図について，次の問いに答えなさい。
おうぎ形の半径は，もとの円錐のどの部分の長さと等しいですか。

 ̖ �̗の長さは，もとの円錐のどの部分の長さと等しいですか。
1

2

 �

֯ਲ਼のଆ໘のల։ਤはೋลܗ֯ࡾ，ԁਲ਼のଆ໘のల

։ਤは͓う͗ܗͰ表す͜とがͰ͖ます。

ͲΜͳこと͕Θ͔͔ͬͨͳ

5

10

15

20

Ξ イ

210

健
けん

太
た

さんは，8Y2�8  9Y�4Yの計算を右の
ように行いました。この計算は正しいでしょ

うか。 正しくない場合はその理由を説明し，
正しく計算を行いなさい。

23

P.25,26,32

これまでに学んだ文字
式を使って，どんなこ
とができるのかな？

�の՝࣍

͔֬ΊΑ͏

จ
ࣈ
式
の
͠
͘
Έ

P.14

1
ྫ 1

୯
߲
式
の
乗
法 

・ 

除
法

3

P.15
ྫ 3

ଟ
߲
式
の
計
算

2

P.17
ྫ 2

P.18
ྫ 3

P.20
ྫ 5

P.21
ྫ 1

次の Ξ～ Τの式について，下の問いに答えなさい。

Ξ イ  Τ829Y 3 5Y�4Z �8Y2 Y2�5Y�2

次の計算をしなさい。

1 2

3

5

4

6

次の計算をしなさい。

1 3Y�7Z�Y�4Z 2 2B2�7B�5�6B2�1
3 	�5Y�6Z
�	9Y�8Z
 4 	Y�3Z
�	�2Y�5Z

5 �3	4Y�Z�7
 6 	18B�10C
�2
7 5	�2B�4C
�3	4B�7C
 8 3	4Y�2Z
�2	3Y�Z


Τの式の項をすべていいなさい。

それぞれ何次式かをいいなさい。

1

2

	�2B
�9C 3B�5B2

	�6Y
2 8BC�4B 
6Y2�829Y 5 12YZ�	�6Y
�2Z

 �

จࣈを;くΉ୯߲ࣜͲうしの๏ɾআ๏も，1のจ
。Ͱ͖ますࢉܭとಉ͡ようにࣜࣈ

ͲΜͳこと͕Θ͔͔ͬͨͳ

 てͬΈΑ͏

計算力を高めよう 1-4
P.24

　8x /　x*4x

=8x /    x

2
3
2

22

3
8

P.22
ྫ 2
ྫ 3

ࣜ
ͷ
ܭ
ࢉ

�
ষ

ɹࣜ
ͷ
ܭ
ࢉ

ਖ਼しい͔ͳʁ

P.19
 9
ྫ 4

P.16
ྫ 1

5

10

15

20

23

   ࣜのࢉܭ

自分の考えや友だ
ちの考えを書いて

次の方程式を解きなさい。 �

方程式 8Y�3�5�6Yを解きなさい。ྫ 4

ղ

ํ
ఔ
ࣜ

�
ষ

ɹ�
࣍
ํ
ఔ
ࣜ

5

10

15

20

107

       8x-3 = 5+6x
-3， 6x を⒖㗄すると，

 8x-6x = 5+3
 2x = 8
 　　　   x=4　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　答　x=4

見直したときわか
りやすいように，
「�」をそろえて
書いておこう。

1 6Y�12�3Y
5 8�2Y�3Y�1
3 5Y�15��2Y�1

2 7Y�3�5Y�7
6 �3Y�2�Y�4
4 3�7Y�4Y�6

次の方程式を解きなさい。 �

1 2	Y�5
�1�7 
3 �2	Y�3
�5Y�8

2 4Y�7	Y�2
��5
4 3	Y�8
��6	Y�4


͔ͬこΛ;͘Ήํఔࣜ

方程式 5Y�2	Y�3
�3を解きなさい。ྫ 5

ղ

ߟ͑ ํ

　 5x-2(x-3) = 3
        5x-2x+6 = 3
 6 を⒖㗄すると，

　　　   5x-2x = 3-6
　　　　　　 3x = -3
　　　　　　    x=-1　
　　　　　　　　　　　　答　x=-1

分๏ଇͰ
ෛのを͔けると͖は，
ූ߸にҙしよう。

分配法則を使って，かっこをはずしてから解く。

8Y �3 �5 �6Y

8Y �6Y �5 �3

 てͬΈΑ͏

計算力を高めよう4-2
P.111

 てͬΈΑ͏

計算力を高めよう4-3
P.111

をそろえて

本文中の例の解答をノート形
式で示し，ݟฦし͢いϊー
τの࡞Γํを示しました。

͔֬ΊΑ͏

節末には，ج ɾૅجຊ͕にͭい
ている͔֬ೝできるように「確
かめよう」を設定しています。

［ 1 年 P.107 ］

［ 3 年 P.8  ］

［ 1 年 P.210 ］

［ 2年 P.23 ］

次の 2 つの式で，左の式から右の式をひいた差を求めなさい。
　　6B�4C，3B�C  　　　　　　    2Y2�6Y，Y2�9Y1 2

美
み

月
つき

さんは，	2Y�Z
�	3Y�Z
 の計算を右
のように行いました。Y�2，Z�1 のときの
最初の式の値と結果の式の値を求め，正しい

かどうか確かめなさい。

次の計算をしなさい。

21 	B�7C
�	4B�3C
 	�6Y2�5Y�7
�	3Y2�5Y

4             3Y�   Z�5�
  �2Y�4Z�33         4Y�   Z�
  2Y�3Z

次の計算をしなさい。

21 	4B�2C
�	B�5C
 	Y2�3Y�7
�	�6Y2�2Y�5

4  Y�4Z�1�
  2Y         �63  8Y�7Z�
    Y�2Z

5Y�4Z から 3Y�7Z をひいた差を求めなさい。

　多項式の減法は，ひく式の各項の符
ふ

号
ごう

を変えて加えればよい。

 てͬΈΑ͏

計算力を高めよう 1-1
P.24

P.19

多項式と数の乗法も， 1 年の計算と同じよ
うにできるのかな？

�の՝࣍

　 (5x-4y)-(3x-7y)
= (5x-4y)+(-3x+7y)
= 5x-4y-3x+7y
= 2x+3y 　　　　　　　　　　答　2x+3y

 �

 �

 �

 �

ଟ߲ࣜのݮ๏

จࣈが 2छྨのଟ߲ࣜͰも，1のจࣜࣈとಉ͡よう
に，Ճ๏ɾݮ๏がͰ͖ます。

ͲΜͳこと͕Θ͔͔ͬͨͳ

ྫ 3

ղ
ᑼを߭ߊと߈は，

ᔅߕかߎߞを

るߌߟ

　(2x+y)-(3x-y)
=2x+y-3x-y
=-x

ਖ਼しい͔ͳʁ

5

10

15

20

18

  5Y�4Z�
    3Y�7Z
          5Y�4Z�
� 3Y�7Z          2Y�3Z� 3Y�7Z� 3Y�7Z�

श͚ͨͤͮ͞׳
いϙインτは，
ノート指導に活
用できます。

　数学のノートは，学習の記録です。あとでふりかえったとき，授業の中でどんなことを
考え，どんな筋道で問題を解決したのかがわかるようなノートを目指しましょう。

ϊーτには，
のようͳ͜とを書࣍ う͜。

のようͳ࣍，にはײ と͜を書 う͜。

ϊーτの使いํ
感想を書かせる
ことにより，ࢥ
をྗݱදྗߟ
高め，ޙࠓのֶ
शのҙཉにつ
ながります。

さんは，8Y2�8 9Y�4Y�8 9Y�4Y�8�8  �8 9Y�4Y�8  �8 の計算を右の

ように行いました。この計算は正しいでしょ

うか。 正しくない場合はその理由を説明し，

正しく計算を行いなさい。

29Y�4Y29Y�4Y�8 9Y�4Y�82�8 9Y�4Y�8�8  �8 9Y�4Y�8  �82�8  �8 9Y�4Y�8  �839Y�4Y39Y�4Y�8 9Y�4Y�83�8 9Y�4Y�8
88x /x / x*x*44xx

==88x /    xx /    x

x /x /x /2x /2x /x /2x /x /2x /2x /2x /x /2x /x /2x / 3
2

222222x /    xx /    xx /    xx /    x2x /    x2x /    x2x /    x2x /    x2x /    x2x /    xx /    x2x /    x2x /    x2x /    xx /    x2x /    x2x /    x2x /    xx /    x2x /    x3x /    x3x /    x8x /    x8x /    xx /    xx /    x

ਖ਼しい͔ͳʁ

ఆணのいのޡをあえて提示し，
誤りを指摘し正す問題を扱うことで，生徒
のͭ·͖ͣにରԠしています。また，誤り
を正すだけでなく，指摘し説明する問題で
は，׆ޠݴಈのॆ࣮を図っています。

8



෮श�  ͷ 　  は，基礎・基本となる問題です。

� ষ ਖ਼のɾෛの

2 次の計算をしなさい。

	�5
�	�12
 	�7
�	�11
 	�4
�	�13

	�5
�	�9
 ʢ�829ʣ�ʢ�819ʣ 3 4 3.5�7.2
�6�	�3
�	�2
 �839�ʢ�859ʣ�8 5<9 4 6 123�12�6�2

1

4

7

2

5

8

3

6

9

右の表で，上の段は，ある図書館の

月曜日から金曜日までの利用者数を，

下の段は，水曜日を基準にして，そ

れぞれの利用者数を表したものです。

5

432にできるだけ小さい自然数をかけて，その積がある自然数の 2乗になるようにしま
す。どんな数をかければよいですか。

6

月 火 水 木 金

利用者数	人
 116 129 120 108 137
水曜日を基準にした
利用者数	人
 �4 ア 0 イ �17

ア，イの値を求めなさい。

 5日間の利用者数の平均を求めなさい。
1

2

3 次の計算をしなさい。

�2.5�7�	�4
 	�54
�	�6

45�	�9
�6 8�ʢ�849ʣ�ʢ�839ʣ 3 5

	�7
�	�5
 	�1.5
�8 ʢ�829ʣ�ʢ�869ʣ 3 5
�24

899�ʢ�839ʣ 4 8

1

4

7

2

5

8

3

6

9

次の計算をしなさい。4 4�	�3
�9 �819�	�2
�4 4 27�\�3�	�6
^
9�	�6
2 3�ʢ�819ʣ2�	�6
 2

	�5
�2�	�12
�4 859�ʢ�839ʣ2
 8 4
ʢ889�849ʣ�21 7 3

�32�4
859�	�3
�2�849 6 7

�62�\	�8
�4^�819 9 2.3�	�8
�2�	�2.3


1

4

2

5

3

6

7 8 9

10 11 12

次の問いに答えなさい。1

�3，�7，�2
次の数の大小を，不等号を使って表しなさい。

絶対値が 2以下の整数をすべて答えなさい。

1

2

5

10

15

20

25

283
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ଟ߲ࣜとの๏ɾআ๏

ΊΑߴΛྗࢉܭ  ͏1
家庭学習や計算練習で利用しましょう。

ଟ߲ࣜのՃ๏ɾݮ๏

1

3

5

7

9

2

4

6

8

10

1no.

2	6B�5C�1

	9Y�4Z
�	�3

	20B�16C
�4
	8Y�12Z
�	�2


1

3

2

4

2no.

2Y�3Z�7Y�5Z
�4B�8C�2B�5C
5B2�B2

3Y2�6Y�1�2Y2�4Y
	7B�C
�	�9B�8C

	�3Y2�4Y
�	5Y2�Y

	8Y�6Z
�	2Y�4Z

	�Y2�9Y�6
�	7Y2�5Y�8

 2Y�6Z�5
�
 3Y�2Z�4
 �5Y�8Z
�
 4Y�7Z

いΖいΖͳࢉܭ

3	B�2C
�6	B�C

�	5Y�Z
�4	3Y�Z

2	4Y�Z
�7Y

1

3

2

3no.

ࣜのࢉܭ

7

6

8

9

819	B�3C
�819	2B�3C
 4 6
82B<�<C9�8B<<�<C9 6 8
84Y<�Z9�8Y<�<3Z9 3 2
Y�8Y<�<5Z9 2

4

5

8B�5C�3	B�4C

4	2Y�Z
�2	Y�Z�1


解答 P.246

୯߲ࣜの๏ɾআ๏

819BC�ʢ�829Cʣ 2 3

1

3

5

7

9

2

4

6

8

12

11

13

10

9B�	�5C

12Y�859Z 6
3Y2�7Y
	�7B
2

4B�	�BC

	3Y
2�ʢ�829Zʣ
	�18YZ
�	�9Y

Y3�Y

1

6Y2�839Y 4

Y2�4Y�8YZ
15B2C�	�6BC2
�2BC
12Y2Z�2YZ�6Y

4no.

［ 2年 P.24 ］

［ 3年 P.149 ］

［ 1年 P.283 ］

［ 3年 P.149 ］

　例 2，問 6から，b̙̗̖ �b̙̖̘ であることもいえる。すなわち，例 2
の図で，b̖̗̘，b̙̗̖，b̙̖̘ は，それぞれたがいに相似である。

_̖�90�の直角三角形 ̖̗̘ で，頂
点  ̖ から辺  ̗̘ に垂線  ̖̙ を引くと
き，b̖̗̘ �b̙̗̖ であることを
証明しなさい。

̖

̗ ̘̙b̖̗̘ �b̙̗̖ を導くために，対応
する2組の角が等しいことを見つければ
よい。

bABC とbDBAにߡ߅，

ቯから， 
  _BAC=_BDA=90! Ԙ

Bは通    ԙ_ ，ߚ߹

Ԙ， ԙࠅࠃ， 2 ⚵のⷺがࠇߙࠇߘ

，からߒ╬

   bABC $ bDBA

̖

̘̗ ̙
̙

̗ ̖

例 2の図で，b̖̗̘ �b̙̖̘ であることを証明しなさい。

次の図で，線分  ̖̘，̙̘ の長さを求めなさい。
̖

̘̗ ̙

10 ̲̼

8 ̲̼
6 ̲̼ 10

8

6 6
̖

̗

̖

̘̙̙

右の図のように，b̖̗̘ の辺  ̗̘ 上に
点  ̙ をとります。

b̖̗̘ �b̙̖̘ であることを証
明しなさい。

辺  ̖̙ の長さを求めなさい。

1

2

ྫ 2

ূ໌

ํ͑ߟ

 �

 �

 �

�
ষ

ɹ૬
ࣅ
ͳ
ਤ
ܗ

૬
ࣅ
ͳ
ਤ
ܗ

̖

̘̗ ̙ 12 ̲̼

10 ̲̼ 8 ̲̼
4 ̲̼

5

10

15

20

149

次の 2 つの式で，左の式から右の式をひいた差を求めなさい。
　　6B�4C，3B�C  　　　　　　    2Y2�6Y，Y2�9Y1 2

美
み

月
つき

さんは，	2Y�Z
�	3Y�Z
 の計算を右
のように行いました。Y�2，Z�1 のときの
最初の式の値と結果の式の値を求め，正しい

かどうか確かめなさい。

次の計算をしなさい。

21 	B�7C
�	4B�3C
 	�6Y2�5Y�7
�	3Y2�5Y

4             3Y�   Z�5�
  �2Y�4Z�33         4Y�   Z�
  2Y�3Z

次の計算をしなさい。

21 	4B�2C
�	B�5C
 	Y2�3Y�7
�	�6Y2�2Y�5

4  Y�4Z�1�
  2Y         �63  8Y�7Z�
    Y�2Z

5Y�4Z から 3Y�7Z をひいた差を求めなさい。

　多項式の減法は，ひく式の各項の符
ふ

号
ごう

を変えて加えればよい。

 てͬΈΑ͏

計算力を高めよう 1-1
P.24

P.19

多項式と数の乗法も， 1 年の計算と同じよ
うにできるのかな？

�の՝࣍

　 (5x-4y)-(3x-7y)
= (5x-4y)+(-3x+7y)
= 5x-4y-3x+7y
= 2x+3y 　　　　　　　　　　答　2x+3y

 �

 �

 �

 �

ଟ߲ࣜのݮ๏

จࣈが 2छྨのଟ߲ࣜͰも，1のจࣜࣈとಉ͡よう
に，Ճ๏ɾݮ๏がͰ͖ます。

ͲΜͳこと͕Θ͔͔ͬͨͳ

ྫ 3

ղ
ᑼを߭ߊと߈は，

ᔅߕかߎߞを

るߌߟ

　(2x+y)-(3x-y)
=2x+y-3x-y
=-x

ਖ਼しい͔ͳʁ

5

10

15

20

18

  5Y�4Z�
    3Y�7Z
          5Y�4Z�
� 3Y�7Z          2Y�3Z� 3Y�7Z� 3Y�7Z�

本文の側注に，「や
ってみよう」でリ
ンクページを示し，
授業中のݸਓࠩに
ରԠしています。

̖

̗ ̘̙

「考え方」では，ࠜڌ
とͳるํ͑ߟݪཧ
ɾ๏ଇ͕ཧղͰ͖る
ようにしています。

にɼֶ֤のר
ষ͝とに෮श͕Ͱ͖
るページを掲載して
います。
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ΊΑߴΛྗࢉܭ  ͏1
家庭学習や計算練習で利用しましょう。

ଟ߲ࣜのՃ๏ɾݮ๏

1

3

5

7

9

2

4

6

8

10

1no.

2	6B�5C�1

	9Y�4Z
�	�3

	20B�16C
�4
	8Y�12Z
�	�2


1

3

2

4

2no.

2Y�3Z�7Y�5Z
�4B�8C�2B�5C
5B2�B2

3Y2�6Y�1�2Y2�4Y
	7B�C
�	�9B�8C

	�3Y2�4Y
�	5Y2�Y

	8Y�6Z
�	2Y�4Z

	�Y2�9Y�6
�	7Y2�5Y�8

 2Y�6Z�5
�
 3Y�2Z�4
 �5Y�8Z
�
 4Y�7Z

いΖいΖͳࢉܭ

3	B�2C
�6	B�C

�	5Y�Z
�4	3Y�Z

2	4Y�Z
�7Y

1

3

2

3no.

ࣜのࢉܭ

7

6

8

9

819	B�3C
�819	2B�3C
 4 6
82B<�<C9�8B<<�<C9 6 8
84Y<�Z9�8Y<�<3Z9 3 2
Y�8Y<�<5Z9 2

4

5

8B�5C�3	B�4C

4	2Y�Z
�2	Y�Z�1


解答 P.246

୯߲ࣜの๏ɾআ๏

819BC�ʢ�829Cʣ 2 3

1

3

5

7

9

2

4

6

8

12

11

13

10

9B�	�5C

12Y�859Z 6
3Y2�7Y
	�7B
2

4B�	�BC

	3Y
2�ʢ�829Zʣ
	�18YZ
�	�9Y

Y3�Y

1

6Y2�839Y 4

Y2�4Y�8YZ
15B2C�	�6BC2
�2BC
12Y2Z�2YZ�6Y

4no.

ผにΛઃఆܕྨ
し，どの学習かが一
目でわかるようにし
ています。

巻末には，解答を掲載
し，ֶࣗࣗश͕Ͱ͖る
ようにしています。

ͭ
ͳ
͕
Δ
ֶ
ͼ

ຊとͳるجɾૅج
͕ҰͰΘ͔るため，
शख़ผにも対応して
います。
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ΊΑߴΛྗࢉܭ  ͏1
家庭学習や計算練習で利用しましょう。

ଟ߲ࣜのՃ๏ɾݮ๏

1

3

5

7

9

2

4

6

8

10

1no.

2	6B�5C�1

	9Y�4Z
�	�3

	20B�16C
�4
	8Y�12Z
�	�2


1

3

2

4

2no.

2Y�3Z�7Y�5Z
�4B�8C�2B�5C
5B2�B2

3Y2�6Y�1�2Y2�4Y
	7B�C
�	�9B�8C

	�3Y2�4Y
�	5Y2�Y

	8Y�6Z
�	2Y�4Z

	�Y2�9Y�6
�	7Y2�5Y�8

 2Y�6Z�5
�
 3Y�2Z�4
 �5Y�8Z
�
 4Y�7Z

いΖいΖͳࢉܭ

3	B�2C
�6	B�C

�	5Y�Z
�4	3Y�Z

2	4Y�Z
�7Y

1

3

2

3no.

ࣜのࢉܭ

7

6

8

9

819	B�3C
�819	2B�3C
 4 6
82B<�<C9�8B<<�<C9 6 8
84Y<�Z9�8Y<�<3Z9 3 2
Y�8Y<�<5Z9 2

4

5

8B�5C�3	B�4C

4	2Y�Z
�2	Y�Z�1


解答 P.246

୯߲ࣜの๏ɾআ๏

819BC�ʢ�829Cʣ 2 3

1

3

5

7

9

2

4

6

8

12

11

13

10

9B�	�5C

12Y�859Z 6
3Y2�7Y
	�7B
2

4B�	�BC

	3Y
2�ʢ�829Zʣ
	�18YZ
�	�9Y

Y3�Y

1

6Y2�839Y 4

Y2�4Y�8YZ
15B2C�	�6BC2
�2BC
12Y2Z�2YZ�6Y

4no.

ΊΑߴΛྗࢉܭ  ͏1
ࣜのࢉܭ

「数と計算」領域におい
て，ྗࢉܭΛߴΊる
を設定しています。

する2組の角が等しいことを見つければ
よい。

bbABC とbbDBAにߡ߅，

ྫ 2

ূ໌

ํ͑ߟ

_̖�90�の直角三角形 ̖̗̘ で，頂
点 ̖ から辺 ̗̘ に垂線 ̖̙ を引くと
き，b̖̗̘ �b̙̗̖ であることを
証明しなさい。 ̗b̖̗̘ �b̙̗̖ を導くために，対応

2

ํ͑ߟ

例の解答では，ղ
ड़のൣとなه͕໌ূ
るようにノート形式で
示しています。

9



［ 2年 P.209-210 ］

209

� ষのまとΊの

次の表は，拓真さんと美月さんの漢字テストの結果です。テストの結果につ

いて，四分位数と四分位範囲をそれぞれ求めなさい。また，拓真さんと美月

さんのデータを箱ひげ図で表し，どちらの方が広く分布しているかいいなさ

い。ただし，   はデータがないところです。
拓真さん 	点
 8 6 7 7 5 8 6 7 6 6
美月さん 	点
 5 7 6 9 × 10 4 7 8 6

7ষの·とΊの

̖ 組と̗組の女子それぞれ 15人ずつの握あく力りょくのデータに
ついて箱ひげ図に表すと，次のようになりました。この

箱ひげ図について，下の問いに答えなさい。

 ̖  組と̗ 組それぞれの中央値，四分位範囲，範囲を求めなさい。
 ̗  組 15 人のうち，23 ̶̺ 以上の生徒は半分以上いるといえますか。ま
た，その理由を説明しなさい。

1

2

̖
̗

26 3028 32242220181614 	̶̺


�
ষ
ɹ
σ
ồ
λ
ͷ



0 7 98 10654321

拓真

美月

解答 P.252

	点


ຊج

Ԡ用

5

10

� ষのまとΊの

210

あなたはプロ野球チームのコーチです。相手チームのある投手に対しての練

習をするために，昨年の試合でその投手が投げた投球の球種と球速について，

次のような箱ひげ図に表しました。また，下の円グラフは，それぞれの球が

どのような割合で投げられたかを表したものです。

この投手と対戦するときの練習方法について，200球の打だ撃げき練習をする場合，
適切だと思われるものを，次の Ξ～ Τの中から 1つ選びなさい。また，選ん
だ理由も説明しなさい。

　　時速 147 ̺̼付近のストレートだけを 200球練習する。
　　 4種類の球を 50球ずつ練習する。
　　それぞれの中央値付近の速度のボールで，ストレートとスライダーを

　　100球ずつ練習する。
　　それぞれの中央値付近の速度のボールで，ストレートを 100球，スライ
　　ダーを 60球，カーブとフォークを 20球ずつ練習する。

110 115 120 125 130 135 140 145 150 155 160

カーブ

ストレート

スライダー

フォーク

	 ̺̼/h


ストレート58%スライダー30%

カーブ6%
フォーク6% ϑΥーΫ

打者の
手前で
落ちる球

εϥイμー
速いまま打者の
手元で曲がる球

ετϨーτ
まっすぐの球

Χーブ
落ちながら
曲がる球

Ξ

イ



Τ

用׆

5

10

「ষのまとΊの」Ͱは，جຊ，Ԡ༻，׆༻の �つに分ྨし，
शख़にԠͨ֬͡ೝがͰ͖，ষרの՝ͰݸにԠ͡てֶྗを
৳す͜とがͰ͖ます。

つながる学ͼ

͔֬な学ྗにつながる

この投手と対戦するときの練習方法について，200球の打撃練習をする場合，
適切だと思われるものを，次の Ξ～ Τの中から 1つ選びなさい。また，選ん
だ理由も説明しなさい。

147 ̺̼付近のストレートだけを 200球練習する。
種類の球を 50球ずつ練習する。

　　それぞれの中央値付近の速度のボールで，ストレートとスライダーを

球ずつ練習する。

　　それぞれの中央値付近の速度のボールで，ストレートを 100球，スライ
　　ダーを 60球，カーブとフォークを 20球ずつ練習する。

10

൷తにߟしஅする
課題を取り上げています。

� ষのまとΊの

用׆

� ষのまとΊの

7ষの·とΊのجຊ

209

̖ 組と̗組の女子それぞれ 15人ずつの握あく力りょくのデータに
ついて箱ひげ図に表すと，次のようになりました。この

箱ひげ図について，下の問いに答えなさい。

 ̖  組と̗ 組それぞれの中央値，四分位範囲，範囲を求めなさい。
̗ 組 15 人のうち，23 ̶̺ 以上の生徒は半分以上いるといえますか。ま
た，その理由を説明しなさい。

1

2

̖
̗

26 3028 32242220181614 	̶̺


�
ষ

σ
ồ
λ
ͷ



環境や日常生活の場面で活用
する問題や，શྗֶࠃɾֶश
ঢ়گௐࠪにରԠしͨ՝に取
り組む問題です。章で学習した内容が身に

ついているかどうかを確
認する問題です。

章で学習した内容を応用
して解く問題です。

10



͔֬な学ྗにつながる

105

ֶཱͭ

もとのॏさはʁ

　一般に売られている̢サイズの卵の重さは，58 ̶以上 64 ̶未満と決められています。
しかし，実際に重さを量ってみると，58 ̶未満であることがあります。
　実は，卵の殻

から

には，気
き

孔
こう

という小さな穴が無数にあいています。ここから，水分など

が蒸発することによって，少しずつ重さが減少するとういう現象が起きます。

　たとえば，排
はい

卵
らん

日 5日後に重さを量ると，規格よりも少し軽い 57.95 ̶でした。そこ
からさらに 5日ごとに重さを量ると，次の表のようになりました。

上の表をもとに，表，式，グラフを利用して，排卵日の卵の重さを予想してみましょう。

  排卵日からの日数（日）  5 10 15 20
  卵の重さ（̶） 57.95 57.8 57.65 57.5

�
ষ

ɹ�
࣍
ؔ


3ষ 「1ؔ࣍」ΛֶΜͰ

 2つの数量 YとZの関係がZ�BY�Cで表されるとき，ZはYの 1次関数である
ことが理解できる。

  1次関数の変化の割合は一定で，グラフが直線になることを理解して，直線の式を
求めることができる。

連立方程式の解は，2つの 2元 1次方程式をグラフに表し，そのグラフの交点から
求めることができる。

Ͱ る͖ようにͳͬͨ͜と

これからもっと学んでみたいことや，疑問に思ったことを書いておこう。

さらにֶΜͰΈͨい と͜

 身のまわりや数学の中から見つけた 2つの数量の関係を，1次関数とみなして，解
決に利用することができる。

5

10

15

20

つながる学ͼ

学ͼͷҙཉにつながる

ষのֶशのޙ࠷に，͜のষͰԿがͰ͖るようにͳ͔ͬͨ
自ݾධՁͰ͖るようにͳͬています。
まͨ，もͬとֶΜͰΈͨいというҙཉをҾ͖だすߏにͳͬています。

［ 2年 P.105 ］

3ষ「1ؔ࣍

この章の学習によってͰ͖るΑ͏にͳ
ͬͨことを，自分で　に　することに
より，ཧղͰ͖ている༰ɼ෮श͕ඞ
ཁͳ༰͕໌֬になります。

NEW

を，自分で　に　することに

これからもっと学んでみたいことや，疑問に思ったことを書いておこう。

にֶΜͰΈͨい と͜

さらに学習したいことや学習を終えたときに生まれる
疑問を自分のことばで記入することで，ҙཉతにޙࠓ
のֶशௐֶशΛਐΊΒΕるようにしています。

NEW

ͭ
ͳ
͕
Δ
ֶ
ͼ

11



さらなる数学へ252 253

ද͢ݱるྗΛに͚ͭΑ͏ ʙ自分のߟえを見ͦうʙ

数学の学習のときやふだんの生活の中で， 「なぜだろう」，「別の条件ならどうだろう」，
「もっと知りたい」と感じたことをレポートのテーマにしましょう。ふだんから気になった

ことをノートなどに記録しておくと，テーマを決めるときに役立ちます。

ຯؔ৺ΛͬͨことΛςーϚにしΑ͏1ڵ

自分で考えるだけでなく，

　実験や観察，調査などをする

　アンケート調査をする

　図書館の本や新聞記事，インターネット等で調べる

など，目的に合わせた資料の収集方法を計画することが大切です。

ըΛཱてΑ͏2ܭྉのऩूํ๏のࢿ

調べた情報やデータを分析して，資料の特
とく

徴
ちょう

を見つけましょう。収集した情報やデータは，

何を参考にしたのかわかるように記録しておきましょう。また，インターネットで検
けん

索
さく

す

るとたくさんの情報が得られますが，信
しん

頼
らい

できる情報かどうかに注意する必要があります。

ྉΛूΊɼཧしてࢿ
ぶん

ੳ
せき

しΑ͏3

作成したレポートを発表し，発表内容について，友だちから質問やコメントをもらいま

しょう。また，聞いている人は，疑問点や感じたこと，よりよいレポートにするために自

分だったらどうするかなどについてコメントをしましょう。

ϨϙーτΛൃදしɼίϝンτΛΒ͓͏5

友だちの意見を参考にして，自分の研究をふりかえりましょう。必要があればデータの整

理の方法や分析のしかたを改善し，レポートを書き直しましょう。

ΑΓΑいϨϙーτに্͛Α͏6

レポートの作成を通して，  調べた内容や調査過程，そのおもしろさや価値などが友だちに
わかりやすく伝わるように， 整理してまとめましょう。レポートという形にこだわらず，  
新聞やポスターなど，発表のしかたに合わせて形式を選ぶと，さらによいものをつくるこ

とができます。

ࣗの͑ߟΛཧして·とΊΑ͏4

自分のߟえをまとΊͨΓえͨΓするͨΊに，ϨϙーτをつくͬてΈましΐ
う。ϨϙーτにまとΊる͜とͰ，ֶशしͨ͜とҎ֎に৽ͨͳൃ見をしͨΓ，
ٙがੜまれͨΓします。ͦれͦ͜が，ຊのֶの͓もしΖさͰす。

ൃදのし͔ͨ

何について調べて，何を伝えたいのかをはっきりさせておこう。

グループの中でリハーサルを行い，相手にわかりやすい話し方を見つけよう。

話す順序や資料を示すタイミングをくふうして，

説得力のある展開を考えておこう。

学習した内容と自分で考えた内容を区別して

話そう。

わからなかったことを伝えて，みんなから意

見をもらおう。

どんな「見方・考え方」を使ったか伝えよう。

自分の考えや思いが

どうやったらうまく伝わるかを考えて発表しよう

発表する人は…

発表している人の考えや思いをくみ取りながら聞こう

発表を聞く人は…

聞きながら，気づいたことをメモにとろう。

発表のしかたや内容について，印象に残った点をメモにとろう。

数学の「見方・考え方」がどんなところで使われているかに注目しよう。

自分のレポートに取り入れられる考え方があるかどうかに注意して聞こう。

自分の考えと比
ひ

較
かく

してちがう点を伝えよう。

もっとわかりやすい見せ方や説明，調べ方があれば，

アドバイスをしてあげよう。

発表している人がわからなかったところについて，

いっしょに考えよう。

Ϩϙーτの࡞
5
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15

20

5

10

15

20
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表͢ݱるྗにつながる

つながる学ͼ

，Ͱは「するྗをにつけようݱ表」のר
Ϩϙーτの作͔らൃ表まͰをҙࣝしͨϙイϯτྫをఏࣔし，
ॳΊてのϨϙーτ׆ಈͰも҆৺してߦう͜とがͰ͖，
表ྗݱίϛϡχέーγϣϯྗをߴΊる׆ಈがͰ͖ます。

さらなる数学へ252

ද͢ݱるྗΛに͚ͭΑ͏ ʙ自分のߟえを見ͦうʙ

数学の学習のときやふだんの生活の中で， 「なぜだろう」，「別の条件ならどうだろう」，
「もっと知りたい」と感じたことをレポートのテーマにしましょう。ふだんから気になった

ことをノートなどに記録しておくと，テーマを決めるときに役立ちます。

ຯؔ৺ΛͬͨことΛςーϚにしΑ͏1ڵ

自分で考えるだけでなく，

　実験や観察，調査などをする

　アンケート調査をする

　図書館の本や新聞記事，インターネット等で調べる

など，目的に合わせた資料の収集方法を計画することが大切です。

ըΛཱてΑ͏2ܭྉのऩूํ๏のࢿ

調べた情報やデータを分析して，資料の特
とく

徴
ちょう

を見つけましょう。収集した情報やデータは，

何を参考にしたのかわかるように記録しておきましょう。また，インターネットで検
けん

索
さく

す

るとたくさんの情報が得られますが，信
しん

頼
らい

できる情報かどうかに注意する必要があります。

ྉΛूΊɼཧしてࢿ
ぶん

ੳ
せき

しΑ͏3

作成したレポートを発表し，発表内容について，友だちから質問やコメントをもらいま

しょう。また，聞いている人は，疑問点や感じたこと，よりよいレポートにするために自

分だったらどうするかなどについてコメントをしましょう。

ϨϙーτΛൃදしɼίϝンτΛΒ͓͏5

友だちの意見を参考にして，自分の研究をふりかえりましょう。必要があればデータの整

理の方法や分析のしかたを改善し，レポートを書き直しましょう。

ΑΓΑいϨϙーτに্͛Α͏6

レポートの作成を通して，  調べた内容や調査過程，そのおもしろさや価値などが友だちに
わかりやすく伝わるように， 整理してまとめましょう。レポートという形にこだわらず，  
新聞やポスターなど，発表のしかたに合わせて形式を選ぶと，さらによいものをつくるこ

とができます。

ࣗの͑ߟΛཧして·とΊΑ͏4

自分のߟえをまとΊͨΓえͨΓするͨΊに，ϨϙーτをつくͬてΈましΐ
う。ϨϙーτにまとΊる͜とͰ，ֶशしͨ͜とҎ֎に৽ͨͳൃ見をしͨΓ，
ٙがੜまれͨΓします。ͦれͦ͜が，ຊのֶの͓もしΖさͰす。

Ϩϙーτの࡞
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1 年「まとめる」
2年「伝える」
3年「見直す」
というように，学年
進行に合わせた目標
設定にしています。

253

「なぜだろう」，「別の条件ならどうだろう」，

「もっと知りたい」と感じたことをレポートのテーマにしましょう。ふだんから気になった

ことをノートなどに記録しておくと，テーマを決めるときに役立ちます。

　図書館の本や新聞記事，インターネット等で調べる

など，目的に合わせた資料の収集方法を計画することが大切です。

を見つけましょう。収集した情報やデータは，

何を参考にしたのかわかるように記録しておきましょう。また，インターネットで検
けん

索
さく

す

できる情報かどうかに注意する必要があります。

作成したレポートを発表し，発表内容について，友だちから質問やコメントをもらいま

しょう。また，聞いている人は，疑問点や感じたこと，よりよいレポートにするために自

分だったらどうするかなどについてコメントをしましょう。

友だちの意見を参考にして，自分の研究をふりかえりましょう。必要があればデータの整

理の方法や分析のしかたを改善し，レポートを書き直しましょう。

調べた内容や調査過程，そのおもしろさや価値などが友だちに

整理してまとめましょう。レポートという形にこだわらず，

新聞やポスターなど，発表のしかたに合わせて形式を選ぶと，さらによいものをつくるこ

自分のߟえをまとΊͨΓえͨΓするͨΊに，ϨϙーτをつくͬてΈましΐ
う。ϨϙーτにまとΊる͜とͰ，ֶशしͨ͜とҎ֎に৽ͨͳൃ見をしͨΓ，
ٙがੜまれͨΓします。ͦれͦ͜が，ຊのֶの͓もしΖさͰす。

何について調べて，何を伝えたいのかをはっきりさせておこう。

グループの中でリハーサルを行い，相手にわかりやすい話し方を見つけよう。

話す順序や資料を示すタイミングをくふうして，

説得力のある展開を考えておこう。

学習した内容と自分で考えた内容を区別して

話そう。

わからなかったことを伝えて，みんなから意

見をもらおう。

どんな「見方・考え方」を使ったか伝えよう。

自分の考えや思いが

どうやったらうまく伝わるかを考えて発表しよう

発表する人は…

発表している人の考えや思いをくみ取りながら聞こう

発表を聞く人は…発表を聞く人は…

聞きながら，気づいたことをメモにとろう。

発表のしかたや内容について，印象に残った点をメモにとろう。

数学の「見方・考え方」がどんなところで使われているかに注目しよう。

自分のレポートに取り入れられる考え方があるかどうかに注意して聞こう。

自分の考えと比
ひ

較
かく

してちがう点を伝えよう。

もっとわかりやすい見せ方や説明，調べ方があれば，

アドバイスをしてあげよう。

発表している人がわからなかったところについて，

いっしょに考えよう。

5

10

15

20

5

10

15

20

25

発表する人だけでなく，聞く人の注意点もそれぞれ示
し，学年進行に合わせて項目を増やしています。

［ 3 年 P.252-253 ］
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Ϩϙーτྫ

学習した内容で，
どんな考え方を
使ったか書こう。

くふうしたことや
難しかったことな
どを書こう。

わからなかったこ
とがあれば，どんな
点がわからなかっ
たのかを書こう。

新たに知ったこと
や今後調べてみた
いことなどを書こ
う。

引用した資料や参考にした文
ぶん

献
けん

があるときは，最後に示
しておこう。
ྫ│参考文献  著者名	発行年
『書名』出版社名 総務省統計局　https://www.stat.go.jp/

数学を学習したと
きや，ふだんの生活
の中で感じた疑問
をテーマにしよう。

調べたり考えたり
したことをふりか
えって，わかった
ことをまとめよう。

どんなきっかけで
疑問や問題を見つ
け，レポートにま
とめようと考えた
のかを書こう。

何について調べた
か具体的に書こう。
また，実際に調べ
たり考えたりする
前に，自分なりの
予想やその理由を
書こう。

レポートを書いた
日を書こう。

グループで研究す
るときは，グルー
プ全員の名前を書
こう。

研究内容によって
は，役割を分担し
て効率よく研究を
しよう。

レポートができたら，グループ内で発表しよう！
練習の成果を生かして，みんなの前で発表しよう！

ㅪ⛯する 2 ，のᢛ数はߟ n をᢛ数とすると，

 n-1， n とࠇߐるޕ

　　(n-1)n+1
　=n2-n+1

⚿ᨐ， ޕߚߞかߥ߈ߢとがߎるߌߟᕈ⾰を߽ߢのᣇᴺߎ

，ࠈߎとߚߺߡ߃⠨ߢ数ߥ⊛のౕࠎߐߊߚ すߡߴ奇数にޕߚߞߥ ，ߒかߒ ᢥሼᑼߢ

はߘのߎとを⸽するߎとがߥ߈ߢかޕߚߞ

ታ㓙の数ߺߡߒ▚⸘ߢるߎとߢ， ᕈ⾰を੍ᗐするߎとがߚ߈ߢのに， ߒの੍ᗐがᱜߎ

ޕߚߒߢࠎߖ߹ࠅかࠊか߁ߤか ，ߒかߒ ࿁，ㅪ⛯する ᣇをߒのᢛ数のߟ 2 2 ⒳
㘃ߌߟるߎとがߚ߈ߢのߢ， ߶かに߽ߒᣇがるのߢはߥかとᕁ߹すޕ ᓟ

߶かのߒᣇをតߡߒ， ޕす߹とᕁߚߖߐの⸽をቢᚑߎ

ᴺを⠨߃るߎとにޕߚߒ ㅪ⛯するᢛ数は n-1，n とすߎ

と߽߈ߢるߎとに᳇߈ߠ， ᰴの߁ࠃに⸽߁ࠃߒとޕߚߒ

とߎߚߞかߥからࠊ

ᗵᗐ5

4

3

2

1

1 ┨ 34， ，はߢーࠫࡍ35 ㅪ⛯するޟ 2 の偶数のⓍにߟ 1 をടߚ߃数のᕈ⾰ޠを⸽

ޕߚߒ の᧦ઙをߎ ㅪ⛯するޟ のᢛ数のⓍにߟ 2 1 をടޠߚ߃ にᄌ߃るとߥࠎߤᕈ⾰が

，ߢのߚߞるか⥝を߽ ⸽するߎとにޕߚߒ

，ߒかߒ n2+n+1 が奇数ߢるか偶数ߢるかがࠊか

らߕ， ㅪ⛯する 2 のᢛ数のⓍにߟ 1 をടߚ߃と߈にߥࠎߤ

数にߥるかをߌߟるߎとがߥ߈ߢかߚߞのߢ， ߶かのᣇ

᧦ઙをᄌߺߡ߃ると̖
202 ᣣڈڈᐕڈ

3 ᐕ ڈڈڈڈ　⚵ 1

േᯏ

ታ㓙に， ᰴのの߁ࠃにߟߊかの数ߢ⠨ޕߚߺߡ߃

੍ᗐ

ᦨೋに， ㅪ⛯する 2 ，のᢛ数をnߟ n+1 とߡߒ， ᰴの߁ࠃに⸽߁ࠃߒとޕߚߒ

⚿ᨐ

ㅪ⛯する 2 ，のᢛ数はߟ n をᢛ数とすると，

 n， n+1 とࠇߐるޕ

　　n(n+1)+1
　=n2+n+1

ㅪ⛯する 2 のᢛ数ߟ ⚿ᨐ

1， 2 1*2+1=3
3， 4 3*4+1=13

10， 11 10*11+1=111

，の⚿ᨐからߎ ㅪ⛯するޟ 2 
のᢛ数のⓍにߟ 1 をട߃ると，

奇数にߥるޠと੍ᗐޕߚߒ

ㅪ⛯する 2 ，のᢛ数はߟ n をᢛ数とすると， 2n， 2n+1
とࠇߐるޕ

  2n(2n+1)+1
 = 4n2+2n+1
 = 2(2n2+n)+1
2n2+n はᢛ数だから， 2(2n2+n)+1 は奇数ߢるޕ

，ߡߞがߚߒ ㅪ⛯する 2 のᢛ数のⓍにߟ 1 をട߃ると，

奇数にߥるޕ

連続する整数を 2O，2O�1 や 2O�1，2O と
表したら，証明
できるんじゃな
いかな。

必要に応じて，レ
ポートを書きかえ
たり，書き加えた
りしよう。

はじめはわからな
かったことでも，
先生や友だちに教
えてもらって解決
したことがあれば
書こう。

見る相手のこと
を考えて， 図や表，
グラフ，イラスト
などを使って見や
すくしよう。

友だちの意見を聞
いて，レポートの
内容をふりかえり，
必要があれば書き
直そう。

さ
ら
な
る
数
学
へ

254
255

ΞΠσΞϘʔυ
Idea Board

͜のϖージに
ϗϫイτϘーυ༻のϖϯͰ

͔いͨものは ফͤるよ。

表͢ݱるྗにつながる

レポートを書いた

レポート例では，見開
きで大きくレポート例
を提示しています。

レポートを作成するう
えでの注意点などを，
詳しく掲載しています。

巻末折込には，ホワイト
ボードマーカーで書いͨ
ΓফしͨΓͰ͖るʮΞイ
デΞϘーυʯを添付し，個
人で考察する際やグルー
プで考えを出し合う際な
どに役立ちます。

発表や野外活動などで持ち
運ぶ際には，折込部分を
Γऔͬて使͑·͢。

ͭ
ͳ
͕
Δ
ֶ
ͼ

［ 3 年 P.254 ］

［ 各学年巻末折込 ］

NEW

使用ྫ
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খ学͔ߍΒつながる

つながる学ͼ

目次や本文中の
既習事項，
小中高の系統図，
イラストの秘密は，
WEBへ！

「
空
と
宇
宙
」

�

�

�

「
水
中
」

「
草
原
」

ࣈにまつΘるௗが
ඳ͔れています。

ࣈにまつΘる
。がඳ͔れていますڕ

0ʙ9のࣈが
Ӆれています。

P.10-11，99，

136-137，227

P.10-11，127，

165，231

P.10-11，69，

107，177

1 ～ 3 年のふりかえりの紙
面をͭͳ͛るとେ͖ͳイϥ
ετができあがります。

֤ྖҬにೖる前の「;Γ͔えΓ」Ͱは，
খֶߍの༰前ֶのֶशを;Γ͔える͜とͰ，
ֶशのつͳがΓを
ҙࣝする͜とがͰ͖ます。
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จࣈに͋て·るᶄ

ͭ
ͳ
͕
Δ
ֶ
ͼ



196

円̤の外部の点Ｐから円̤に接線Ｐ̖，Ｐ̗
を引くとき，Ｐ̖�Ｐ̗であることを証明し
なさい。

̗
̤

̖

Ｐ
　円̤の外部の点Ｐから円̤に接線を引き，接点を̖，̗と
するとき，線分Ｐ̖，Ｐ̗の長さのことを，接線の長さという。
　△̖Ｐ̤と△̗Ｐ̤は合同なので，問 2から，接線の長さにつ
いて，次のことがいえる。

ԁの֎෦に͋る 1͔ら，͜のԁにҾいͨ 2ຊのઢのさはしい。

ൃల
ߍֶߴ

τϥイ

右の図で，円̤はb̖̗̘の 3辺に点̙，̚ ，    ̛
で接しています。_̘�90°， ̖ ̗�10 ̲̼，  
̗̘�8 ̲̼，̘̖�6 ̲̼ のとき，円̤の半径の
長さを求めてみよう。

8 ̲̼

̖

̗ ̘

̙
̛

̚

6 ̲̼
10 ̲̼

̤

 �

ԁ
प
֯
ͱ

ਤ
ܗ
の
ূ
໌

ԁ
प
֯
ͱ

ԁ
の

ઢ

͔֬ΊΑ͏

P.193

P.194

1

2

ྫ 2

P.195

右の図のように，円̤の 2つの直径を̖̘，
̗̙とする。このとき，四角形̖̗̘̙は長方
形になることを証明しなさい。

三角定規を使って，左の円の中

心̤を求めなさい。また，その
方法で中心を求めることができ

る理由を説明しなさい。

̖

̗ ̘

̙
̤

ԁप֯と中৺֯のؔをར༻して，ԁの֎෦に͋る 1を௨るԁのઢを作ਤする
͜とがͰ͖ます。

ͲΜͳこと͕Θ͔͔ͬͨͳ

 ԁप֯のఆཧのར用

5

10

15

20

196

円̤の外部の点Ｐから円̤に接線Ｐ̖，Ｐ̗
を引くとき，Ｐ̖�Ｐ̗であることを証明し
なさい。

̗
̤

̖

Ｐ
　円̤の外部の点Ｐから円̤に接線を引き，接点を̖，̗と
するとき，線分Ｐ̖，Ｐ̗の長さのことを，接線の長さという。
　△̖Ｐ̤と△̗Ｐ̤は合同なので，問 2から，接線の長さにつ
いて，次のことがいえる。

ԁの֎෦に͋る 1͔ら，͜のԁにҾいͨ 2ຊのઢのさはしい。

ൃల
ߍֶߴ

τϥイ

右の図で，円̤はb̖̗̘の 3辺に点̙，̚ ，    ̛
で接しています。_̘�90°， ̖ ̗�10 ̲̼，  
̗̘�8 ̲̼，̘̖�6 ̲̼ のとき，円̤の半径の
長さを求めてみよう。

8 ̲̼

̖

̗ ̘

̙
̛

̚

6 ̲̼
10 ̲̼

̤

 �

ԁ
प
֯
ͱ

ਤ
ܗ
の
ূ
໌

ԁ
प
֯
ͱ

ԁ
の

ઢ

͔֬ΊΑ͏

P.193

P.194

1

2

ྫ 2

P.195

右の図のように，円̤の 2つの直径を̖̘，
̗̙とする。このとき，四角形̖̗̘̙は長方
形になることを証明しなさい。

三角定規を使って，左の円の中

心̤を求めなさい。また，その
方法で中心を求めることができ

る理由を説明しなさい。

̖

̗ ̘

̙
̤

ԁप֯と中৺֯のؔをར༻して，ԁの֎෦に͋る 1を௨るԁのઢを作ਤする
͜とがͰ͖ます。

ͲΜͳこと͕Θ͔͔ͬͨͳ

 ԁप֯のఆཧのར用
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［ 3 年 P.196 ］

ଟ
߲
ࣜ
ͷ
ܭ
ࢉ

�
ষ
ɹ
ࣜ
ͷ
ܭ
ࢉ

23

͔֬ΊΑ͏
ଟ߲ࣜのࢉܭ

1

3

式
の
乗
法
・
除
法

1 次の計算をしなさい。
P.14
ྫ 1
P.15
ྫ 2

2

4

Y	2Y�5Z

	12B2�9B
�3B	6B2�7B
�B
2Y	3Y�4Z


い
ろ
い
ろ
な

計
算 4 	Y�1
2�	2�Y
	2�Y
を計算しなさい。

P.22
ྫ 6

1

式
の
展
開

2 次の式を展開しなさい。
P.17
ྫ 2
ྫ 3

2	Y�2
	Z�5
 	2Y�1
	Y�4


1

4

乗
法
公
式

3 次の式を展開しなさい。
P.18
ྫ 1
P.19
ྫ 2
P.20
ྫ 3

2

5

3

6

	B�5
	B�9
 	Z�1
	Z�8

	Y�3
2
	Y�7
	Y�3


	B�8
2 	Z�4
	Z�4


Tea Breakଟ߲ࣜͲ し͏のআ๏

 Y � 5Y�2　Y2�3Y�10　　　 Y2�2Y　　　　　  5Y�10　　　　　  5Y�10　　　　　  　　　0

 YY�2　Y2�3Y�10　　　 Y2�2Y　　　　　  5Y

Yをたてる
	Y�2
�Y
	Y2�3Y
�	Y2�2Y

5をたてる

�10をおろす
	Y�2
�5
	5Y�10
�	5Y�10


　多項式どうしの除法は，

小学校で学習した，整数や

小数の除法の筆算を応用し

て考えることができます。

　たとえば，

　	Y2�3Y�10
�	Y�2

は，右のようにすることで，

商がY�5になることがわ
かります。

1

2

3

5

4

6

7

	3Y2�5Y�12
�	Y�3
を計算してみましょう。

లൃߍֶߴ
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15

20

［ 3 年 P.23 ］

ଟ

ൃలൃల
ߍֶߴ

τϥイ

［ 3 年 P.196 ］［ 3 年 P.196 ］

ੜె๊͕͘ૉͳٙ
によっては，ߍߴֶ
Ͱֶशする内容の場合
があります。
「おしえて！」の疑問を
受けて，「Tea Break」
で答えています。その
答えによっては，ߍߴ
ֶのҰに触れるこ
とができます。

本文の「トライ」では，
直前の学習を深めるこ
とにより，ߍߴֶの
༰にઓすることが
できます。

つながるߍ学ߴ

　 1つのチームがほかのすべての参加チーム
と 1回ずつ試合を行い，その勝敗で優勝チー
ムを決める方法を，総当たり戦といいます。

　総当たり戦の試合数について考えてみま

しょう。

浜
はま

北
きた

総合体育館（静岡県浜
はま

松
まつ

市）

̖ ̗ ̘ ̙ ̚ ̛
̖
̗
̘
̙
̚
̛

̚

̛

̗

̖

̙̘

参加チームがOチームあるとき，試合数は全部で何試合になるでしょうか。O
を用いて表してみましょう。

総当たり戦で行われたある大会では，試合数が全部で 45試合ありました。こ
の大会の参加チームは何チームでしょうか。

参加チームが ̖～̛の 6チームだったとき，試合数は全部で何試合になるで
しょうか。次の表や図を見て説明してみましょう。

૯ͨΓઓͷࢼ߹数ʁ

5

10

98

లൃߍֶߴ

［ 3 年 P.98 ］

とࠩのੵのެࣜ  

 �

 �

ྫ 3

20

18ページの 	Y�B
	Y�C
の式で，
�Cを�Bに変えました。次の にあ

てはまるものを書き入れなさい。 BY

Y

B

Y

B

BY
B

Y2
B2　	Y�B
	Y�B


�Y2�\　　�	　　
^Y�B2

�Y2�B2

ެࣜ 4ɹ	Y�B
	Y�B
�Y2�B2

　	Y�3
	Y�3

�Y2�32

�Y2�9
次の式を展開しなさい。 

	Y�2
	Y�2

	3�Z
	3�Z

	Y�5
	5�Y


1

3

5

	Y�8
	Y�8

	B�C
	B�C


819 3ʢY�　 ʣʢY�　 ʣ819 3

2

4

6  てͬΈΑ͏

計算力を高めよう1-3
P.24

ཁ
ॏ ๏ެࣜ

1   	Y�B
	Y�C
�Y2�	B�C
Y�BC
2   	Y�B
2�Y2�2BY�B2
3   	Y�B
2�Y2�2BY�B2
4   	Y�B
	Y�B
�Y2�B2

　これまで学んだ 1  ～ 4  の公式を ๏ެࣜ という。

	Y�B
	Y �C 

	Y�B
	Y �B 


多項式どうしの除法
はできるのかな？

お
し
え
て
！ P.23
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15

20

［ 3 年 P.20 ］

つながる学ͼ

ֶशして͖ͨ༰͔ら
Ұา;Έ͜Έ，
ֶの༰にεϜーζにߍߴ
৮れられるようにしています。

Tea Breakߴֶߍ

P.23
学習指導要領を超える発展
的な内容については，ൃల
ϚーΫを付しました。

章末の「深めよう！」で
は，章で学習した内容
をさらに深めたり広げ
たりすることにより，
ֶの༰Λख͕ߍߴ
͔Γに問題を解決する
ことができます。

16



［ 2 年 P.230 ］［ 2 年 P.230 ］
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15

20

さらなる数学へ

商店 ̖ の福引き券の賞金の総額を求めると，
　2000�30�500�70�100�400�135000より，135000円
福引き券は 500枚あるので，1枚当たりの平均の賞金額は，
　135000�500�270より，270円

商店 ̖
等級 景品 枚数

1等 2000円券 30
2等 500円券 70
3等 100円券 400
計 500

等級 景品 枚数

1等 5000円券 20
2等 1000円券 70
3等 100円券 910
計 1000

商店 ̗

となります。

商店 ̗ の福引き券の 1枚当たりの平均の賞金額を求め，商店 ̖ の福引き券の平
均の賞金額 270円と比べてみましょう。

　　 で調べたように，1枚当たりの平均の賞金額で比べると，商店 ̖ の福引き券の方が
有利であることがわかります。

　これまで調べたような，福引き券 1枚当たりの平均の賞金額を，福引き券の賞金の期き
待
たい

値
ち

といいます。

૯がଟいํが༗
རͳの͔ͳ。

Ҿ͖ͳͲの݅はいΖいΖ
͋るけͲ，༗ར͔ෆར͔はͲ
うしͨらൺられる͔ͳ。

　ある町の商店 ̖ では福引き券を 500枚，商店 ̗ で
は福引き券を 1000枚つくり，景品はそれぞれ次の表
のようにしました。同じ条件で福引きができるとする

とき，どちらの福引き券の方が有利であると考えられ

るでしょうか。

　　 で調べたように，1枚当たりの平均の賞金額で比べると，商店 　　 で調べたように，1枚当たりの平均の賞金額で比べると，商店 　　 で調べたように，1枚当たりの平均の賞金額で比べると，商店 　　 で調べたように，1枚当たりの平均の賞金額で比べると，商店 　　 で調べたように，1枚当たりの平均の賞金額で比べると，商店 　　 で調べたように，1枚当たりの平均の賞金額で比べると，商店 　　で調べたように，1枚当たりの平均の賞金額で比べると，商店 　　で調べたように，1枚当たりの平均の賞金額で比べると，商店  で調べたように，1枚当たりの平均の賞金額で比べると，商店  で調べたように，1枚当たりの平均の賞金額で比べると，商店  で調べたように，1枚当たりの平均の賞金額で比べると，商店  で調べたように，1枚当たりの平均の賞金額で比べると，商店 1

1

ͲͪΒ͕༗རʁ ൃల ߍֶߴ

230

5

10

15

૯がଟいํが༗
རͳの͔ͳ。

巻末の「疑問を考えよ
う」では，ྖҬԣஅ
教科ԣஅతͳ՝を設
け，高校数学の内容に
ふみこんだ探究学習が
できます。

［ 3 年 P.266 ］［ 3 年 P.266 ］

さらなる数学へ266

ڮの͔͚ߍߴ
ɹ中ֶߍͰのֶのֶशは͜れͰऴ

しゅう

ྃ
りょう

Ͱす。し͔し，まだղܾͰ͖ていͳいٙは͋Γ

まͤΜͰし͔ͨ。ͦれらのٙは͜れ͔らさらにֶशをਐΊていくと，গしͣつղܾし

ていく͜とがͰ͖ます。͜͜Ͱは，ߍߴͰֶशするいくつ͔のྫを
しょう

հ
かい

します。͜͜Ͱ

հしͨྫҎ֎Ͱも，ٙにͨͬ͜ࢥとをௐてΈましΐう。

ൃల

悠さんが求めた式を展開して，もとの式になるかどうか確かめてみましょう。

　高校では，右のように，BDY2�	BE�CD
Y�CE の
係数だけを抜

ぬ

き出して因数分解をすることがあります。

この方法を「たすき掛
が

け」による因数分解といいます。

　悠
ゆう

さんは，2Y2�7Y�3 が因数分解できると仮定して，
　　	BY�C
	DY�E
�BDY2�	BE�CD
Y�CE
の式をつくり，次のように考えました。

 　 acx2 + (ad+bc)x + bd
　　= 2x2 + 7x + 3
から， ac=2， ad+bc=7， bd=3 にߥる a， b， c， d をޕࠃ߫ࠇߌߟ

ac=2 から， a=2， c=1 と⠨߃ると， b， d にߡߟ， ᰴの 4 通ࠅが⠨߃らࠇるޕ

ߢのਛߎ ad+bc=7 にߥる߽のは， b=1， d=3 のと߈だߢߌるから，

　　2x2+7x+3=(2x+1)(x+3)

b=1
d=3，

b=3
d=1，

b=-1
d=-3，

b=-3
d=-1

BD C
BD

E
CE

→
→

BE�CD
BECD

2Y2�7Y�3ҼղͰ͖る͔ͳʁ
「次の多項式の因数分解はできるかな。」

「 1 は，2をくくり出せばできるし， 2 は，公式を利用してできるけど， 3 は
共通な因数もないし，公式も使えないよ…」

2Y2�4Y�2 4Y2�12Y�9 2Y2�7Y�31 2 3

5

10

15

20

ߍֶߴ

ɹ中ֶߍͰのֶのֶशは͜れͰ

ていく͜とがͰ͖ます。͜͜Ͱは，ߍߴͰֶशするいくつ͔のྫを

հしͨྫҎ֎Ͱも，ٙにͨͬ͜ࢥとをௐてΈましΐう。

　　

の式をつくり，次のように考えました。

［ 2 年 P.230 ］［ 2 年 P.230 ］

さらなる数学へ

となります。

商店 ̗ の福引き券の 1枚当たりの平均の賞金額を求め，商店
均の賞金額 270円と比べてみましょう。

　　で調べたように，1枚当たりの平均の賞金額で比べると，商店
有利であることがわかります。

　これまで調べたような，福引き券 1枚当たりの平均の賞金額を，福引き券の賞金の
待
たい

値
ち

といいます。

111111

11111 枚当たりの平均の賞金額を求め，商店

枚当たりの平均の賞金額で比べると，商店

枚当たりの平均の賞金額を，福引き券の賞金の

ͭ
ͳ
͕
Δ
ֶ
ͼ

3 年の巻末の「高校へのか
け橋」では，தֶߍの༰
とؔ࿈の͋るߍߴֶの
を取り上げ，高校数学にࡐ
興味・関心をもって取り組
むことができます。
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生徒の
興味・関心や
習熟に応じて
利用できる教材の
一覧があるよ。

学ͼに͔うྗにつながる

つながるະདྷ

ֶがのまΘΓͳͲͰ
立つ͜とを࣮ײͰ る͖ίϥϜをࡌܝする͜とͰ，
ֶͼに͔うҙཉをىשするようにしています。

クネームは「もっともエコでないコピーライター」。つまり，書く
だけ紙のムダ。という意味です。
　でも，そんな私でも１つだけやっていたことがあります。それ
は，世の中にある「このコトバいいな」と思うものがあったら，そ
れをノートに書いておくこと。そして，突然その日はやってきま
した。名言，といわれるコトバを並べて見ていたら「似ている！」
と感じたのです。

　コトバは，センスといわれがちです。そんなコトバから，数学的な発想をもとに，法
則を見つけ出したのです。法則があれば，誰

だれ

でもつくることができます。
　コトバと数学は，無関係に見えます。でも，「物ごとの法則を見つける」という数学
的な考え方が，コトバの法則発見につながったのです。数学を学ぶと，教科書の問題

　どれも，正反対のコトバが入っている。「正反
対のコトバを入れれば，名言がつくれるんだ！
伝え方には法則がある！」そう気づいた瞬

しゅん

間
かん

で
す。まるで，右と左が線

せん

対
たい

称
しょう

な図形をつくるよ
うに，コトバをつくればいいのです。

を解けるようになるだけ
ではありません。毎日の
生活で，あなたの味方に
なってくれるでしょう。

　私は中学生のころ，とにかくコミュニケーションが苦手でした。書くことも話すこと
も，苦手でした。だから国語のテストはいつもダメダメ。一方で，数学は好きでした。
　そんな私が，こともあろうについてしまった仕事は，「コピーライター」でした。コ
ピーライターとは，テレビ̢̘のコトバや，広告のコトバを書く人で，「人に伝える」こ
とを仕事にしている人です。もっとも私がついてはいけない仕事だったでしょう。そこ
からが大変でした。コトバを書いても書いても，ぜんぶボツ。そこで私についたニッ

ίϐーϥイλー
 『͑ํ͕9 ׂ』ஶऀ

佐
さ

々
さ

木
き

圭
け い

一
い ち

さん

　数学の発想で見つけた，
伝え方の法則

ֶ

考えるな，感じろ　ʦ  өըɹ೩えよυϥΰϯ  ʧ
美女と野

や

獣
じゅう

　ʦ  ༸のಐ  ʧ
天は人の上に人を造らず　人の下に人を造らず　ʦ  ふくざわ་ゆ٢きち  ʧ

ྗの
Special Interview

正反対の言葉を使って，名言をつくる方法

線対称な図形

「誰もが敵になっても，私は味方です。」
えͨいίτόをܾΊる

ਖ਼ରのϫーυを前にೖれる 前ޙがつͳがるよう
自༝につくる

1

2 3

［ 2 年 表見返し ］

キϟϦΞ教ҭの一環と
して，すべての学年に
おいて学習に入る前に
は，ֶΛ࣮ࡍのࣄ
にཱてているਓのコ
ラム「数学の力」を掲載
しています。これによ
り，これからֶͿֶ
の༗用ੑΛ࣮ײするこ
とができます。

NEW
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［ 2 年 P.68 ］

［ 1 年 P.163 ］［ 1 年 P.163 ］ 163

ֶཱͭ

ؒ࣌ϨϯジͰのՃࢠి

いろありますが，弁当のラベルに表示されている̬ 	ワット
数と自宅の電子レンジの
̬ 数がちがっているということが考えられます。̬ 数がちがっているとき，どうすれ
ば適切な加熱時間を知ることができるでしょうか。

　実は，̬ 数と加熱時間の間には，反比例の関係があります。̬ 数をY ̬，加熱時間
をZ秒とすると，Y�Zは一定になります。このことを利用すると，どんな̬ 数でも適
切な加熱時間を計算することができます。

　たとえば，弁当のラベルに「1500 ̬ で 30秒」と表示されていた場合，500 ̬ では
90秒，1000 ̬ では 45秒 が適切な加熱時間になります。

　コンビニエンスストアで弁当を買うと，ラベルに電子レンジで

の加熱時間が表示されています。しかし，自宅の電子レンジでは，

うまく加熱できないことがあります。うまくいかない原因はいろ

4ষ 「ൺྫとൺྫ」ΛֶΜͰ

ともなって変わる 2つの数量 Y，Zがあって，Yの値を決めるとZの値がただ 1つ
決まるとき，ZはYの関数であると判断できる。
 2つの数量 YとZの関係が比例や反比例であるかどうか判断できる。

Ͱ る͖ようにͳͬͨ͜と

 比例のグラフが原点を通る直線になること，反比例のグラフが双曲線になることが
わかり，それを座標軸上に表したり，そこから式を読み取ったりすることができる。

これからもっと学んでみたいことや，疑問に思ったことを書いておこう。

さらにֶΜͰΈͨい と͜

身のまわりや数学の中から見つけた問題を，比例や反比例とみなして，その特
とく

徴
ちょう

を

見つけて解決に利用することができる。

5

10

15

20

�
ষ

ɹൺ
ྫ
ͱ

ൺ
ྫ

$5スΩϟϯͱ数学

̘ ̙
6
4

5
7

̖ ̗

　病院では，精密検査を行うとき，右の写真のような 
̘̩ 	Computed Tomography
と呼ばれる機械を使う
ことがあります。

　これは，いろいろな方向から ̭  線などの放射線を物
体にあて，物体を通過したあとに減った ̭  線の量を測
定することで，どの部分でどれだけの ̭  線が吸収されたか，すなわち，各部分の̭ 線の
吸収率を調べるものです。

　各部分の吸収率を求めるために，物体の断面を格
こう

子
し

状に分
ぶん

割
かつ

し，各部分の吸収率を未

知数として，連立方程式を用いる方法があります。

　この場合，	512�512
個に分割して計算するのが一般的
ですが，ここでは，簡単な例として，物体の断面を 	2�2
個
に分割した場合を考えてみましょう。

　調べる部分を̖，̗，̘，̙ の 4つとして， ̭ 線を右の図の
ようにあてたとき，それぞれ図のような値が出たとしてこの

関係を連立方程式で表すと，次のようになります。
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　このような連立方程式を解くことで，各部分の ̭ 線の吸収
率を求めることができます。

［医師，放射線技師］ؔ࿈する৬ۀɾ仕ࣄ

上の連立方程式をどのように解けばよいか考えてみましょう。

 ̭ 線をあてて出た数値を自分で決めて，̖，̗，̘，̙ それぞれの値を連立方程
式で解いて求めてみましょう。
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　病院では，精密検査を行うとき，右の写真のような 
̘̩ 	Computed Tomography
と呼ばれる機械を使う
ことがあります。

　これは，いろいろな方向から ̭  線などの放射線を物
体にあて，物体を通過したあとに減った ̭  線の量を測
定することで，どの部分でどれだけの ̭  線が吸収されたか，すなわち，各部分の̭ 線の
吸収率を調べるものです。
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子
し

状に分
ぶん

割
かつ

し，各部分の吸収率を未

知数として，連立方程式を用いる方法があります。
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ですが，ここでは，簡単な例として，物体の断面を 	2�2
個
に分割した場合を考えてみましょう。

　調べる部分を̖，̗，̘，̙ の 4つとして， ̭ 線を右の図の
ようにあてたとき，それぞれ図のような値が出たとしてこの
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率を求めることができます。

［医師，放射線技師］ؔ࿈する৬ۀɾ仕ࣄ

上の連立方程式をどのように解けばよいか考えてみましょう。

 ̭ 線をあてて出た数値を自分で決めて，̖，̗，̘，̙ それぞれの値を連立方程
式で解いて求めてみましょう。
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［ 2 年 P.68 ］［ 2 年 P.68 ］

68

ؔ࿈͢る৬ۀɾࣄは，マ
ークを付けて一目でわか
るようにしています。

ཱͭ

ؒ࣌ϨϯジͰのՃࢠి

章末の「役立つ数学」で
は，各章で学んだ数学が
ͲΜͳとこΖͰཱͬて
いる͔をコラムで紹介し，
ֶशにର͢るҙཉΛߴΊ
ることができます。

�
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さΜܙݹࠤ

�
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ҰさΜܓʑࠤ
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ύϑΥʔϚϯスධՁにつながる

［ 1 年 P.264-267 ］

つながるະདྷ

のࣗΛΖ͏ࠓ

　̨̙̜（͂Sustainable Development Goals）とは，2015年 9月の国連サミットで採さい択たくされた2016年か
ら 2030年までの国際目標です。持続可能な世界を実現するための 17のゴール・169のターゲットか
ら構成され，地球上の誰

だれ

一人として取り残さない（leave no one behind）ことを誓
ちか

っています。̨̙̜͂
は発

はっ

展
てん

途
と

上
じょう

国
こく

のみならず，先進国自身が取り組むユニバーサル（普
ふ

遍
へん

的）なものであり，日本としても
積極的に取り組んでいます。

Թが上ؾ
じょう

ঢ
しょう

する͜と
Ͱ，ւ໘ਫҐが上ঢ
してしまうՄੑが
͋るらしいよ。

場ॴによͬては，

しず

ΜͰしまうと
͜Ζも͋るΈͨ
いだͶ。

ٿԹஆԽͬ
てฉいͨ͜と
が͋るよ。

ͲのくらいؾԹ
ւ໘ਫҐが上
ঢするの͔ͳ。

さらなる数学へ

　̨̙̜͂の 17の目標のうち，これまで身につけた数学の力を使って，自分たちにでき
ることがないか調べて，取り組んでみましょう。

5

264

ւ໘ਫҐの্ঢΛ
お さ

͑るͨΊに
Ͱ͖ることΛ͑ߟΑ͏

γφϦオ名
めい

শ
しょう

ԹஆԽରࡦ ฏۉʢ℃ʣ 「Մੑがߴい」༧ଌ෯
はば

ʢ℃ʣ

̧̘Ｐ 8.5 対策なし �3.7 �2.6 ～�4.8
̧̘Ｐ 6.0 少ない �2.2 �1.4 ～�3.1
̧̘Ｐ 4.5 中 �1.8 �1.1 ～�2.6
̧̘Ｐ 2.6 最大 �1.0 �0.3 ～�1.7

表　1986～ 2005年を基準とした 2100年の世界平均地上気温の予測

図1　世界平均地上気温の変化 図2　世界平均海面水位の上昇

ҙ ̧̘Ｐシナリオとは，気候変動を予測するシナリオのことで，数値が小さいほど，
温暖化対策をしっかり行ったシナリオを表している。

ҙ  実線が予測値，色で塗ぬ られた範はん囲い は予測の幅を表している。
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　地球温暖化の問題点の 1つに，気温が上昇することによる海面水位の上昇があります。
海面水位が上昇することで，これまで陸であった場所が海になってしまい，そこに住ん

でいる人々の生活を脅
おびや

かす可能性があります。

　いろいろなデータをもとにして，これからどのような環
かん

境
きょう

が予想されるか，また，そ

うならないために自分たちに何ができるか考えて，まとめてみましょう。

　次の図は，世界平均地上気温の変化と，世界平均海面水位の上昇について，̧̘Ｐ 2.6
と̧̘Ｐ 8.5のそれぞれの場合をシミュレーションした1つのグラフです。これらのグラ
フは，  2000年の値を 0として示してあります。
グラフが 0年後（2000年）の値 0と100年後
（ 2100年）の値を結んだ直線になるとみなした
とき，どんなことが予想できるでしょうか。
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Data_2

ຊのඪߴをௐる
αイτ，

ٿԹஆԽについてまとΊͨ
αイτにϦϯΫしています。

ϞϧσΟブڞࠃ
2.4  ߴඪߴ࠷ ̼

Ϛーγϟϧॾౡڞࠃ
3  ߴඪߴ࠷ ̼

πόϧ
4.5  ߴඪߴ࠷ ̼

͜のままの༧ଌͰは，
ԿޙにॅΜͰいる
と͜Ζがͳくͳͬて
しまうの͔ͳ。

ຊもౡࠃだ͔ら，ւ
໘ਫҐが上ঢするとࠔ
る場ॴは͋るの͔ͳ。
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さらなる数学へ

　次の図は，最高標高が低い主な国や島を表したものです。前ページの【 Data_1 】で考

えたことと合わせて，どんなことがいえるか考えてみましょう。

Report

　これまで調べたことから，気温上昇による海面水

位の上昇がどのような危険性があるかまとめてみま

しょう。また，そうならないように，自分たちでで

きることを調べたり考えたりして，レポートにまと

めましょう。

5

266

ւ໘ਫҐの্ঢΛ͑るͨΊにͰ る͖ことΛ͑ߟΑ͏

自分のॅΜͰいると͜Ζ
，ۙくのඪߴのいと
͜Ζを୳してΈよう。

自分の考えをくふうしてまとめることができた

学習したことを役立てることができた

問題意識をもって取り組むことができた

とても
ͦうࢥう

গし
ͦうࢥう

͋まΓ
ͦうࢥΘͳい

自分なりに，調べたり考えたりしたことを図や
表で表すことができた

予測が正しいかどうか確かめることができた

グラフを読み取るとき，これまで学んだ数学の
使い方を見つけることができた

とても
ͦうࢥう

গし
ͦうࢥう

͋まΓ
ͦうࢥΘͳい

身のまわりのことがらについて考えることで数
学の知識の理解が深まった

自分たちで，海面水位の上昇を抑えるためにで
きることを見つけることができた

とても
ͦうࢥう

গし
ͦうࢥう

͋まΓ
ͦうࢥΘͳい

ֶͼにྗ͏͔

るྗɼܾΊるྗɼද͢ྗ͑ߟ

ͬていることͰ る͖Α͏ にͳͬͨこと

ͬとௐͨいとͨͬࢥこと
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ら 2030
ら構成され，地球上の
は発
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展
てん

積極的に取り組んでいます。

さらなる数学へ

̨̙̜͂
ることがないか調べて，取り組んでみましょう。
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　次の図は，最高標高が低い主な国や島を表したものです。前ページの【

えたことと合わせて，どんなことがいえるか考えてみましょう。

各学年の巻末「今の
自分を知ろう」では，
4%(Tʢ࣋ଓՄͳ
։ൃඪʣに৮Εる
ことで，国際的な課
題に取り組むことが
できるようにしてい
ます。
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　これまで調べたことから，気温上昇による海面水

位の上昇がどのような危険性があるかまとめてみま

しょう。また，そうならないように，自分たちでで

きることを調べたり考えたりして，レポートにまと
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ύϑΥーϚンε՝として設定しており，
学習の最後にはルーϏοΫにΑるࣗݾධՁ
දを掲載して，1年間の総括ができます。

NEW

20



プϩάϥϛϯάతࢥ考につながる

プϩάϥϛϯάを体ݧしͯ ΈΑう
Programming

　スクラッチは，ブロックを並べるだけで手軽にプログラミングを楽しむことができます。

　スクラッチのサイトにアクセスして，「作る」をクリックすると，プログラム作成の画面になります。それ
ぞれの色に対応したブロックを，真ん中の場所にドラッグしてつなげていくことでプログラムを作成するこ

とができます。

　このプログラムでは，最初に背景で「Ｘy-grid」を選
せん

択
たく

したあと，変数で「Y座標」，「Z座標」，「比例定数」の 3つを
作成しておきます。

　このプログラムでは，くりかえしを利用して碁石を並べるプロ
グラムを作成します。あらかじめ，碁石の画像を作成する必要が
あります。また，最初に背景で「Xy-grid-20px」を選択します。

プログラムの実行

プログラムの終了

画面をクリア

縦方向に碁石を
配置

横方向に碁石を
配置

碁石をかき始める
位置の指定

横方向をもとに
もどす

Y座標を�240から 240
まで 10ずつ変える

グラフをかき終える

プログラムの終
しゅう

了
りょう

グラフをかき始める

εΫϥονにͭいて

݁Ռのྫ

݁Ռのྫ

ൺྫఆΛม͑てɼάϥϑの
かたむ

͖ΛௐるサンϓルϓϩάϥϜ1

ޟ
ご

ੴ
いし

ΛฒるサンϓルϓϩάϥϜ2

グラフの線の開始位置の
指定

プログラムの実行

 2つ͋る「10ճ
܁
く

Γฦす」は，ͦ
れͧれԿをする
の͔ͳ。

ൺྫఆを 1よ
Γେ͖くすると，
άϥϑの͖は
Ͳうͳる͔ͳ。

ൺྫఆをෛの
にすると，άϥϑ
はͲうͳる͔ͳ。

ੴのはશ෦Ͱޟ
いくつ͔ͳ。

「比例定数」（変数）を 1，
「Y座標」（変数）を�240
に指定

前の線を消し，ペンの色
を決める
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プϩάϥϛϯάを体ݧしͯ ΈΑう
Programming

　スクラッチは，ブロックを並べるだけで手軽にプログラミングを楽しむことができます。

　スクラッチのサイトにアクセスして，「作る」をクリックすると，プログラム作成の画面になります。それ
ぞれの色に対応したブロックを，真ん中の場所にドラッグしてつなげていくことでプログラムを作成するこ

とができます。

　このプログラムでは，最初に背景で「Ｘy-grid」を選
せん

択
たく

したあと，変数で「Y座標」，「Z座標」，「比例定数」の 3つを
作成しておきます。

εΫϥονにͭいて

݁Ռのྫ

ൺྫఆΛม͑てάϥϑのܗΛௐるサンϓルϓϩάϥϜ1

2

݁Ռのྫ
ఈลのさとߴさが
のと͖，ࣼลの
さがにͳる͜
とは͋るの͔ͳ。とは͋るの͔ͳ。

ൺྫఆをෛ
のにすると，
άϥϑのܗは
Ͳうͳる͔ͳ。

ൺྫఆをେ
͖くすると，
άϥϑのܗは
Ͳうͳる͔ͳ。Ͳうͳる͔ͳ。

グラフの線の開始位置の
指定

グラフをかき終える

プログラムの終
しゅう

了
りょう

グラフをかき始める

 Y座標を�240から240
まで 10ずつ変える

プログラムの実行

「比例定数」（変数）を0.03，「Y座標」（変数）
を�240に指定

前の線を消し，ペンの色
を決める

ฏํのఆཧΛ用いてࡾ
ࣼ
しゃ

ล
へん

のΛٻΊるサンϓルϓϩάϥϜ

　このプログラムでは，最初に背景で「Ｘy-grid-20px」を選択
します。

プログラムの実行

図形をかき終える

図形をかき始める
位置の指定

画面をクリア

底辺の長さを入力

底辺をかく

高さの入力

高さをかく

プログラムの終了

斜辺の
長さの
計算

斜辺をかく

11317

［ 1 年 巻末折込 ］

［ 3 年 巻末折込 ］

つながるະདྷ

Ͳうͳる͔ͳ。

自分が意図する一連の活動を実現するために，
どのような動きの組合せが必要であり，一つ一
つの動きに対応した記号を，どのように組み合
わせたらいいのか，記号の組合せをどのように
改善していけば，より意図した活動に近づくの
か，といったことを論理的に考えていく力

ʮϓϩάϥミンάతߟࢥʯと
�ʢখֶߍϓϩάϥミンά教ҭのखҾʢୈೋ൛ʣΑΓʣ

プϩάϥϛϯάを体ݧしͯ ΈΑう
P

プϩάϥϛϯάを体ݧしͯ ΈΑう
P

プϩάϥϛϯάを体ݧしͯ ΈΑう
rog

　スクラッチは，ブロックを並べるだけで手軽にプログラミングを楽しむことができます。

　スクラッチのサイトにアクセスして，

ぞれの色に対応したブロックを，真ん中の場所にドラッグしてつなげていくことでプログラムを作成するこ

とができます。

　このプログラムでは，最初に背景で「
作成しておきます。

1

プϩάϥϛϯάを体ݧしͯ ΈΑうプϩάϥϛϯάを体ݧしͯ ΈΑう
P

プϩάϥϛϯάを体ݧしͯ ΈΑう
P

プϩάϥϛϯάを体ݧしͯ ΈΑう
rog

　スクラッチは，ブロックを並べるだけで手軽にプログラミングを楽しむことができます。

　スクラッチのサイトにアクセスして，

ぞれの色に対応したブロックを，真ん中の場所にドラッグしてつなげていくことでプログラムを作成するこ

とができます。

［ 1 年 巻末折込 ］［ 1 年 巻末折込 ］

各学年の巻末折込
「プログラミングを
体験してみよう」で
は，スクラッチを使
用したプログラミン
グを体験しながら，
ϓϩάϥミンάతࢥ
͕ߟࢥɼཧతߟ
にͭ͘ようにしてい
ます。
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つながるαϙʔτ

。してฤमしていますࢦਤ書は，つͶにੜెによΓͦͬͨ，教科書をߍֶ
ੜెのߟࢥのྲྀれをେにし，؍࣮ݧͳͲのૢ作׆ಈをଟくऔΓೖれ，
にੜె͔らੜまれͨٙをもとにࡍ࣮
ֶशにೖͬていけるようにྀしています。

平面図形で必要な基礎的な知識を作図とと
もに学ぶことで，平面図形に対する知識が
さらに身につき，図形の移動に対しての理
解を深めることができるようにしています。 

��  � ষʮฏ໘ਤܗʯͰɼ
ਤのֶशの͋とに࡞
ҠಈのֶशΛѻͬてい·͢ɻ

ਤܗのҠಈ

上の文様の中から，いろいろな図形を探しましょう。

右の図は「麻の葉」の一部分です。 1 の二

等辺三角形を， 　 ，  　， 　 にぴったり重
ねるには，それぞれどのように動かせば

よいでしょうか。

　　の図で，△̤̗̘を△̛̤̚にぴったり重ねるには，どのように動か
せばよいかを考えてみましょう。

　図形の形や大きさを変えずに，図形の位置だけを

変えることを，図形の Ҡいಈどう という。

ɹ࣍のਤは，「ຑ
あさ

の༿
は

」とݺれるຊの౷తͳจ༷Ͱす。

ೋลܗ֯ࡾだけͰͳく，
いΖいΖͳਤܗが͋るͶ。

P.185

図形の移動には，どんな
方法があるのかな？
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̜

̝
̞ ̟

̠
̡

̤1

中 1ギャップを軽減させる目的として，子ど
もたちが日常生活の中で目にしている「マイ
ナスのついた数」から，中学校数学の学習を
スタートさせています。
素数は，1年 1章 4節「数の集合」で扱い，小
学校で学習した知識をもとに，新しい見方と
して素数を導く扱いになっています。

��  � ষʮਖ਼のɾෛのʯのதͰɼ
ʮૉʯΛѻͬてい·͢ɻ

数の集合には，たとえば，次のようなものが考えられます。

　　10以下の自然数の集合 1から 20までの奇数の集合
　　10の約数の集合 5の倍数の集合

1から 10までの自然数のうち，次の条件にあてはまる数をいいなさい。
　　約数が 1つだけの数 約数が 2つだけある数
　　約数が 3つだけある数 約数が 4つある数

1から 20までの自然数のうち，素数をすべていいなさい。

 �

 �

ྫ 1

ૉ

ૉҼղ

QUESTION

QUESTION

は，ͦれͧれͲのようͳのू߹Ͱしΐう͔。΄͔には，Ͳのようۮح

ͳのू߹がߟえられるͰしΐう͔。し߹ͬてΈましΐう。

30をいくつ͔の自વのੵͰ表しましΐう。ͲΜͳ表しํが͋るͰしΐう͔。

2ͰΘΓれるとΘΓれͳいだͶ。
ഒも，のू߹といえるの͔ͳ。

30のをߟえれいいͶ。

ૉ

自然数について，数の集合にはどんなものがあるか調べよう。ඪ

　 7の約数は，1と 7の 2つだけである。このように，1とその数自身のほ
かには約数のない自然数を  ૉそすう という。ただし，1は素数にふくめない。し
たがって，素数の集合は約数を 2つだけもつ自然数の集まりである。

ݟ ɾํํ͑ߟ

どんな分類のし
かたがあるかな。

ݟ ɾํํ͑ߟ

どんな表し方が
できるかな。 2つののੵにͳるͶ。3つののੵ

にもͰ͖る͔ͳ。

2

56

1

1

3
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15

［ 1 年 P.56 ］

「等式」や「不等式」で扱う文字は未知数であ
り，方程式で扱う文字と同じ性質のものです。
したがって，文字の理解をより深めるために，
1年 2章「文字式」とは別に，1年 3章「1次方
程式」の導入として取り上げています。

��  � ষʮ� ఔࣜʯのதͰɼํ࣍
ʮࣜɼෆࣜʯΛѻͬてい·͢ɻ

2つの数量の関係を式で表そう。ඪ

ࣜとෆࣜ1

ํఔࣜ

ݟ ɾํํ͑ߟ

量の関係も，数
と同じように表
せるかな。

96

　右の図は，前ページの　　　の天びんを示したものである。

　　左側の重さは，	3Y�2
 ̶，
　　右側の重さは，	5Y�3
 ̶
となる。このとき，右側の方が重いから，

左右の重さの関係は，

　　3Y�2�5Y�3
と表すことができる。

　このように，不等号を使って数量の関係を表した式を ෆふとうࣜしき という。

　また，前ページの　　　の天びんは，

　　左側の重さは，	3Y�2
 ̶，
　　右側の重さは，	Y�10
 ̶
となる。このとき，左右がつりあってい

るから，左右の重さの関係は，

　　3Y�2�Y�10
と表すことができる。

　このように，等号を使って数量の関係を表した式を とうࣜしき という。

QUESTION

	3Y�2
 ̶ 	Y�10
 ̶

	クリップ1個…Y ̶ ，1円玉 1枚…1 ̶ 
 3Y�2�5Y�3 

1 1

1 2

前ϖージのɹɹɹ ，ɹ  のఱͼΜについて，2つ
のྔのॏさのؔをࣜͰ表すにはͲうしͨら

よい͔ߟえましΐう。ΫϦοϓ1ݸのॏさをY ̶，
 1ԁۄ 1ຕのॏさを 1 ̶ としてߟえましΐう。

1 21

3Y�2�Y�10

2つののؔは，߸ෆ߸をͬて表しͨͶ。
2つのࣜのؔも，߸ෆ߸をͬて表ͤるの͔ͳ。

	3Y�2
 ̶ 	5Y�3
 ̶

5

10

15

20

［ 1 年 P.96 ］

［ 1 年 P.184 ］

学図ίίがͩ͜ΘΓ�
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方程式を解く際，数量の関係を図で表し
たものを例示するだけでなく，図に表す
ことも問題として扱うことで，数量の関
係をより意識できるようにしています。

ͭ
ͳ
͕
Δ
α
ϙ
ồ
τ

��  � ষʮ࿈ཱํఔࣜʯͰɼ
࿈ཱํఔࣜΛ
ར用͢る໘に͓いてɼ
ஈ֊తにྔのؔΛ
ਤにද͢ことΛֶͿことͰɼ
ཧղ͕ਂ·るΑ͏にしてい·͢ɻ

ཁ
ॏ ࿈ཱํఔࣜΛར用してΛղ͘खॱ

　 の中に͋る，ྔのؔを見つけ，ਤ表，͜とのࣜͰ
ɹ 表す。
　 Θ͔ͬているྔ，Θ͔らͳいྔをは͖ͬΓさͤ，จࣈを
ɹ ͬて࿈立ํఔࣜをつくる。
3  ࿈立ํఔࣜをղく。
4  ࿈立ํఔࣜのղがにదしている͔Ͳう͔を͔֬Ί，దして
ɹ いれのえとする。

1

2

4 3  で求めた連立方程式の解が問題に適しているかどうかを確かめ，問題の
答えを求めなさい。

〔図〕

〔ことばの式〕

班の数の関係

〔図〕

〔ことばの式〕

人数の関係

35人の生徒を 5人の班と 4人の班に分け，全部で 8班にします。それぞれの
班の数をいくつにすればよいかを求めるために，上の「連立方程式を利用して

問題を解く手順」で考えます。次の問いに答えなさい。

1 問題の中にある，数量の関係を見つけ，次の図に必要なことをかき入れて，

図とことばの式で表しなさい。

2 わからない数量を文字を使って表し， 1  でつくったことばの式から，連立
方程式をつくりなさい。

3 2  でつくった連立方程式を解きなさい。

 �

5

10

15

20

58
［ 2 年 P.58 ］

��  � ষʮ� ఔࣜʯͰɼҼղΛ使ͬͨղ͖ํɼํ࣍
ฏํࠜの͑ߟΛ使ͬͨղ͖ํɼղのެࣜのॱにѻͬてい·͢ɻ

次のような3つの理由があげられます。

解の公式は2次方程式における一般的な解法ですが，生徒にとって公式を導くまでの式
変形の過程を理解するのは難易度が高く，また，公式を利用して解を求める際の計算も
式が複雑で間違えやすいと考えられます。そのため，早い段階で導入すると，2次方程式
そのものに対する抵抗感をもつ懸念があります。一方，因数分解を使った解き方は，そ
の根拠となる考え方や計算の過程が理解しやすく，2次方程式に対する興味・関心をも
つことができると考えられます。

3年 3章「2次方程式」の中で扱う文章題の多くは，因数分解を使って解ける2次方程式
を利用するため，2次方程式の解き方として，最初に定着させておく課題であると考え
られます。

因数分解を使った解き方は，2次方程式だけでなく，高校数学で学ぶ因数分解や高次方
程式の解法にも発展する汎用性のある重要な考え方であるため，最初に扱っておくもの
と考えられます。

1

2

3

23



ྫ 2

खॱ

ߟ͑ ํ

右の図で，̻�Nのとき，次の 3つの距
離を比べなさい。

　　直線  ̻ 上の点 ̖と直線 N
　　直線  ̻ 上の点  ̗と直線 N
　　直線 N上の点 ̘と直線  ̻

右の図で ̻�Nのとき，三角形 ̖̗̘の頂点  ̖
を，直線  ̻上で矢印の方向に動かした点をそれ
ぞれ �̖， �̖�とします。このとき，三角形の形
が変わっても，変わらないものは何ですか。ま

た，その理由を説明しなさい。

ཁ
ॏ ฏߦઢと໘ੵ

ઢ分̗̘をڞ௨のఈลとする˚̖̗̘と
˚̖�̗̘に͓いて，
ɹɹ̖̖��̗̘ͳら，△̖̗̘�△̖�̗̘
Ͱ͋る。

ҙ △̖̗̘＝△ �̖̗̘は，2つの三角形の面積が等しいことを表している。

Ξ

イ



　平行な 2直線  ̻，N があるとき，一方の直線上の点と他方の直線との距離

はつねに等しくなる。この距離を，平行な2直線  ̻，N 間の距離という。

　三角形 ̖̗̘を記号 △ を使って △̖̗̘ と表し，「三角形 ̖̗̘」と読む。

̻ ̖ ̗ ̛

̘̙̚N

̖ �̖ �̖�̻

N ̗ ̘

̖

̗

̙

̘

̤

右の図の四角形 ̖̗̘̙と面積の等しい三角
形を作図しなさい。

△̙̖̘で ̖̘を底辺と考え，面積を変えずに
頂点 ̙を動かす。3点  ̗，̘ ，̙ が一直線上に

並ぶとき，四角形 ̖̗̘̙は三角形となる。
対角線 ̖̘を引く。
点  ̙を通り ̖̘に平行な直線を作図し，
̗̘の延長との交点を ̙�とする。
点 ̖と点 ̙�を結ぶ。

1

2

3

ӈԼのԁͰ，ԁप上の ̖，̗を݁Μだઢ分 ̖ ̗が
͋Γます。 ̖，̗がॏͳるようにંΓ，ͦれを։
͖ます。ંΓはͲΜͳઢにͳͬているͰしΐう͔。

ݟ ɾํํ͑ߟ

実際に折って，ど
んな線になるか確
かめられるかな。

̖

̗

̙

̘
̖

̗ ̘

̙

̙ �

右の図のように，土地が折れ線 Ｐ̧̦を境界
線として，2つの部分　，　に分かれていま
す。それぞれの土地の面積を変えずに，点 Ｐ 
を通る直線で境界線を引き直しなさい。

イΞ

ԁとઢの࡞ਤ

QUESTION

ંΓは，ઢ分 ̖ ̗のରশの࣠に
ͳͬているの͔ͳ。

 �

 �

 �

例 2で，四角形 ̖̗̘̙�△̖̗̙�であるこ
とを説明しなさい。

 �

̗ ̘

̖ �̖

֯のೋ分ઢを見つけͨと͖も，ಉ͡よ
うにંͬて͔֬ΊͨͶ。

̖

̗

̤

�
ষ

ɹฏ
໘
ਤ
ܗ

͍
Ζ
͍
Ζ
ͳ
֯
ͷ
࡞
ਤ

̖̙� ̗̘ である台形 ̖̗̘̙の 2つの対角線の
交点を ̤とするとき，次の三角形と面積の等しい
三角形をいいなさい。

　   △̖̗̘
　    △̖̙̗
　    △̖̗̤

1
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̦
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イΞ

［ P.178 ］

［ P.179 ］

OLD
前回は，「平行線と面
積」を，2年生で扱って
いました。

平行線の作図のし
かたから，「平行線
と面積」へֶश͕
ͭͳ͕るように変
わっています。

ੵมܗのѻい

作図ͷྲྀΕͷதで，
ൃలతに学श͢るྗを

つの三角形の面積が等しいことを表している。

̖ ̙

̘

̤

̘

�̖

［ P.179 ］

ྫ 2

खॱ

ߟ͑ ํ

右の図で，̻�Nのとき，次の 3つの距
離を比べなさい。

　　直線  ̻ 上の点 ̖と直線 N
　　直線  ̻ 上の点  ̗と直線 N
　　直線 N上の点 ̘と直線  ̻

右の図で ̻�Nのとき，三角形 ̖̗̘の頂点  ̖
を，直線  ̻上で矢印の方向に動かした点をそれ
ぞれ �̖， �̖�とします。このとき，三角形の形
が変わっても，変わらないものは何ですか。ま

た，その理由を説明しなさい。

ཁ
ॏ ฏߦઢと໘ੵ

ઢ分̗̘をڞ௨のఈลとする˚̖̗̘と
˚̖�̗̘に͓いて，
ɹɹ̖̖��̗̘ͳら，△̖̗̘�△̖�̗̘
Ͱ͋る。

ҙ △̖̗̘＝△ �̖̗̘は，2つの三角形の面積が等しいことを表している。

Ξ
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　平行な 2直線  ̻，N があるとき，一方の直線上の点と他方の直線との距離

はつねに等しくなる。この距離を，平行な2直線  ̻，N 間の距離という。

　三角形 ̖̗̘を記号 △ を使って △̖̗̘と表し，「三角形 ̖̗̘」と読む。

̻ ̖ ̗ ̛

̘̙̚N

̖ �̖ �̖�̻

N ̗ ̘

̖

̗

̙

̘

̤

右の図の四角形 ̖̗̘̙と面積の等しい三角
形を作図しなさい。

△̙̖̘で ̖̘を底辺と考え，面積を変えずに
頂点 ̙を動かす。3点  ̗，̘ ，̙ が一直線上に

並ぶとき，四角形 ̖̗̘̙は三角形となる。
対角線 ̖̘を引く。
点  ̙を通り ̖̘に平行な直線を作図し，
̗̘の延長との交点を ̙�とする。
点 ̖と点 ̙�を結ぶ。

1

2

3

ӈԼのԁͰ，ԁप上の ̖，̗を݁Μだઢ分 ̖ ̗が
͋Γます。 ̖，̗がॏͳるようにંΓ，ͦれを։
͖ます。ંΓはͲΜͳઢにͳͬているͰしΐう͔。

ݟ ɾํํ͑ߟ

実際に折って，ど
んな線になるか確
かめられるかな。

̖

̗

̙

̘
̖

̗ ̘

̙

̙ �

右の図のように，土地が折れ線 Ｐ̧̦を境界
線として，2つの部分　，　に分かれていま
す。それぞれの土地の面積を変えずに，点 Ｐ 
を通る直線で境界線を引き直しなさい。

イΞ

ԁとઢの࡞ਤ

QUESTION

ંΓは，ઢ分 ̖ ̗のରশの࣠に
ͳͬているの͔ͳ。

 �

 �

 �

例 2で，四角形 ̖̗̘̙�△̖̗̙�であるこ
とを説明しなさい。

 �

̗ ̘

̖ �̖

֯のೋ分ઢを見つけͨと͖も，ಉ͡よ
うにંͬて͔֬ΊͨͶ。

̖

̗

̤
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ষ

ɹฏ
໘
ਤ
ܗ

͍
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͍
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ͳ
֯
ͷ
࡞
ਤ

̖̙� ̗̘ である台形 ̖̗̘̙の 2つの対角線の
交点を ̤とするとき，次の三角形と面積の等しい
三角形をいいなさい。

　   △̖̗̘
　    △̖̙̗
　    △̖̗̤

1
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Ｐ

̦
̧

イΞ

�� の˃֯の作ਤ

　2点 ̖，̗を通る直線を ઢ ̖̗という。こ
れからは，直線といえば，両方向に限りなくの

びているまっすぐな線と考える。

　直線 ̖̗のうち，点 ̖から点 ̗までの部分を 
ઢ
せん


ぶん ̖̗という。

　また，点 ̖を端はしとして点 ̗の方向に限りなく
のびているまっすぐな線を はんちょくઢ ̖̗ という。

90°で交わる2本の直線がある図形について調べよう。ඪ

1

点 ̖を通る直線を引くとき，直線がただ 1本に
決まるには，ほかにどんな条件が必要ですか。

いΖいΖͳ֯の࡞ਤ

ݟ ɾํํ͑ߟ

図形を，90°で
交わる直線に着
目して考えられ
るかな。

͜れまͰにֶशしͨਤܗの中Ͱ，90 Ͱ˃ަΘる 2ຊのઢが͋るਤܗについて
ௐ，90 の˃֯を͔く͜とにར༻Ͱ͖る͔し߹ͬてΈましΐう。

　1つの点 ̖を通る直線は無数にあるが，2点を通る直線は，ただ 1本しか
ない。つまり，2点を通る直線は 1本に決まる。

直線 ̖ ̗

線分 ̖ ̗

半直線 ̖ ̗
̖ ̗

半直線 ̗̖
̖ ̗

̖ ̗

̖ ̗

̖

 �

QUESTION

ลが 90 Ͱ˃ަΘるਤܗには，
ͲΜͳものが͔͋ͬͨͳ。

2ຊのઢは，ର֯ઢͰもいいの͔ͳ。

ਨೋઢ

5

10

15

168

NEW

［ P.168 ］

平面図形では，課
題解決を軸に展開
し，ඞཁにԠ͡て
用ޠΛఏࣔ͢る展
開に変わっていま
す。

ਤ͔Βのಋೖ࡞

，ಈを௨しͯ׆
ࣗΒ考͑表͢ݱるྗを

164 5 章　平面図形

　 1ͭの点 ̖ を௨る線はແにあるが， 2点 ̖，̗  を௨る線は，ͨ
ͩ 1ຊしかない。ͭ·Γ，2点を௨る線は 1ຊにܾ·る。

5

10

15

の図で，点 ̖，̗，̘ をࠨ 3ͭの線分で結
Ϳと，ͲΜな図形がか͚·すか。

。形̖̗̘ʯとಡΉ֯ࡾてb̖̗̘ とॻき，ʮͬbを߸ه形 ̖̗̘ を֯ࡾ　

ӈのਤͰ， ̖ を௨るઢをԿຊ͔Ҿいて
Έましΐう。まͨ，2 ̖ ，̗ を௨るઢ
をҾいてΈましΐう。

20

ઢ

Ͱ͋るઢ֯ܗຊతͳਤج
4 4 4 4

についてௐよう。

 1

ઢと֯1

ฏ໘ਤܗの1ૅج ͖ ͦ

̗

̖

̖

̗

̘

直線 ̖̗

線分 ̖̗

半直線 ̖̗
̖ ̗

　 2点 ̖ ，̗  を௨る線を ઢ ̖̗ という。
こΕからは，線とい͑ば，྆ํにݶΓ

なくのͼている·ͬす͙な線と͑ߟる。

　線 ̖̗ のうͪ，点 ̖ から点 ̗ ·での
෦分を ઢ㆛㇓ㆶ㇓ ̖̗ という。
　·ͨ，点 ̖ をㆯ㆗として点 ̗ のํにݶΓ
なくのͼている·ͬす͙な線を ㆯ㇓ㆡ㇇ㆎઢ㆛㇓ ̖̗ 
という。

̖ ̗

̖ ̗

 ඪ

OLD

෦分をઢ ̖̗ ̖̗ 
　·ͨ，点 ̖ 
なくのͼている·ͬす͙な線を

という。前回は，用語
の提示が唐突
でした。

つながるαϙʔτ

NEW

� ίίが変Θる�
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σーλの2༺׆

　身のまわりの問題で，解決したい問題があるとき，その問題を解決し

ていく方法の 1つに，ＰＰ̙̖̘サイクルと呼ばれるものがある。このサ
イクルは，次の 5つの手順があり，それぞれの頭かしら文も字じをとっている。

身のまわりからデータを集め，分析しよう。ඪ

�
ষ

ɹσ
ồ
λ
ͷ
׆
༻

σ
ồ
λ
ͷ
׆
༻

5

10

15

20

25

11112

251

ௐͨ͜とを， Ϩϙー
τにまとΊましͨ。

ΈΜͳのԠのさを
Γͨいとߟえましͨ。

ԠのさをるͨΊ
に， ϧーϥーΩϟον
の࣮ݧをΫϥεͰߦう
͜とにしましͨ。

΄͔のΫϥεとൺる
ͨΊに， ώετάϥϜ
ંれઢに表し， 
ಛを見つけましͨ。

 1ੜશମとൺるͨ
Ίに，৽ͨͳൺํを
。えましͨߟ

ूΊͨσーλをのখ
さいॱにฒ͔え， 
分表に表しましͨ。

ϧーϥーΩϟονの
ྫͰは

生活の中，環
かん

境
きょう

や社会などにかかわる問題の中から，全

体的な傾向や特徴を調べたり比べたりしたいことがらを

見つける。テーマを決めるには，それに必要なデータを

集められるかも考えておく。

ௐてΈͨい͜とを見つけ，
「」と「༧」をߟえる。

Problem	


どのようなデータをどのように収集するかを決める。正

確なデータを集めるには，しっかりと調査計画を立て，

手順にしたがって実
じっ

施
し

していくことが重要になる。

σーλのௐࠪํ๏ϧーϧ
をܾΊて，ௐࠪܭըを立てる。

Plan	ܭը 


調査計画の手順にしたがいデータを収集し，データを集

計・加工してまとめる。どんな方法で整理したら全体の

傾向が読み取りやすく比べやすいかを考える。

σーλをूΊてཧする。Data	σーλ


データをまとめた表やグラフなどから，データについて

どんな特徴が読み取れるかを見つける。

まとΊͨσーλを分ੳする。Analysis	分ੳ


テーマ，調査方法，結果をまとめ，レポートなどで結論

を作成し，発表する。

分ੳの݁Ռ͔ら，݁ をग़す。Conclusion	݁


৽ͨͳを見つける。Problem	 


A

P
Ｐ̘ Ｐ

̙̖

ؔ࿈ P.268


たく

ਅ
ま

さΜは，ΈΜͳがͲのくらいՈͰษڧしている

͔をௐるͨΊに，自分の中ֶߍの1ੜશһに，ฏ
1にՈͰษڧするؒ࣌をฉ͖ましͨ。ͦの݁Ռ

ΈΜͳはͲのくら
いՈͰษڧしてい
るの͔ͳ。

ΈΜͳのษؒ࣌ڧの 
ΞϯέーτをとͬてΈ
ͨらͲう͔ͳ。

問
題
を
見
つ
け
よ
う

数
学
的
活
動

QUESTION

調
べ
て
み
よ
う

新
た
な
問
題
を

見
つ
け
よ
う

ま
と
め
よ
う

問
題
を
見
直
そ
う

ؒ࣌ڧのษٳ
はͲうͳの͔ͳ。

ฏとはͪがͬͨ݁
Ռにͳるとࢥうͳ。

中央値は，どの階級に入っているでしょうか。

最頻値を求めましょう。

拓真さんが平日 1日に家で勉強する時間は 65分です。1年生の中で長
いといえるでしょうか。その理由も説明しましょう。

1

2

3

表 17について，次の問いに答えなさい。2

はӈの表の௨ΓͰす。͜の

表͔ら，Ͳのようͳ͜とを

ௐれよいͰしΐう͔。

ݟ ɾํํ͑ߟ

どこに着目して考
えればいいかな。

右の表を完成させて，平均値を求め

ましょう。

1

いํに͔ͨよͬて
いるけͲ，ฏۉͰ
ൺていいの͔ͳ。

階級	分
 階級値	分
 度数	人
 	階級値

×	度数


0 ～ 30 15 2530 ～ 60 45 2160 ～ 90 75 1590 ～ 120 105 14120 ～ 150 135 8150 ～ 180 165 4180 ～ 210 195 1210 ～ 240 225 2
計 90

表 17　平日 1日に家で勉強する時間

以上 未満

階級	分
 度数	人

0 ～ 30 2530 ～ 60 2160 ～ 90 1590 ～ 120 14120 ～ 150 8150 ～ 180 4180 ～ 210 1210 ～ 240 2
計 90

表 16　平日1日に家で
　　　勉強する時間

以上 未満

5

10

252

ฏۉをٻΊれΘ͔る͔ͳ。

NEW

［ P.251-252 ］

相対度数の学習の中で，֬とΈͳ
してߟできる事象をスムーズに取
り入れています。

૬ରと֬

るྗをݟをൃలతにࣄ

11%"$サイΫルをもとに，データ
を分析する中で，൷తにߟでき
るようにしています。

デーλの׆用のѻい

ओ体తに׆ಈし，
൷తに考͢るྗを

ͭ
ͳ
͕
Δ
α
ϙ
ồ
τ

次の表 7は，̖組のルーラーキャッチのデータの累積度数と累積相対度数を求
めたものである。この表から，このデータの中央値が 22 ̲̼ 以上 25 ̲̼ 未満
の階級に入っていることがわかる。また，10 ̲̼ 以上 22 ̲̼ 未満の中に，全
体の 0.45，すなわち 45％の値がふくまれていることがわかる。

次の表 8は，1年生のルーラーキャッチのデータです。表を完成させて，下の
問いに答えなさい。累積相対度数は，小数第二位まで求めなさい。

　度数分布表において，最小の階級から各階級までの度数を加えたものをྦྷ
るい

ੵ
せき


ど


すう

 という。また，最小の階級から各階級までの相対度数を加えたものを 
ྦྷ
るい

ੵ
せき

૬
そう

ର
たい


ど


すう という。

　分布のようすを調べるために，累積度数や累積相対度数を用いることがあ

る。

 �

ྫ 1

ྦྷੵɾྦྷੵ૬ର

中央値は，どの階級

に入っていますか。

22 ̲̼ 未満の人数は，
全体の人数の何％で

すか。

1

2

階級	̲̼
 度数	人
 相対度数 累積度数	人
 累積
相対度数

　10 ～    13 6 0.0513 ～ 16 8 0.0616 ～ 19 26 0.2119 ～ 22 38 0.3022 ～ 25 18 0.1425 ～ 28 15 0.1228 ～ 31 9 0.0731 ～ 34 5 0.0434 ～ 37 1 0.01
計 126 1.00

表8 　1年生のルーラーキャッチのデータ

以上 未満

階級	̲̼
 度数	人
 相対度数 累積度数	人
 累積
相対度数

10 ～ 13 2 0.06 02 0.0613 ～ 16 3 0.10 05 0.1616 ～ 19 3 0.10 08 0.2619 ～ 22 6 0.19 14 0.4522 ～ 25 7 0.23 21 0.6825 ～ 28 5 0.16 26 0.8428 ～ 31 4 0.13 30 0.9731 ～ 34 1 0.03 31 1.0034 ～ 37 0 0.00 31 1.00
計 31 1.00

表 7 　̖組のルーラーキャッチのデータ

以上 未満

5

10

15

242

［ P.242 ］

［ P.243 ］

前ページの表 8について，累積
相対度数を度数折れ線に表すと，

右の図のようになります。

実際に，ペットボトルのキャップを 50回投げて，表向きが出た相対度数を調
べなさい。また，実験回数を 100回，150回，200回，…と増やしたとき，表
向きが出た相対度数がどのように変わるか調べなさい。相対度数は，小数第二

位まで求めなさい。

投げた回数 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500
表向きが出た
回数

表向きが出た
相対度数

表 10　ペットボトルのキャップを投げる実験

 �

ྫ 2

ҙ 累積相対度数を折れ線で表す
には，累積相対度数のヒストグ
ラムの各長方形の右上の頂点
を結ぶ。

�
ষ
ɹ
σ
ồ
λ
ͷ
׆
༻

σ
ồ
λ
ͷ


ͷ
ௐ

ํ

00.100.200.30

1.000.900.800.700.600.500.40

10 13 16 19 22 25 28 31
図 9　1年生のルーラーキャッチのデータ

34 37 	̲  ̼
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15

243

こと͕ΒのىこΓ͢͞

ӈのようͳϖοτϘτϧのΩϟοϓをげる࣮ݧを 100ճͨͬߦと͜Ζ，表 9
のようͳ݁ՌにͳΓましͨ。͜のϖοτϘτϧのΩϟοϓを20ճげると，表
。がԿճग़ると༧Ͱ͖るͰしΐう͔͖

QUESTION

 回数 相対度数

表向きが出た回数 25 0.25
裏向きが出た回数 69 0.69
横向きが出た回数 6 0.06

表 9　ペットボトルのキャップを投げる実験

表 裏 横

100ճげて25ճ表͖がग़͔ͨら， 4ճ
に1ճは表͖がग़ているといえるͶ。
20ճげͨと͖ も，ಉׂ͡߹Ͱ表
。がग़るといえるの͔ͳ͖

ݟ ɾํํ͑ߟ

実際に実験して
確かめることが
できるかな。

NEW

25



［ P.70-71 ］

標高と気温の変化
を視覚的に理解し，
ৗのࣄΛཧ
తにとΒ͑，さま
ざまな方法で表現
することにより，
数学的な問題を見
いだせるとびらに
変わっています。

のಋೖؔ࣍�

を数学తにͱΒ͑ࣄ
表͢ݱるྗを

［ P.70-71 ］

71

ඪߴとؾԹのؔを
ࣜͰ表ͤる͔ͳ。ࣜͰ表ͤる͔ͳ。

ඪߴがܾまれ，ؾ
Թもܾまるの͔ͳ。

表にすると༧ଌͰ
͖ͦうだͶ。

P.72

表やグラフをもとにし
て，頂上の気温を予測
できるのかな？

�の՝࣍

Chapter  3

3ষ

上はԿ�ʁ

70

�
　1 次関数　　　方程式と1 次関数　　　1 次関数の利用

1
前ページの図のように，標高によって気温がちがいます。頂上の気温は，

約何℃と予測できるか話し合ってみましょう。

άϥϑに表してߟ
えられͳい͔ͳ。

0 ̼
100 ̼

1000 ̼

3040ｍ（8合目）

2390ｍ（6合目）
2305ｍ（5合目）

3776ｍ（頂上）

11.2℃

10.7℃

19℃

24.4℃

25℃

6.8℃
       ℃？

�
ষ

ɹ�
࣍
ؔ


10

20

30気温 	 � 


̤ 1000 2000 3000 標高 	̼
500 1500 2500 3500 4000

標高 	̼
 0 100 1000 2305 2390 3040 3776
気温 	�
 25 24.4

［ P.108-109 ］

星形五角形のいろ
いろな角の大きさ
を測りとることに
より，֯のੑ࣭
௨Λੜె͕ࣗڞ
ΒൃݟͰ͖るとび
らにしています。

いΖいΖͳ֯のಋೖ

ओ体తにൃݟし
ղܾ͢るྗを

［ P.108-109 ］

　いろいろな角と多角形　　　図形の合同

109108

次の図形は，星形五角形と呼ばれています。いろいろな角の大きさを測っ

て，気づいたことを話し合ってみましょう。

શ෦ͰԿʁ
�
ষ
ɹ
ਤ
ܗ
ͷ
ੑ
࣭
ͷ
ௐ

ํ

　　で予想したことがいつ

でも正しいといえるかどう

か，どのように確かめれば

よいか話し合ってみましょ

う。

P.115

星形五角形には，三角
形や五角形があるけど，
それらを使って先端部
分の 5つの角の和が求
められないかな？

�の՝࣍

P.110

いろいろな角の大きさ
にはどんな関係がある
のかな？

の՝�େ͖さがしい֯が࣍
͋るͶ。

΄͔にもΘ͔る͜と
は͋る͔ͳ。

ষ

Chapter  4

左や下の 2 つの星形五角形
の先

せん

端
たん

部分の 5 つの角の和
を求めましょう。また，そ

の結果から，どんなことが

予想できるでしょうか。

4

2

1

2

3

つながるαϙʔτ

� ίίが変Θる�

NEW
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［ P.155 ］［ P.155 ］

5

10

15

20

֯ܗ֯ࡾの߹ಉ2

b̖̗̘ と b̙̚  ̛Ͱ，
 _̘ �_̛�90�
  ̖̗� ̙̚
 _̗ �_̚
ͳら，b̖̗̘ cb̛̙̚ といえるͰしΐう
͔。まͨ，ͦのཧ༝をઆ໌してΈましΐう。

 1ลと 2つの֯がしいͶ。

ʨ

　直角三角形の直角に対する辺を ࣼしゃลへん という。
　 からわかるように，2つの直角三角形は，
「斜辺と 1つの鋭えい角かく」がそれぞれ等しければ合同
である。

　次に，2つの直角三角形で，「斜辺と他の 1辺」
がそれぞれ等しい場合を考えてみよう。

　△̖̗̘ と△̛̙̚ で，
 _̘�_̛�90°
  ̖ ̗�̙̚
  ̖ ̘ �̛̙
とする。このとき，△̖̗̘ と△̛̙̚ が
合同であることを証明すればよい。

斜辺

斜辺

ʨ

̖

̗ ̘

̙

̚ ̛

QUESTION

ݟ ɾํํ͑ߟ

根拠を明らかに
して，説明でき
るかな。

̗

̖

̘

̙

̚ ̛

二等辺三角形の性質を使って，直角三角形が合同になる
条件を調べよう。

ඪ

155

߹ಉ݅をͦのままえͳい͔ら，
Ͳうすれいいの͔ͳ。

�
ষ

ɹࡾ
֯
ܗ
ɾ
࢛
֯
ܗ

ࡾ
֯
ܗ

NEW

直角三角形の合同の学習の中で，
斜辺について取り上げることによ
り，͙͢に׆用でき生徒への定着
を図っています。

ࣼลのѻい

し͔ͯ֬な学ྗを༺׆

4
章
─
図
形
の
性
質
の
調
べ
方

1131　平行線と多角形

　 0�よΓେきく 90�よΓখさ
い֯を Ӷㆆㆂ֯ㆉㆎ，90�よΓେきく
180�よΓখさい֯を ಷㆩ㇓֯ㆉㆎ と

いう。

　֯֯ࡾ形の֯にରす

るลを ࣼ㆗㇃ลㆸ㇓ という。
斜辺

斜辺

鋭角三角形 直角三角形 鈍角三角形

鋭角

鋭角 鋭角 直角 鈍角

̖

̗̘

̖ ̖

̗ ̗ ̘ ̘

鋭角
鈍角

形は，֯のେきさによͬて，次の֯ࡾ　 3ͭに分ྨできる。 
Ӷ֯֯ࡾ形 ʜ 3ͭの֯がӶ֯である֯ࡾ形 
֯֯ࡾ形 ʜ 1ͭの֯が֯である֯ࡾ形 
ಷ֯֯ࡾ形 ʜ 1ͭの֯がಷ֯である֯ࡾ形 3

2

1

B
DC

。形の֎֯のは，ԿになΓ·すか֯ࡾ

·ͨ，ͦの理༝を֯ࡾ形の֯の性質をͬ

てઆ明しなさい。 
 5

ҙ 外角の和とは，各頂点における外角を 1つずつとった和のことである。
　 5でௐͨことからわかるように，֯ࡾ形の֎֯のは，360�である。 5

10

にも，ಉ͡よܗҎ֎のଟ֯ܗ֯ࡾ
うͳੑ࣭が͋るの͔ͳʁ

の֯のੑ࣭についてֶܗ֯ࡾ
ΜだͶ。 

15

G

E

F

P.114

OLD

前回は，三角
形の分類に関
連して，「斜
辺」を扱って
いました。

証明では，݁Λಋͨ͘ΊにԿ͕い͑ΕΑ
い͔を明確にし，逆思考を使って，苦手意識の

ূ໌の͢͢Ίํ

ಓ立ͯͯ，ཧతに考͑るྗをے

128 4 章　図形の性質の調べ方

ূ໌の͢͢Ίํ

仮定と結論を区別し，図形の性質を証明する手順を整理してみよう。

1ɹਤをਖ਼しく͔͖，ඞཁͳจࣈҹをهೖする。 
2ɹԾఆと݁をは͖ͬΓ分ける。 
3ɹࠜڌを໌ら͔にしͳがら，Ծఆ͔ら݁をಋく。

　図形の性質を証明するときは，次の手順で行う。 

15

5

10

20

右下の図のように，線分 ̖̗と線分 ̘̙が点̢で交わるとき，
̖̘�̙̗，̢̖�̢̗ならば，̢̘�̢̙であることを証明しなさい。

ߟ ํ͑ 仮定は，̖̘�̙̗，̢̖�̢̗
結論は，̢̘�̢̙ 
である。 
仮定から結論を導くには，△̢̖̘ と
△̢̗̙ の合同を示せばよい。

໌ূ
  ‘ＡＭＣと  ‘ＢＭＤ において，

仮定から， ＡＭ = ＢＭ ①

平行線の錯角は等しいから，

ＡＣ#ＤＢより，

 �ＣＡＭ = �ＤＢＭ ②

対頂角は等しいから，

 �ＡＭＣ = �ＢＭＤ ③

①，②，③より，1組の辺とその

両端の角がそれぞれ等しいから，

 ‘ＡＭＣ |  ‘ＢＭＤ

合同な図形の対応する辺は等しい

から，

 ＣＭ = ＤＭ

ྫ 2

̖

̗

̘

̙

̢

ฏߦઢ
のੑ࣭

ର֯の
ੑ࣭

߹ಉͳਤܗ
のੑ࣭

のܗ֯ࡾ
߹ಉ݅

݁

Ծఆ

ূ໌のےಓ

とͳるڌࠜ
͜とがら

25

OLD高い証明を無理なく取り組
めるように変わっています。

ͭ
ͳ
͕
Δ
α
ϙ
ồ
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ɹਤをਖ਼しく͔͖，ඞཁͳจࣈҹをهೖする。

　図形の性質を証明するときは，次の手順で行う。

132

ઢ分 ̖̗ とઢ分 ̘̙が ̢ͰަΘると͖，
̖̘� ̙̗，  ̢̖� ̢̗ͳら，   ̢̘�̢̙
Ͱ͋る͜とをͲのようにূ໌すれよい͔ߟ

えてΈましΐう。

ݟ ɾํํ͑ߟ

根拠を明らかに
して，説明でき
るかな。
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Ͳの߹ಉ݅がえるの͔ͳ。

 2つのܗ֯ࡾが߹ಉͰ͋る͜と
がࣔͤれ，ରԠするล֯が
しいといえるͶ。

　証明をするときに，どんな手順で考えればよいか整理してみよう。

Ծఆと݁を۠ผして，ਤにඞཁͳҹをهೖする。 

݁をいうͨΊにԿがいえれよい͔ߟえる。 

 。すهを໌ら͔にしͳがら，ূ໌を書͖ڌࠜ

1

2

3

　　　の問題で，仮定は̖̘�̙̗，̢̖�̢̗，結論
は̢̘�̢̙である。このとき，たとえば仮定は青
い印，結論は赤い印で示すなど，区別がつくように

しておくとわかりやすくなる。

　̢̘�̢̙であることをいうためには，̢̘と̢̙
が対応する辺になるような合同な図形を見つければ

よい。

　したがって，△̢̖̘と△̢̗̙が合同であるか
どうかを確かめればよい。

̗

̖ ̘

̙
̢

̗

̖ ̘

̙
̢

ূ໌の͢͢Ίํ
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は

のͦれͧれの場ॴにࢢ

ついて，80 ؒの֤の߱ਫྔをௐて，ҬによͬてͲのくらい߱ਫྔがͪが
うの͔ௐましͨ。࣍の分表͔ら，߱ਫྔがもͬともଟい場ॴもͬとも

গͳい場ॴがͲ͔͜し߹ͬてΈましΐう。

Ӎがଟいのはʁɹগͳいのはʁ

　データの分布
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前ページの表をもとに，度数折れ線で表すと，次のようになりました。

このグラフから，どんなことがわかるでしょうか。

Ͳのように表すと
Θ͔Γすい͔ͳ。

ฏۉをٻΊてൺ
れいいの͔ͳ。

降水量について調べると，次のような図を見つけました。この図がど

のように表されているかについて，話し合ってみましょう。

図 2　年間降水量

那覇

屋久島

神戸

東京

新潟

札幌

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000 4500 5000 5500 6000 6500 	̼̼


P.200

四角形や線分の部分に
は，どんな意味がある
のかな？

�の՝࣍

は͡Ίて見るਤだͶ。
͜れもάϥϑͳの͔ͳ。

階級	̼̼
 度数	年

札幌 新潟 東京 神戸 屋久島 那覇

　　     　　   0 ～ 500 0 0 0 0 0 0500 ～ 1000 15 0 1 8 0 11000 ～ 1500 63 8 33 51 0 71500 ～ 2000 2 55 43 21 0 292000 ～ 2500 0 17 3 0 2 262500 ～ 3000 0 0 0 0 2 133000 ～ 3500 0 0 0 0 14 43500 ～ 4000 0 0 0 0 14 04000 ～ 4500 0 0 0 0 18 04500 ～ 5000 0 0 0 0 20 05000 ～ 5500 0 0 0 0 6 05500 ～ 6000 0 0 0 0 2 06000 ～ 6500 0 0 0 0 2 0  計 80 80 80 80 80 80

表1　年間降水量

以上 未満
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70	年


	̼̼

図 1　年間降水量

新潟

東京

札幌

神戸

那覇

屋久島

ٱౡがଟͦうだとい
う͜とはΘ͔るͶ。 ͨくさΜฒて表

すと，গしΘ͔Γ
にくいͶ。

既習内容である度数
分布表や度数折れ線
について復習すると
ともに，同じデータ
を箱ひげ図で提示し，
箱ひげ図ではͲのΑ
͏ͳこと͕ಡΈऔΕ
る͔予想させるとび
らになっています。

ശͻ͛ਤの
ಋೖ

൷తに
考͢るྗを

NEW
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［ P.152 ］［ P.152 ］

池をはさむ 2地点 ̖，̗  間の距離を求めるため
に，2地点を見み渡わたせる̘ 地点を決め， ̘，  ̖間，
̘，̗ 間の距離と_̘ の大きさを測定したとこ
ろ，右の図のようになりました。̖，̗ 間の距
離を求めなさい。

20 ̼ 15 ̼60�

̖ ̗

̘

ฝの࿑の bA'C'B' の߁ࠃにޕߚߞߥ

ㄝ A'B' の㐳ߐを᷹ると， ⚂ 3.6 cm
，ߡߞがߚߒ

　　3.6*500=1800(cm) 　　 答　⚂ 18 m

A' B'

C'

4 cm 3 cm
60!

 1W50[0X❗ዤを　　   とߡߒ， bACBの❗࿑をかߊと，

ྫ 2

ղ

縮尺を決めて縮図をかき，その縮図上の長さを測り，縮尺をもとに実際の長さを

求める。

ํ͑ߟ

校舎の高さを測定するために，校舎に向かう水

平な直線上で 20 ̼ 離はなれた地点から校舎の頂上
を見上げたところ，その角度は 40�でした。目
の高さを 1.5 ̼ として縮図をかき，校舎の高さ
を求めなさい。

 �

Tea Breakの͞ߴΛੵݟる
ㆡ

ܙ
ㆆ

　江
え

戸
ど

時代の数学書『塵
じん

劫
こう

記
き

』には，木

の高さを見積もる方法が書かれていま

す。

　右の図は，木こりたちが使っていた

方法で，またの間から木の先端を見る

という方法です。_̘̙̚ のように腰こしを直角に曲げ，またの間から木の先端が見える
位置まで移動します。このとき，上半身と下半身はほぼ同じ長さとなり，b̘̙̚ と
b̖̗̘ は直角二等辺三角形になるので，̗̘ の長さが木の高さになります。

̖

̗ ̚ ̘
̙
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Chapter 4

100 101

ষ4
εΩージϟϯϓは，ジϟϯύーがελーτ͔ら

ࣼ
しゃ

໘
めん

を
すべ

Γ߱Γるいをར༻して，౿
ふ

ΈΓ͔ら

ඈͼग़し，ඒしくԕくඈͿεϙーπͰす。

はʁのؔڑとؒ࣌

ൺྫൺྫの
άϥϑはͲΜͳܗだͬͨ

͔ͳ。

下の図は，ジャンパーが斜面

を滑り降りたとき，スタート

してから1 秒ごとの位置を示
したものとします。次の問い

を考えてみましょう。

1

 Z はY に比例する，または，Z はY に
反比例するといえるでしょうか。その

理由も説明しましょう。

2

滑り始めてからY 秒間に滑り降りた
距
きょ

離
り

をZ ̼として，Y とZ の関係を表
すと，次の表のようになりました。対

応するY，Z の値の組を座標とする点
を，右の図にかき入れてみましょう。

また，グラフはどんな形になるでしょ

うか。

1

  Y	秒
 0 1 2 3 4
  Z 	̼
 0 6 24 54 96

　関数 Z�BY2　　　いろいろな関数

P.117

時間の経過とともに速
さはどのように変化し
ているのかな？

�の՝࣍

P.102

ジャンパーが斜面を滑
り始めてからの時間と
距離の間にはどんな関
係があるのかな？

�の՝࣍

Y	秒
̤ 1 2 3 4

20
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100 Z	̼
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100 101

ষ4
εΩージϟϯϓは，ジϟϯύーがελーτ͔ら

ࣼ
しゃ

໘
めん

を
すべ

Γ߱Γるいをར༻して，౿
ふ

ΈΓ͔ら

ඈͼग़し，ඒしくԕくඈͿεϙーπͰす。

はʁのؔڑとؒ࣌

ൺྫൺྫの
άϥϑはͲΜͳܗだͬͨ

͔ͳ。

下の図は，ジャンパーが斜面

を滑り降りたとき，スタート

してから1 秒ごとの位置を示
したものとします。次の問い

を考えてみましょう。

1

 Z はY に比例する，または，Z はY に
反比例するといえるでしょうか。その

理由も説明しましょう。

2

滑り始めてからY 秒間に滑り降りた
距
きょ

離
り

をZ ̼として，Y とZ の関係を表
すと，次の表のようになりました。対

応するY，Z の値の組を座標とする点
を，右の図にかき入れてみましょう。

また，グラフはどんな形になるでしょ

うか。

1

  Y	秒
 0 1 2 3 4
  Z 	̼
 0 6 24 54 96

　関数 Z�BY2　　　いろいろな関数

P.117

時間の経過とともに速
さはどのように変化し
ているのかな？

�の՝࣍

P.102

ジャンパーが斜面を滑
り始めてからの時間と
距離の間にはどんな関
係があるのかな？

�の՝࣍

ているのかな？
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［ P.47 ］［ P.47 ］

47

Tea BreakCɹのͭいͨのۙࣅの֮͑ํ

$2 �1 . 4 1 4 2 1 3 5 6…	一夜一夜に人見ごろ 

$3%�1 . 7 3 2 0 5 0 8…	人なみにおごれや 

$5%�2 . 2 3 6 0 6 7 9…	富ふ士じ山さん麓ろくオウム鳴く 


ひと よ ひと よ に ひと み ご ろ

ひと な み に お ご れ や

ふ じ さんろくおう む な く

　前ページのようにして計算していくと，前ページの のYの値は，
　　1.414213562373095048801688724209…
となり，限りなく続く小数となる。

　「2乗すると 2になる正の数」を記号 $　を使って$2%と表す。この記号
$   を ࠜこん߸ごう といい，$2%を「ルート2」と読む。
　面積が 2 ̲̼2の正方形の 1辺の長さは，$2% ̲̼ と表すことができる。

　長さや重さなどを測定したとき，真の値と多少のちがいがあっても，それ

に近い値が得られる。このように，真の値に近い値を ۙきんࣅじち  という。
　たとえば，円周率として使われる 3.14は，円周率 !の近似値である。ま
た，小学校で学んだ概

がいすう

数も，近似値である。

　$5%の近似値は，電でん卓たくの C キーを使って求める

こともできる。 5 C  の順に押おせば，右のように
表示される。

　また，近似値として小数第三位までの値が必要

なときは，小数第四位を四捨五入すればよい。

 �

 �

�
ষ

ɹฏ
ํ
ࠜ

ฏ
ํ
ࠜ

ࣅۙ

前ページの方法で，$5%の近似値を小数第二位まで求めなさい。

電卓の C キーを使って，次の数の近似値を小数第三位まで求めなさい。

　　$3%　　　　　　　　$7%　　　　　　　　$10%　　　　　　　$30%1 2 3 4

5
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15

20

平方根の導入において，$2は限りなく続く小
数であることを例示し，自然な流れでʮۙࣅʯ
Λशಘ͢るల։になっています。

のѻいࣅۙ

学शͷྲྀΕͷதで，
ࣝɾٕをशಘ͢るྗを

相似な図形の題材の中で，実際に定
規で測ったものに対して発生した誤

のѻいࣈɼ༗ޮࠩޡ

数学తࣄをൃలతにݟるྗを

差から，「誤差，有効数
字」を学習する展開に
変わっています。自然
にਂいֶͼ͕Ͱ͖る流
れになっています。

C'

ݟ ɾํํ͑ߟ

測定して得られ
た値が正しいと
みなしていいか
な。

前ϖージのྫ 2Ͱ，ล �̖̗�をଌると 3.6 ̲̼ Ͱ
しͨ。͜のと͖，͜のえはਖ਼֬ͳといえる͔

し߹ͬてΈましΐう。

ਅのとはͲのくらいͪがうの͔ͳ。

ล  ̖ �̗�のさは，3.61 ̲̼3.62 ̲̼
͔もしれͳいͶ。

　前ページの例 2で，辺 �̖̗�の長さ 3.6 ̲̼は近似値であるが，目盛りを読
み取って得られた数字なので，3と 6は信しん頼らいできる数字である。このような
信頼できる数字を ༗ゆうޮこうすうࣈじ  という。

次の 1  ， 2 は，四捨五入によって得られた近似値です。真の値をそれぞれ 
B ̼ として，Bの範囲を不等号を使って表しなさい。また，誤差の絶対値はそ
れぞれ何 ̼ 以下となりますか。

前ページの例 2の答えを約 18 ̼としてもよい理由を説明しなさい。

　計器を使った量の測定では，真の値はわからない

ことがふつうであるため，測定値を近
きん

似
じ

値
ち

で表す。

　近似値から真の値をひいた差を ޡごࠩさ  という。
　　	誤差 
�	近似値 
�	真の値 


とすると，Bの範囲は，
　　3.55B�3.65
となる。このとき，誤差の絶対値は

 0.05 ̲̼ 以下となる。

ふ
り
か
え
り

真の値に近い値
を近似値という。
P.47

　計器を使った量の測定では，真の値はわからなくても真の値がどの範
はん

囲
い

に

あるのかを知ることはできる。たとえば，測定値 3.6 ̲̼は，小数第二位を四
捨五入して得られた近似値と考えられる。したがって，その真の値をB ̲̼ 

3.73.653.553.5
0.05Bの範囲0.05

　　25.6ｍ　　　　　　　　　　　　　　1.83ｍ1 2
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［ P.153 ］

つながるαϙʔτ

［ P.100-101 ］

この教科書を使用す
る2022 年に開催さ
れる冬季オリンピッ
クの競技，スキージ
ャンプの題材で導入
することにより，
ۙͳࣄΛֶԽし
て扱えるように変わ
っています。

ؔZ�BY2
のಋೖ

を数学తにࣄ
ͱΒ͑表͢ݱるྗを

� ίίが変Θる�
NEW

NEW

NEW
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「放物線と直線が交わる
グラフ」の問いは，ߍߴ
ೖࢼͰのग़͕ଟいため，
本文で丁寧に取り扱うよ
うに変わっています。

์ઢとઢのάϥϑのѻい

ৗͷࣄͷ考に，数学をੜ͔͢ྗを

［ P.120 ］

［ P.123 ］［ P.123 ］

123

Tea BreakϦϨーのバτンύε

　リレーのタイムを短縮するために

は，効率のよいバトンの受け渡
わた

しを

することが重要です。つまり，「前の

走者がどの地点に来たとき，次の走

者はスタートをすればよいか」が焦
しょう

点
てん

となります。バトンの受け渡しを

する2人の走力や加速のようすをあ
らかじめ調べておけば，関数のグラ

フを利用して，適切なスタートのタ

イミングを求めることができます。

　いま，前の走者 ̖ は一定の速さで
走り，次の走者 ̗ はスタートして加
速しながら走るものとします。̗ が
スタートしてからY秒後のスター
ト地点からの距離をZ ̼ とし，̖  と 
 ̗  の走るようすが，それぞれ右のよ
うなグラフになるとき，次のことが

読み取れます。

Z	̼


̤ Y	秒

Z�4Y�2

Z�2Y2
̗ ̖

1
2

�2

 ̗  がスタートしたとき，̖ がスター
ト地点の 3 ̼ 手前を走っていたと
すると，バトンの受け渡しはできる

でしょうか。

には，もͬとޮࡍ࣮
よくότϯύεをする
ͨΊに݅をՃえてい
くඞཁが͋るͶ。

5
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25

 ̗  がスタートしたとき，̖  はスタート
地点の 2 ̼ 手前を走っている。
  ̗  はスタートしてから1秒後に， 2 ̼
進んだ地点で ̖ からバトンを受け
取っている。

1

2
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ؔ
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［ P.140 ］［ P.140 ］

૬ࣅͳਤܗ

૬ࣅͳਤ1ܗ

適当な点を決めてかいた拡大図と縮図の関係について調べよう。ඪ

　 のように図形をかくと，b̖̗̘ とb̖�̗�̘ �は拡大図と縮図の関係に
なっている。このように拡大図，縮図の関係になっている 2つの図形は ૬そうࣅじ  
であるという。

　相似なb̖̗̘ とb̖�̗�̘� で，点 ̖ と点  ̖�などを対応する点，辺 ̖̗ 
と辺 �̖̗�などを対応する辺，_̖ と_̖�などを対応する角という。

૬ࣅのҐஔ

ݟ ɾํํ͑ߟ

どこに着目すれ
ばいいかな。

�̖

̗
̘

̤
̖

̘�

̗�

� �̖̤，のਤのように，b̖̗̘が͋ると͖，దͳ ̤ をܾΊ࣍ 2̤̖ とͳ
るように ̖�をとΓ，ಉ͡ํ๏Ͱ， ̗�，  ̘ �をとͬて，  b̖�̗�̘ �を͔
͖ましͨ。b̖�̗�̘ �は b̖̗̘のԿഒの֦େਤにͳͬているͰしΐう͔。

QUESTION

うと，ลのさがԿഒにのϚεを؟ํ
ͳͬている͔Θ͔るͶ。

֯のେ͖さはͲうͳͬている͔ͳ。
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［ 令和 2年度用教科書　小学校算数6年 ］［ 令和 2年度用教科書　小学校算数6年 ］

A

B C

D

1つの点を中心にしたかき方

　右の三角形ABCを3倍に拡大した三角形DBEを

かきましょう。

4

①　辺BAをのばして，点Aに対応する点Dをかきましょう。　

　　また，辺BCをのばして，

　点Cに対応する点Eをかきましょう。

②　かいた三角形DBEがもとの三角形ABCの3倍の拡大図に

　なっていることを確かめましょう。

　上のように，1つの頂点とほかの頂点を結ぶ直線を利用して，拡大図や

縮図をかくことができます。このもとにする点を中
ちゅう

心
し ん

といいます。

　上のように，1つの頂点とほかの頂点を結ぶ直線を利用して，拡大図や

A

CB

CB

A

考えたいな

　 の①の図に，点Bを中心にして，

三角形ABCの　 の縮図をかきましょう。

  点Bを中心にして，右の四角形ABCDの

2倍の拡大図，　の縮図をかきましょう。

確かめたいな

やってみたいな

1
2

1
2

153

小学校算数では，1つの頂点を中
心として拡大図や縮図をかく学習
をしていることから，相似の位置
の活動を通して，ֶతͳํݟɾ
を働かせることができるよํ͑ߟ
うに変わっています。

૬ࣅのҐஔ͔Βのಋೖ

，ಈを௨しͯ׆
ൃలతに考͢るྗを

放物線と直線が交わるグ
ラフの学習から，短距離
走のスタートダッシュ，
リレーのバトンパスの題
材へとつなげることで，
ཧղΛਂΊることができ
る流れになっています。

OLD
前回は，章末問題や
巻末問題で扱ってい
ました。

ͭ
ͳ
͕
Δ
α
ϙ
ồ
τ

［ P.120 ］

120

5

10

15

20

前ページの例 1について，重なってできる部分の面積が，台形  ̖̗̘̙ の
面積の半分になるときのYの値を求めなさい。

 �

ྫ 2 右の図のように，関数 Z�BY2と関数
Z＝CY�Dのグラフが点Ｐ，̦　で交わっていま
す。点Ｐ　の座標が（�3，9），点̦　のY座標が
 2のとき，B，C，Dの値を求めなさい。

ղ
点 P （-3， 9）は関数 y=ax2 のグラフ上の点だから，

x=-3， y=9 を y=ax2 に代入すると，

　  9=a × (-3)2

　  a=1
点 Q の x 座標は 2 だから， x=2 を y=x2 に代入すると，

　  y=22

　     =4
y=bx+c が 2 点 P （-3， 9）， Q （2， 4）を通るから，

  　   =-1
y=-x+c にx=-3， y=9 を代入すると，

　  9=-(-3)+c
　  c=6

b=W　4XーX[9  X 　　2-（ー3）

答　a=1， b=-1， c=6

Y
Z

̤�4 2

Ｐ

̦

Z��819Y2    2

2点 Ｐ，̦  の座標を求めなさい。
2点 Ｐ，̦  を通る直線の式を求めなさい。
座標軸の 1目盛りを 1 ̲̼ として，b̤Ｐ  ̦ 
の面積を求めなさい。

1

2

3

 � 右の図のように，関数 　　　　　  のグラフ上に
 2点 Ｐ，̦  があります。Ｐ，̦  のY座標が，それぞ
れ�4，2であるとき，次の問いに答えなさい。

Z��819Y2 2

前ページの例 1について，グラフを前ページの図に表しなさい。 �

Z

Y̤
Z�CY�D

�3 2

9Ｐ

̦

25

Z�BY2

NEW

NEW
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つながるαϙʔτ

ಇ͖ํվֵαϙʔτ

学ߍ図ॻͷϗʔϜϖʔδ

23ίʔυ

तۀの前ޙՈఉֶश༻にするςετをαϙーτʂ

ੜెのཧղをਂΊるσジλϧίϯςϯπͰतۀをαϙーτʂ

11000

『先生のための資料』にプリントするだけのテストを掲載しています。

� ͰͰ͖るখςετ
教科書の各節の復習ができる問題をまとめています。

� ͰͰ͖るখςετʵࣜのࢉܭɾํఔࣜ
中学校 3年間の式の計算と方程式の復習ができる問題をまとめています。

ධՁʵ͔֬ΊΑ͏ݾࣗ
教科書の各章の基礎・基本が確認できる問題をまとめています。

教科書の紙面には，QRコードを掲載していま
す。タブレットやスマートフォン等で読み込む
と授業に役立つ動画やソフトを見ることができ
ます。

23ίーυの使いํ

これは QRコードです。スマートフォンやタブレットなどの QRコード読み取りアプリを立ち上
げて，カメラでこのコードを読みこむと，インターネット上のコンテンツにつながります。

これは整理番号です。スマートフォンやタブレットがない場合は，まずインターネットに接続し
たパソコンのインターネットブラウザから，http://qr.gakuto.co.jp/sugaku に接続します。その
ウェブページにある検索ボックスに整理番号を入れると，QRコードコンテンツが表示されます。

ϗーϜϖーδ
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これらの内容は予告なく変更になる場合があります。

情報配信サービス「センセイエー
ル」にメールアドレスをご登録し
ていただくと，板書例や指導案な
どが届きます。

ಋॻࢦ༺ࢣڭ ʑのतۀ教ڀݚࡐをαϙーτʂ

この教科書は，これからの日本を
担う皆さんへの期待をこめ，
税金によって無償で支給されています。
大切に使いましょう。

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように，ユニバー
サルデザインの視点を取り入れ，
色使いやレイアウトなどに配慮
して編集しました。

ユニバーサルデザイン

環境に配慮した紙と植物油イン
キを使用しています。

この教科書に使用している
紙とインキ

Mathematics
Junior High School

中
学
校数
学

1

中
学
校

M
athem

atics

数
学

Class

Name

教ࢦ༺ࢣಋ書
�ʦ�࣮ફฤ�ʧ

1

ISBN000-0-0000-0000-0  C0000  ¥00000E

0000000000000

0000000000000

ダミー

ダミー

［ 教師用指導書　実践編 ］

࣮ફฤ
教科書の編集意図や指導上の留意点，教科書の問題の解答などを
掲載しています。
教科書のページ構成と同じ構成になっており，見た目も教科書と
大差ない仕様にしています。

ղઆฤ
指導計画案や評価規準例等，授業に役立つ内容で構成しています。


.ྉฤʢ$%�30ࢿ
さまざまな場面に活用する力を養う題材や，教科横断的な題材，授
業前のレディネス，授業後の評価に使用するデータをまとめてい
ます。これらは，プリントするだけで使用することができます。

ηϯηΠΤʔϧ ൘書ྫͰतۀをαϙーτʂ

ͭ
ͳ
͕
Δ
α
ϙ
ồ
τ

「センセイ
エール」の説明は
こちら。
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書ମの੍࡞
使用している書体は，ݟ͢いจࣈのଠ͞バ
ϥンεΛҙࣝしたものを使用しています。この
書体は，和文と英数字の並びや見え方を検証し
ながら制作したものです。

ΠϯΫϧʔγϒڭҭ

130

わかっていることは， ̖̗�̙̗，̖̘�̙̘
説明しようとすることは，△̖̗̘c△̙̗̘

ਤܗのੑ࣭の͔֬Ί  ํ3

うまくਓにえるには，Ͳうͬてཧす
れいいの͔ͳ。

。えઆ໌Ͱ͖るͶの߹ಉ݅をܗ֯ࡾ

ݟ ɾํํ͑ߟ

根拠を明らかに
して，説明でき
るかな。

̖

̗ ̘

̙

あることがらが成り立つことを説明しよう。ඪ

 � 前ページの問 2 2 ， 3 について，仮定と結論をいいなさい。

　あることが らが成り立つことを説明するには，「わかっていること」と「説
明しようとすること」を，はっきりと区別することが必要である。

　たとえば， では， 

　したがって， で説明しようとすることが らは，次のように書くことが
できる。

　△̖̗̘と△̙̗̘において，
　「̖̗�̙̗，̖̘�̙̘ ならば，△̖̗̘c△̙̗̘」

Ⅰ

Ⅱ

　このとき，   　　　の部分を Ծかఆてい，   　　　の部分を ݁けつろん という。

　数学では，説明しようとすることがらを，

「ならば」を用いた文章で表すことが多い。 
仮定

ならば，

結論

前ϖージの 2 1 のについて，Ͳうして 2つ
のܗ֯ࡾが߹ಉにͳる͔，આ໌してΈましΐう。

5

10

15

Ծఆと݁

QUESTION

ଟ߲ࣜと୯߲ࣜのআ๏  

QUESTION

୯߲ࣜとଟ߲ࣜの๏আ๏も，͜れまͰのจࣈ

ࣜとಉ͡ように分๏ଇをͬてࢉܭͰ͖ます。

ͲΜͳこと͕Θ͔͔ͬͨͳ

ྫ 2

 �

ଟ
߲
ࣜ
ͷ
ܭ
ࢉ

�
ষ
ɹ
ࣜ
ͷ
ܭ
ࢉ

15

୯߲ࣜͰΘるআ๏も，ͰΘるআ
๏とಉ͡ようにࢉܭͰ͖るの͔ͳ。

ݟ ɾํํ͑ߟ

これまでの文字式の計算と
同じように考えられるかな。

	B2�6B
 ̼ 2

̼

B ̼

　	YZ�4Z2
�819Z 2

�YZ�829�4Z2�829 Z Z
�	YZ�4Z2
�829 Z

�2Y�8Z

　	B2�6B
�B

�8B̎9�86B9      B         B
�

�B�6

:B2�6B; B

　多項式を単項式でわる除法は，式を分数の形で表して計算するか，乗法に

直して計算すればよい。

ҙ 文字 Bでわる場合，B　0でなければならない。
次の計算をしなさい。
1

3

	10Y2�7Y
�Y
	4Y2�6YZ
�829Y 3

2

4

	8B2C�2BC2
�2BC
	�2BC�B
�ʢ�8B9ʣ 4

1

2

だ͔ら，819Z�8Z9 2 2
のٯは だͶ。819Z 2 829 Z

 てͬΈΑ͏

計算力を高めよう1-1
P.24

　　�　　�B�68B29 B 86B9 B
1

11
B

:YZ�2;�:4Z2�2;�2Y�8Z Z Z
Z

11
1

多項式どうしの乗法も，
分配法則を使って計算で
きるのかな？

�の՝࣍

P.16

ॎ B ̼，໘ੵ 	B2�6B
 ̼2のํܗのが͋
Γます。͜ ののԣのさはԿ ̼ Ͱしΐう͔。

5

10

15

ϢχόʔαϧσβΠϯ
ಛผࢧԉ教ҭઐՈのࢦಋのもと，৭֮ಛੑσβイϯにྀし，
さま͟まͳࢠͲもにཧղͰ る͖ようにしています。

［ 2年 P.130 ］

［ 3年 P.15 ］

開発中のものを掲載しているため，製品版と異なる場合があります。

ಛผࢧԉのサϙーτ
問題ごとの拡大や総ルビ，音声読み
上げなどさまざまなツールは，多様
な子どもたちへの指導に有効です。

Պॻʰσδ."5)ʱڭಋऀ༻σδλϧࢦ
教科書をͦのままిࠇࢠ൘にఏࣔする͜とͰ，ࢠͲもͨͪのإが͋がΓ，͜れまͰҎ上にڵຯɾؔ৺を
ԉする͜とがͰࢧಈを׆すとともに，ֶश͜ىͼݺ ま͖す。

Ծఆと݁のผ
仮定は青色，結論は赤色の下線を引いていますが，仮定は
一重線，結論は二重線で色だけでなく，ܗͰผできるよ
うにしています。

つながるαϙʔτ

ମݧ൛
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ΠϯΫϧʔγϒڭҭ


ؒ
ࢦ
ಋ
ܭ
ը

ܭ߹ ࣌128 ʢؒ༧උ ʣؒ࣌12
ؒࢦಋܭըҊୈ 1ֶ

੍ظ2੍ֶظ3ֶ

ষのとͼΒ

ظֶ ݄ ŋؒ࣌

前
期

時
間

67

１
学
期

時
間

50

2
学
期

時
間

55

3
学
期

時
間

35

後
期

時
間

73

4݄ 4݄

5݄

6݄

7݄

10݄

11݄

12݄

1݄

2݄

3݄

5݄

6݄

7݄

8ɾ9݄

10݄

11݄

12݄

1݄

2݄

3݄

10ؒ࣌ 10ؒ࣌

10ؒ࣌

10ؒ࣌

10ؒ࣌

10ؒ࣌

15ؒ࣌

9݄

15ؒ࣌

15ؒ࣌

15ؒ࣌

15ؒ࣌

15ؒ࣌

15ؒ࣌

15ؒ࣌

10ؒ࣌

17ؒ࣌

13ؒ࣌

15ؒ࣌

10ؒ࣌

10ؒ࣌

15ؒ࣌

10ؒ࣌

અষؒ࣌ظֶ ݄ ŋؒ࣌

26ؒ࣌
ਖ਼のɾෛの

ষ1

16ؒ࣌
ఔࣜํ࣍1

ষ3

18ؒ࣌
ฏ໘ਤܗ

ষ5

15ؒ࣌
デーλの׆用

ষ7

15ؒ࣌
จࣜࣈ

ষ2

20ؒ࣌
ൺྫとൺྫ

ষ4

18ؒ࣌
ۭؒਤܗ

ষ6

༧උʢ Β͞ͳるֶɼ1の෮शͳͲʣ

ਖ਼のɾෛの1

Ճ๏ɾݮ๏2

๏ɾআ๏3

のू߹4
1ষの·とΊの
ষのとͼΒ

จ1ࣜࣈ

ࣜの2ࢉܭ

2ষの·とΊの
ষのとͼΒ

3ষの·とΊの
ষのとͼΒ
ؔ1

4ষの·とΊの
ষのとͼΒ

いΖいΖͳ֯の࡞ਤ1

ਤܗのҠಈ2
5ষの·とΊの
ষのとͼΒ

ۭؒਤܗの1ํݟ

ਤܗの2ྔܭ

6ষの·とΊの
ষのとͼΒ

デーλののௐํ1

デーλの׆用2

7ষの·とΊの

1

4

8

9

3

1
1

7

6

1
1

ํఔࣜ1 8

ఔࣜのར用2ํ࣍1  6

1
1
2

ൺྫ2 7

ൺྫ3 5

ൺྫとൺྫのར用4 4

1
1

13

3
1
1

8

8

1
1

8

5

1
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ܭ߹ ࣌101 ʢؒ༧උ ʣؒ࣌4
ؒࢦಋܭըҊୈ 2ֶ

੍ظ2੍ֶظ3ֶ

ষのとͼΒ

ظֶ ݄ ŋؒ࣌

前
期

時
間

51

１
学
期

時
間

38

2
学
期

時
間

41

3
学
期

時
間

26

後
期

時
間

54

4݄ 4݄

6݄

7݄

9݄

10݄

11݄

12݄

1݄

2݄

3݄

5݄

6݄

7݄

8ɾ9݄

10݄

11݄

12݄

1݄

2݄

3݄

7ؒ࣌ 7ؒ࣌

7ؒ࣌

7ؒ࣌

7ؒ࣌

7ؒ࣌

5݄

12ؒ࣌

11ؒ࣌

11ؒ࣌

12ؒ࣌

12ؒ࣌

12ؒ࣌

12ؒ࣌

12ؒ࣌

7ؒ࣌

13ؒ࣌

9ؒ࣌

12ؒ࣌

7ؒ࣌

7ؒ࣌

12ؒ࣌

7ؒ࣌

અষؒ࣌ظֶ ݄ ŋؒ࣌

14ؒ࣌
ࣜのࢉܭ

ষ1

20ؒ࣌
ؔ࣍1

ষ3

16ؒ࣌
ܗ࢛֯ɾܗ֯ࡾ

ষ5

8デーλのؒ࣌
ষ7

14ؒ࣌
࿈ཱํఔࣜ

ষ2

19ؒ࣌

ਤܗのੑ࣭の
ௐํ

ষ4

10ؒ࣌
֬

ষ6

༧උʢ Β͞ͳるֶɼ2の෮शͳͲʣ

ࣜのར用2

࿈ཱํఔࣜ1

࿈ཱํఔࣜのར用2

1ؔ࣍1 

ํఔࣜと 2ؔ࣍1

のར用3ؔ࣍1 

ฏߦઢとଟ֯1ܗ

ਤܗの߹ಉ2

1ܗ֯ࡾ

2ܗ࢛֯

֬1

デーλの1

1

ࣜの1ࢉܭ 6

6

1ষの·とΊの 1
ষのとͼΒ 1

7

5

2ষの·とΊの 1
ষのとͼΒ 1

10

4

4

3ষの·とΊの 1
ষのとͼΒ 1

9

8

4ষの·とΊの 1
ষのとͼΒ 1

6

8

5ষの·とΊの 1
ষのとͼΒ 1

8

6ষの·とΊの 1
ষのとͼΒ 1

6

7ষの·とΊの 1
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ܭ߹ ࣌122 ʢؒ༧උ ʣؒ࣌18
ؒࢦಋܭըҊୈ 3ֶ

੍ظ2੍ֶظ3ֶ

ষのとͼΒ

ظֶ ݄ ŋؒ࣌

前
期

時
間

67

１
学
期

時
間

50

2
学
期

時
間

55

3
学
期

時
間

35

後
期

時
間

73

4݄ 4݄

5݄

6݄

7݄

10݄

11݄

12݄

1݄

2݄

3݄

5݄

6݄

7݄

8ɾ9݄

10݄

11݄

12݄

1݄

2݄

3݄

10ؒ࣌ 10ؒ࣌

10ؒ࣌

10ؒ࣌

10ؒ࣌

10ؒ࣌

15ؒ࣌

9݄

15ؒ࣌

15ؒ࣌

15ؒ࣌

15ؒ࣌

15ؒ࣌

15ؒ࣌

15ؒ࣌

10ؒ࣌

17ؒ࣌

13ؒ࣌

15ؒ࣌

10ؒ࣌

10ؒ࣌

15ؒ࣌

10ؒ࣌

અষؒ࣌ظֶ ݄ ŋؒ࣌

18ؒ࣌
ࣜのࢉܭ

ষ1

15ؒ࣌
ఔࣜํ࣍2

ষ3

22ؒ࣌
૬ࣅͳਤܗ

ষ5

14ؒ࣌
ฏํのఆཧࡾ

ষ7

15ؒ࣌
ฏํࠜ

ষ2

18ؒ࣌
ؔ Z�BY2ষ4

11ԁؒ࣌
ষ6

9ඪຊௐࠪؒ࣌
ষ8

༧උʢ Β͞ͳるֶɼ1ʙ 3の෮शͳͲʣ

ଟ߲ࣜの1ࢉܭ

Ҽղ2

ࣜのར用3

1ষの·とΊの
ষのとͼΒ

ฏํࠜ1

ࠜ߸Λ;͘Ήࣜの2ࢉܭ

2ষの·とΊの
ষのとͼΒ

いΖいΖͳؔ2

૬ࣅと3ྔܭ

5ষの·とΊの
ষのとͼΒ

ԁप֯とத৺֯1

ඪຊௐࠪ1

ԁप֯のఆཧのར用2
6ষの·とΊの
ষのとͼΒ

ষのとͼΒ

ฏํのఆཧ1ࡾ

ฏํのఆཧのར用2ࡾ

7ষの·とΊの

8ষの·とΊの

1

6

6

4

1
1

5

8

1
1

ఔࣜのར用2ํ࣍2
3ষの·とΊの
ষのとͼΒ

ఔࣜのղ͖ํ1ํ࣍2 10

3

1
1

ؔ Z�BY21 14

2

ষのとͼΒ
4ষの·とΊの 1

1

૬ࣅͳਤ1ܗ 9

ฏߦઢと૬2ࣅ 7

4

1
1

6

3
1
1
4

8

7

1
1

1
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ಋ
ܭ
ը

35



36

教ҭ՝ఔٴͼֶशࢦಋཁྖのରԠ

数
学
科
の
目
標

؍

数学的な見方・考え方
を活用できるように配
慮されているか。

؍ 1

数学的活動を通して数
学的に考える資質・能
力を育成できるように
配慮されているか。

؍ 2

①どのような数学的な
見方・考え方をしてい
くのかの例を示してあ
ります。
②どのような場面で数
学的な見方・考え方を
働かせているのかがわ
かるようにまとめてい
ます。

ಛ৭ 1

①数学的活動を通して
学習が進められるよう
に配慮するとともに，
数学的に考える資質・
能力を育成できるよう
にしています。
②すべての章に数学的
活動に重点を置いて学
習できるページを設定
し，その典型例を示す
ことによって，数学的
活動の方法が身につく
ようにしています。

ಛ৭ 2

の問題を解決していく中で，どのような数学的な見方・考え方
をしていくのかの例を示しています。 すての 

ྫ

ಛ৭ ۩ମྫ

ผಛ৭؍

巻末に，どのような場面でどのような数学的な見方・考え方を働
かせているのかをまとめ，さまざまな場面でそれが活用できるよ
うに配慮しています。 1  Ｐ.262�263，2  Ｐ.214�215，3  Ｐ.246�247

中央教育審議会答申で示された「算数・数学の学習過程のイメー
ジ」を実現できるように，章全体の構成を次のようにしています。
｢日常生活や社会の事象・数学の事象｣ → ｢生徒自身の疑問・問題
発見｣ → ｢数学的に表現した問題・焦点化した問題｣ → ｢数学的な
見方・考え方を活用した予想｣ → ｢問題の解決｣ → ｢まとめ｣ →
｢生徒自身の新たな疑問｣　 すてのষ

ྫ

項の学習が終わった段階で，｢ͲΜͳこと͕Θ͔͔ͬͨͳ｣ を設定
し，項の学習をまとめています。また，章末には，｢Ͱ͖るΑ͏に
ͳͬͨこと｣ や ｢͞ΒにֶΜͰΈͨいこと｣ を設定し，その章で
学んだことをふりかえれるようにしています。1  Ｐ.16，64 ͳͲ

数学的活動に重点を置いたページでも，上記のような授業の展開
ができるようにしています。｢算数・数学の学習過程のイメージ｣
通りの学習が展開できる例として示してあります。 1  Ｐ.85�86，2  Ｐ.95�96，3  Ｐ.219�220 ͳͲ

数量や図形などについ
ての基礎的な概念や原
理・法則などを理解す
るとともに，事象を数
学化したり，数学的に
解釈したり，数学的に
表現・処理したりする
技能が習得できるよう 
に配慮されているか。

؍ 3

①基礎的・基本的な知
識が確実に習得できる
ように，既習事項を適
宜示したり，適用問題
を数多く用意したりし
ています。
②日常生活の事象や数
学の事象から疑問を見
いだし，数学化して数
学的に表現したり，処
理したりできるように
しています。

ಛ৭ 3

例では，解法や解答を示すだけでなく，もとになる概念や原理・
法則が理解できるように，重要な考え方を として明記した
り，側注で端的に示したりしています。 1  Ｐ.113�115 ͳͲ

ྫ

各領域の前には，｢; Γ ͔ ͑ Γ ｣ のページを設定したり，本文中で
も，｢;Γ͔͑Γ｣ を適宜示したりして，既習事項を確認できるよ
うにしています。1  Ｐ.10�11，18 ͳͲ
すべての節に ｢ ͔֬ΊΑ͏ ｣ のページを設定し，基礎的・基本的
な知識や技能が習得できているかどうかをきめ細かく確認し，定
着が図れるようにしています。また，本文の対応する箇所に戻っ
て確認できるように，各問題に関連する例や問を明記しています。1  Ｐ.20 ͳͲ
計算領域では，側注に「ͬてΈΑ͏」を設けて ｢計算力を高め
よう｣ へのリンクページを示し，計算の習熟が図れるようにして
います。　 1  Ｐ.35，53 ͳͲ
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方程式の利用の場面では，方程式を利用して問題を解く手順を段
階をおって示しており，数学的な表現や処理のしかたが習熟でき
るように工夫しています。1  Ｐ.112，116，2  Ｐ.57�58，3  Ｐ.91
日常生活の事象や数学の事象から，生徒自身が疑問を見いだし，数
学化して数学の問題として表現し，見通しを立てて解決していけ
るようにしています。1  Ｐ.12�14，2Ｐ.70�72，3Ｐ.100�102 ͳͲ

①既習事項を問題解決
に活用したり，日常や
社会で活用したりする
場を設け，筋道立てて
考察できるようにして
います。
②既習事項を活用して
数量や図形などの性質
を見いだし，統合的・
発展的に考察できるよ
うにしています。
③習得した知識や技能
を利用し，日常や社会
における事象を簡潔・
明瞭・的確に表現・処
理して問題を解決する
ことに役立てられるよ
うにしています。

ಛ৭ 4

数学を活用して事象を 
論理的に考察する力，
数量や図形などの性質
を見いだし統合的・発
展的に考察する力，数
学的な表現を用いて事
象を簡潔・明瞭・的確
に表現する力を養える
ように配慮されている
か。

؍ 4 ྫ

に数学的な見方・考え方の例を示し，問題解決に向けて見通し
を立てることにより，筋道を立てて論理的に考察できるようにし
ています。 すての

本文中に，｢正の数・負の数の利用｣ 	1年 Ｐ.50-51
，｢ 1 次関数の
利用｣ 	2年 Ｐ.95-99
，｢三平方の定理の利用｣ 	3年 Ｐ.210-220

などの項目を設定し，その章で学んだことを日常や社会などで活
用する場を取り入れています。

｢ষの·とΊの｣ に，数学を活用して考えたり，判断したりす
る 用׆ を設定し，さまざまな場面で数学が活用できることを理解
できるようにしています。1  Ｐ.124，2  Ｐ.194，3  Ｐ.131 ͳͲ
章末に ｢ ｣ のページを設定し，主体的に学習に取り組
めるようにするとともに，数学を活用して考えたり判断したりす
る態度を育てるようにしています。1  Ｐ.65，2  Ｐ.175�176，3  Ｐ.226 ͳͲ
本文中に，既習事項をもとにして統合的・発展的に考察し，論理
的に数量や図形の新たな性質を見いだす場を設定しています。1  Ｐ.105，2  Ｐ.118�119，3  Ｐ.165�166 ͳͲ
1次関数の利用の場面では，水を熱するときの時間と水温の関係
をグラフに表し，おおむね直線上に並んでいることから 1次関数
とみなして予測する活動を設定し，事象を数理的に考察し表現す
る能力が習得できるように工夫しています。 2  Ｐ.95�96
では，問題解決の見通しを立てる話し合いの場面を設け，自分

の考えを他者に説明し伝える活動を積極的に取り入れ，数学的に
表現する力が高められるようにしています。 すての

巻末の ｢ද͢ݱるྗΛに͚ͭΑ͏｣ では，レポートのつくり方
や発表のしかた，発表の聞き方を提示し，自分の考えをまとめる
・他者に伝える・レポートを見直すことを通して，意欲的にアク
ティブ・ラーニングとして協働学習ができるようにしています。1  Ｐ.268�271，2  Ｐ.220�223，3  Ｐ.252�255

数学的活動の楽しさや
数学のよさを実感して
粘り強く考え，数学を
生活や学習に生かそう

؍ 5

①具体物を操作する活
動と，数学的に考えた
り説明したりする活動
を結びつけ，興味・関

ಛ৭ 5 ྫ

正の数・負の数の加法では，カードゲームを取り入れて興味・関
心を高め，コマの動きをもとに加法の計算のしかたを考察し，一
般化が図れるようにしています。1  Ｐ.21�24

観
点
別
特
色
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指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
り
扱
い

数
学
科
の
目
標

関数Z�BY2の利用では，スピードと制動距離の関係について関数
を使って考察することを通して，交通安全を考える上で数学が役立
つことを理解できるようにしています。 3  Ｐ.124，133�135
円周角の定理では，操作活動をもとに，円周角と中心角の関係を帰
納的な方法によって予想し話し合う活動を取り入れ，課題意識をも
って演繹的な証明に結びつけることができるようにしています。3  Ｐ.182�185
章のとびらや ｢○○の利用｣，｢ֶཱͭ｣，｢ষの·とΊの
用׆ ｣，｢ ｣，巻末の ｢͞Βͳるֶ｣ などで，身のま
わりで数学が役立っている場面を積極的に取り上げ，生活や社会
に生かそうとする態度を養えるようにしています。

各学年の ｢方程式の解き方｣ では，生徒自身の疑問をもとに，解
き方をふりかえり見直すことで，より効率的な方法を見いだして
いけるようにしています。1  Ｐ.102�106，2  Ｐ.45�53，3  Ｐ.76�89
レポートの作成・発表では，他者の意見やアドバイスをもとに，レ
ポートを改善していけるようにしています。3  Ｐ.252�255

ಛ৭ 1

①領域ごとに，ふりか
えりの場を設定し，既
習事項を確認してから
新たな学習に入ること
ができるようにしてい
ます。
②本文中にも，必要な
箇所にふりかえりのた
めの問題を入れ，学び
直しができるように配
慮しています。

①情報や資料の収集が
必要な場面では，イン
ターネットなどの活用
を促すことができるよ
うに配慮しています。
②情報処理を行う場面
では，コンピュータの
効率的な活用ができる
ように，その使い方を
掲載しています。

ಛ৭ 2

؍ 1

新たな内容を指導する
際に，既習の内容を意
図的に再度取り上げる
など，学び直し 	スパ
イラル 
の機会を設定
することについて配慮
されているか。

コンピュータや情報通
信ネットワークなどの
活用について配慮され
ているか。

؍ 2

スマートフォンやタブレットで ̧̦ コードを読み取ることで，イ
ンターネット上のコンテンツを使えるようにしています。1  Ｐ.140，2  Ｐ.175，3  Ｐ.233 ͳͲ

ྫ

各領域の前に ｢; Γ ͔ ͑ Γ ｣ を設け，前学年までの内容を確認し
ながら新しい内容に入っていけるようにしています。1  Ｐ.10�11，127，165，231 2  Ｐ.10�11，69，107，177 3  Ｐ.10�11，99，136�137，227
本文中では，側注の ｢;Γ͔͑Γ｣ で，ふりかえりのための既習
内容を取り上げています。1  Ｐ.25，98，2  Ｐ.62，125，3  Ｐ.14，115 ͳͲ

ྫ

インターネットやパソコンソフトを使うと効果的に学習が進めら
れる場面は，  で示しています。1  Ｐ.280�281，2  Ｐ.175�176，3  Ｐ.258�259 ͳͲ
｢データの活用｣ や ｢データの分布｣，｢標本調査｣ の学習では，情
報処理が効率的にできるように，表計算ソフトの使い方を掲載し
ています。1  Ｐ.259�260，2  Ｐ.212，3  Ｐ.243

؍ ಛ৭ ۩ମྫ

とする態度，問題解決
の過程をふりかえって
評価・改善しようとす
る態度を養えるように
配慮されているか。

心を高めつつ，数学的
な表現・処理のよさや
数学が生活や社会に役
立つことが実感できる
ようにしています。
②問題解決の過程をふ
りかえって，よりよい
方法やより効率的な方
法を考察することを通
して，従前の方法を評
価・改善できるように
しています。
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教育基本法の理念をふ
まえているか。

؍ 1

①教育基本法の理念を
ふまえ，特に第二条の
｢幅広い知識と教養｣，
｢個人の価値の尊重｣，
｢男女の平等｣，｢環境の
保全に寄与する態度｣，
｢伝統と文化の尊重｣な
どに重点を置くように
配慮しています。

ಛ৭ 1教
育
基
本
法
の
趣
旨

ྫ

幅広い知識と教養を養うために，日常や社会の問題，教科横断的
な課題などを数多く取り上げ，数学のよさや数学の社会における
役割が理解できるようにしています。

個人の価値を尊重する態度を養うために，自分の考えを互いに説
明し伝え合う活動を取り入れています。

男女平等の精神に則り，教科書に掲載する男女生徒の名前は，す
べて「さん」づけとし，言葉遣いも男女共通にしています。また，
登場回数にも男女の偏りがないように配慮しています。

環境の保全に寄与する態度を養うために，各学年に，数学の活用
を通して環境問題を自分自身の問題として考える契機となるよう
な課題を取り上げています。1  Ｐ.124，2  Ｐ.106，226�227，3  Ｐ.74�75，131 ͳͲ
日本の伝統と文化を尊重する態度を養うために，次のような内容
を取り入れています。
｢麻の葉｣ などの伝統文様 	1  Ｐ.184，2 表見ฦし
 和算の歴史や和算家の業績の紹介	1  Ｐ.92，280

『塵劫記』や算額及びそれらに取り上げられている問題の紹介 	2  Ｐ.235，3  Ｐ.152
 伊能忠敬の業績の紹介	3  Ｐ.264

他国の文化を尊重し，国際社会に貢献する態度を養うために，ア
ルキメデス，ターレス，ピタゴラスなど世界の数学者とその業績
を紹介しています。1  Ｐ.49，125，229，280，2  Ｐ.191，236，237，　 3  Ｐ.97，174，212，262�263 ͳͲ

৽しい教ҭ՝のରԠ

｢知識・技能｣ が習熟で
きるように配慮されて
いるか。

؍ 1

数学科の目標｢特色３｣
本誌Ｐ.36-37参照
ಛ৭ 1

数学科の目標 ｢特色３例｣ 本誌Ｐ.36-37参照

ྫ

 を入れることで，どんな ｢知識・技能｣ をこれから身
につけていくか明示し，｢ͲΜͳこと͕Θ͔͔ͬͨͳ｣ では，「 
ඪ」に沿った形で提示し，項の学習を通してどのような ｢知識・
技能｣ を身につけることができたかが明確になるようにしていま
す。

資
質
・
能
力
の
育
成

章の最後には，｢˓ষΛֶΜͰ｣ を設け，その章でどんなことがで
きるようになったかを生徒自身がチェックできるようにしていま
す。

｢思考力・判断力・表現
力等｣ が育成できるよ
うに配慮されているか。

؍ 2

数学科の目標｢特色４｣
本誌Ｐ.37参照
ಛ৭ 2

数学科の目標 ｢特色４例｣ 本誌Ｐ.37参照
ྫ

 に ｢ ํ͑ߟŋํݟ  ｣ を設定し，問題を考えていく上でどんな

観
点
別
特
色
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主体的な学びが実現で
きるように配慮されて
いるか。

؍ 1

対話的な学びが実現で
きるように配慮されて
いるか。

؍ 2

①自ら課題に働きかけ，
自力解決できる姿を育
てられるようにしてい
ます。
②課題を発見し，生徒
が自分で学習を進める
ことができるようにし
ています。

ಛ৭ 1

①学習を対話的に進め
られるように工夫して
います。
②自分の考えを伝えた
り，他者の考えを認め
たりできるように配慮
しています。

ಛ৭ 2

資
質
・
能
力
の
育
成

؍ ಛ৭ ۩ମྫ

｢学びに向かう力・人間
性等｣ が育成できるよ
うに配慮されているか。

؍ 3

数学科の目標 ｢特色5｣
本誌Ｐ.37-38参照
ಛ৭ 3

数学科の目標 ｢特色５例｣ 本誌Ｐ.37-38参照
ྫ

1つの学習のまとまりが終わった段階で，適宜次の学習へと深め
たりつなげたりする ｢ の՝࣍  ｣ を設定し，｢学びに向かう力，
人間性等｣ を育めるようにしています。

章末に ｢͞ΒにֶΜͰΈͨいこと｣ を設け，自分のことばで書くこ
とにより，学習をさらに発展させたりする資質・能力を育めるよう
にしています。また，本文中の ｢͓し͑てʂ｣，章末の ｢
などで，学習を発展させる資質・能力を育めるようにしています。

章末の ｢ֶཱͭ｣ において，身のまわりのどのようなところ
で数学が役立っているのか，数学史の中で数学がどのような発展
をしてきたのかを知ることで，数学の学習への意欲を高められる
ようにしています。また，表見返しの ｢ֶのྗ｣ では，仕事に
数学を生かしている人の話を掲載しています。

｣

ྫ

身のまわりや数学の学習の中から，生徒自ら ｢問い｣ を発見し，問
題解決の見通しを立てて解決していく学習の流れを設定し，主体
的な学びが実現できるようにしています。

では，側注に示した ｢ ํ͑ߟŋํݟ  ｣ をもとに，解決に向け
た見通しを話し合い，生徒が自ら考え，主体的に学習を進められ
るようにしています。また，側注に ｢;Γ͔͑Γ｣ を設け，既習
事項の確認ができるようにしています。

ྫ

では，解決に向けた見通しを立てる話し合いの場面から，生徒
自ら ｢ ඪ｣ を設定したり，問題解決における話し合いの場面
などを適宜挿入したりすることで，対話的に学習が進められるよ
うにしています。

 ֶత׆ಈのページでは，対話的に学習が進められるように
工夫しています。 1  Ｐ.85�86，2  Ｐ.30�31，3  Ｐ.34�35 ͳͲ

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現

深い学びが実現できる
ように配慮されている
か。

؍ 3

①新たな概念やよりよ
い方法を発展的・統合
的に考察していけるよ
うにしています。

ಛ৭ 3 ྫ

生徒自らの ｢問い｣ で学習をつなげ，発展的・統合的に学習を展
開していくことで，深い学びが実現できるようにしています。ま
た，側注の ｢͓し͑てʂ｣ や章末の ｢ ｣ などで，学習
を発展的に考えていけるようにしています。

巻末に，｢ද͢ݱるྗΛに͚ͭΑ͏｣ を設け，レポートなどの発
表のしかたや発表の聞き方を考え，よりよい伝え方や聞き方を身
につけていけるようにしています。1  Ｐ.268�269，2  Ｐ.220�221，3  Ｐ.252�253

数学的な考え方をしていくのかの例を示しています。また，問題
の解決への見通し･予想をする話し合いの場面を設け，解決への
方向性を示し，｢思考力，判断力，表現力等｣ が育めるようにして
います。
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自ら数学の問題を見い
だし，問題を解決でき
るような展開がされて
いるか。

؍ 1

①日常の事象や社会の
事象から問題を見いだ
し，解決していく展開
にしています。
②数学に対する意欲・
関心が喚起されるよう
な工夫を随所に施して
あります。

ಛ৭ 1

数学的な見方・考え方
を習得し，それらを働
かせながら学習が進め
られるように配慮され
ているか。

؍ 1

数学科の目標｢特色１｣
本誌Ｐ.36参照
ಛ৭ 1 ྫ

数学科の目標 ｢特色１例｣ 本誌Ｐ.36参照

②学習してきた内容を
活用する場面をさまざ
まな形で設けています。

章末には，｢Ͱ͖るΑ͏にͳͬͨこと｣ や ｢͞ΒにֶΜͰΈͨいこ
と｣ を設定し，次の学習への意欲がもてるようにして，深い学び
を実現できるようにしています。

ྫ

章のとびらでは，日常や社会の事象から，生徒自身が疑問をもっ
て問題を見いだし，数学化して問題を解決していく展開にしてい
ます。1  Ｐ.128�129，2  Ｐ.146�147，3  Ｐ.228�229 ͳͲ
数学的活動のページでは，生徒自ら問題を見いだし，対話的に学
習が進めていけるようにしています。1  Ｐ.156�158，2  Ｐ.45�46，3  Ｐ.219�220 ͳͲ
巻頭の ｢ֶ͚ͨͭݟ��｣，｢ֶのྗ｣，章末の ｢ֶཱͭ｣ な
ど，随所に身のまわりで数学が使われている場面や数学が役立っ
ている場面を設けています。

評
価
の
取
り
扱
い

؍ 1

評価に対応した取り扱
いができるように配慮
されているか。

ಛ৭ 1

①自らの学習をふりか
えったり，生徒同士で
話し合ったりする場面
を取り上げ，自己評価
や相互評価ができるよ
うにしています。
②生徒の活動をもとに
評価できるようにして
います。

項ごとに ｢ͲΜͳこと͕Θ͔͔ͬͨͳ｣，章ごとに ｢Ͱ͖るΑ͏に
ͳͬͨこと｣ で，生徒自身が学習をまとめられるようにしていま
す。

ྫ

巻末の ｢ද͢ݱるྗΛに͚ͭΑ͏｣ では，レポートの発表を通
して生徒同士で相互に評価できるようにしています。1  Ｐ.268�271，2  Ｐ.220�223，3  Ｐ.252�255
巻末の「ࠓのࣗΛΖ͏」では，パフォーマンス課題及びパフ
ォーマンス評価の手法を取り入れ，個に応じた評価ができる場面
を設けるとともに，自己評価もできるようにしています。 1  Ｐ.264�267，2  Ｐ.216�219，3  Ｐ.248�251

徳
育
の
充
実

؍ 1

道徳の時間との関連に
ついて配慮されている
か。

ಛ৭ 1

①事象を筋道立てて考
え，表現する能力を高
めることを通して，道
徳的判断力が育成でき
るように配慮していま
す。

予想する場面や解法を考える場面では，吹き出しや  とい
う形で複数の考え方を示し，それぞれの個性や立場を尊重し，さ
まざまな見方や考え方があることを理解できるようにしています。

ྫ

巻末の「ද͢ݱるྗΛに͚ͭΑ͏」では，レポートの発表の場
面で，発表のしかたや聞き方について考えることを通して，相手
の立場を尊重する態度の育成ができるようにしています。1  Ｐ.268�271，2  Ｐ.220�223，3  Ｐ.252�255

観
点
別
特
色
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キ
ャ
リ
ア
教
育

؍ ಛ৭ ۩ମྫ

؍ 1

キャリア教育について
配慮されているか。

｣

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
対
応

多様性への配慮がされ
ているか。

؍ 1

色覚特性などへの配慮
がされているか。

؍ 2

①素材や登場人物，そ
の表現において社会的
な差別を助長すること
のないよう配慮してい
ます。

ಛ৭ 1

①色覚特性に配慮し，
色の違いで区別するの
を避け，記号などの違
いで判断できるように
しています。

ಛ৭ 2

ྫ

登場する生徒の名前をすべて ｢さん｣づけとし，言葉遣いも男女共
通にしています。キャラクターを男子 2 名，女子 2 名とし，登場
する比率や役割について偏りがないようにしています。また，男
女を固定的なイメージで区別することのないように配慮していま
す。

ྫ

特別支援教育専門家の校閲を得て，写真，イラスト，図版，本文
の記述などすべてにおいてカラーバリアフリーとなるよう配慮し
ています。

さまざまなマーク類が一目でわかるように，ことばで表現してい
ます。

ಛ৭ 1

①自分の将来について
希望をもつとともに，
将来の自分の姿につい
て考える機会がもてる
よう配慮しています。

巻頭の ｢ֶのྗ｣ で，さまざまな職業で数学が使われているこ
とを実感し，自分の将来について考える態度を養うことに配慮し
ています。

ྫ

関連する職業・仕事がある課題には， を示し，興
味があるものを生徒自ら調べることで，より学習を深められるよ
うにしています。1  Ｐ.63，2  Ｐ.106，3  Ｐ.224 ͳͲ

①必要な場面で既習事
項の確認ができるよう
に配慮しています。

ಛ৭ 1 ྫ

小学校で学習した内容を 1 年の各領域の｢; Γ ͔ ͑ Γ～算数から
数学へ～｣ で確認できるようにしています。また，本文において
も，小学校での既習事項が必要な場面には，側注に ｢;Γ͔͑Γ
を入れることで確認できるようにしています。1  Ｐ.10�11，127，165，231 ͳͲ

小
学
校
や
高
等
学
校
と
の
連
携 高等学校との連携につ

いて配慮されているか。

؍ 2

中学校の学習内容との
関連などで，高等学校
の学習内容を適宜入れ
ています。

ಛ৭ 2 ྫ

生徒が抱く素朴な問い｢͓し͑てʂ｣に対して｢ Tea Break ｣で答え
ることなどで，発見力や創造力を養い，さまざまな場面で興味を
もって学習に取り組むことができるようにしています。1  Ｐ.77，2  Ｐ.205，3  Ｐ.23 ͳͲ
3年巻末の ｢ڮの͔͚ߍߴ｣ では，中学校の内容と関連のある
題材を取り上げ，高等学校の数学に興味・関心をもって取り組め
るようにしています。 3  Ｐ.266�267

小学校との連携につい 
て配慮されているか。

؍ 1
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本文や ， など
の程度は，学習目標が
達成できるように配慮
されているか。また，生
徒の発達段階に適応し
ているか。

؍ 1

本文や ， な
どは，易から難へと段
階的なステップをふん
で学習が進められるよ
うにしています。また，
図，式，説明図，吹き
出しなども生徒の発達
段階に即し，理解の手
助けとなるように適切
に配置しています。

ಛ৭ 1内
容
の
程
度

教科書ฤू্のとྀ߲ࣄ

ྫ

正の数・負の数の加法では，整数の計算を理解した上で，小数や
分数の例題を取り上げ，段階をおって無理なく計算の方法が理解
できるようにしています。 1  Ｐ.23�24
図形の論証の導入では，命題を仮定と結論に分ける，根拠となる
ことがらを説明する，証明を完成させる，などの問題を取り入れ，
論証の方法が段階をおって無理なく身につくようにしています。2  Ｐ.132�135
本文や， ， などでは，適切な図や写真，側注などを配置
し，理解の手助けとなるようにしています。

補充的，発展的な内容
の取り扱いの程度は適
切か。

؍ 2

生徒が自ら進んで取り
組めるように，補充的，
発展的な内容を本文の
学習と適切に関連づけ
て豊富に用意し，生徒
の理解度や興味・関心
に応じて取り組めるよ
うに配慮しています。

ಛ৭ 2 ྫ

｢数と式｣ 領域では，｢ྗࢉܭΛߴΊΑ͏｣ を設定し，生徒の実態
に応じて計算技能の習熟を図ることができるようにしています。

｢τϥイ」や ｢ Tea Break ｣，｢ ｣，｢͞Βͳるֶ｣ で，補
充的，発展的な内容を豊富に用意し，生徒の実態に応じて学習が
進められるようにしています。また，発展的な内容として，中学
校数学の学習内容に関連する高校数学の内容にふれることで，数
学的な見方や考え方を深めることができるようにしています。1  Ｐ.93，Ｐ.121，2  Ｐ.54�55，3  Ｐ.23，193，196 ͳͲ1  Ｐ.278，2  Ｐ.230�231，3  Ｐ.258�259，260�261ͳͲ

内
容
の
組
織
・
配
列

؍ 1

教科書全体の組織・配
列は，系統的・発展的 
に配列されているか。

ಛ৭ 1

各学年とも，数と式→
関数→図形→データの 
活用，の順に章を配列
するとともに，領域間，
学年間の接続を考慮し，
発展的に学習が進めら
れるようにしています。

各学年の目次では，領域ごとに小学校や前学年との関連を示し，学
習の系統性が理解できるようにしています。 ֶ֤ Ｐ.2�3

ྫ

各領域の前では，「; Γ ͔ ͑ Γ」で小学校の学習内容や前学年まで
の学習内容の学び直しができるようにし，効果的に学習が進めら
れるようにしています。

3年の図形領域では，相似な図形→円→三平方の定理，の順に章
を配列し，三角形の相似条件と円周角の定理を関連づけて学べる
ようにしています。

؍ 2

各単元の組織・配列は，
学習を進めるのに適切
になっているか。

ಛ৭ 2

各章の組織・配列は，課
題を見いだす場として
の導入，課題を解決し
新たな内容を理解する
ための本文や ，そ
の習得を図るための
，基礎・基本を確

認するための ｢͔֬Ί
Α͏｣，学習の総まとめ
を行うための ｢ষの·
とΊの｣ と，一貫
した学習ができるよう
にしています。

1年 ｢1章 正の数・負の数｣ では，日本各地の気温や海抜などを
観察する活動を通して「－」のついた数を導入し，温度計の目盛
りから数直線に移行するなど，日常的な事象から疑問や問題を見
いだし，それを数学化して見通しをもちながら解決する学習が進
められるようにしています。 1 Ｐ.12�20

ྫ

2年 ｢2章 連立方程式｣ では，身近な遊園地でのチケットと乗り
物の場面から導入し，既習の内容を活用しながら新しい内容を解
決する学習が進められるようにしています。 2 Ｐ.40�44
3年 ｢6章 円｣ では，サッカーでボールがゴールに入る角度の問
題で導入し，円周角の定理に対する具体的なイメージをもって章
の学習が進められるようにしています。 3 Ｐ.180�181

観
点
別
特
色
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؍ ಛ৭ ۩ମྫ

本文中の ｢ Tea Break ｣ や巻末の ｢ٙΛ͑ߟΑ͏ɾֶのྺ࢙
の｣ では，数学への興味・関心を高めるための読み物教材や数
学史に関する教材を用意しています。1Ｐ.159，280�281，2Ｐ.80，237，
ɹ3Ｐ.112，264 ͳͲ

؍ 1

教科書全体の分量は適
切か。

ಛ৭ 1

全員が必ず学習する内
容と，興味・関心や習
熟度に応じて学習する
内容をバランスよく配
分し，１年間で無理な
く学習できるように配
慮しています。

؍ 2

各学習内容の分量は適
切か。

ಛ৭ 2

基礎的・基本的な内容
に十分な指導時間がか
けられるようにしてい
ます。

練習問題の分量は適切
か。

؍ 3

それぞれの場面におい
て適切な問題数を用意
するとともに，習熟の
状況などに応じて弾力
的に取り扱うことので
きる練習問題を用意し
ています。

ಛ৭ 3 ྫ

本文中の では，学習内容を身につけるために必要な問題数を
確保しています。

｢数と式｣ 領域では，｢ྗࢉܭΛߴΊΑ͏｣ のページを設定し，必
要に応じて習熟のために利用できるようにしています。

章末の ｢ষの·とΊの｣ は，  ，  ，  の 3つに
分け，  ・  は生徒の実態に応じて弾力的に扱えるよう
にしています。

各学年の巻末には，必要なときにいつでも利用できる復習問題を
用意しています。

個に応じた指導に対応
した内容の分量は適切
か。

؍ 4

本文中や章末，巻末に
個に応じた指導で活用
できる題材を用意する
とともに，過度の負担
にならないように配慮
しています。

ಛ৭ 4 ྫ

章末には，｢ ｣ を設定し，教師や生徒自身が必要な課題
を選択して取り組むことができるようにしています。

巻末には，｢ٙΛ͑ߟΑ͏ɾֶのྺ࢙の｣ を設定し，興味・
関心に応じて課題を選択し，取り組むことができるようにしてい
ます。

創
意
と
工
夫

分
量

各学年の配当時間は，1年127時間，2年101時間，3年122時
間で，標準時間数	1・3 年140 時間，2 年105時間
に対しゆと
りをもって指導できるようにしています。

ྫ

各学年の ｢อऀޢのํ｣ のページで，全員が学習する内容と興
味・関心や習熟度に応じて学習する内容が，明確に区別できるよ
うに配慮しています。
ֶ֤ Ｐ.9

正の数・負の数，文字式，方程式など中学校数学の基礎となる内
容に十分な指導時間がとれるようにしています。

ྫ

各節末の ｢͔֬ΊΑ͏｣ では，基礎・基本の確認のための時間を
確保しています。

数学への興味・関心を
高めるための工夫がさ
れているか。

؍ 1 ಛ৭ 1 ྫ

章のとびらでは，身のまわりにある ｢－｣ のついた数	1年Ｐ.12-13
，ルーラーキャッチ	1年 Ｐ.232-233
，遊園地	2年Ｐ.40-41
，
日本各地の降水量	2年 Ｐ.198-199
，スキージャンプ	3年Ｐ.100-101
，サッカー 	3年 Ｐ.180�181
など，生徒にとって身近な題材
や興味のもてる題材を取り上げています。

生徒にとって身近な題
材や興味のもてる題材
を数多く取り上げると
ともに，学習内容に関
連するコラムなどの特
設ページを用意してい
ます。
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章末の ｢ֶཱͭ｣ では，身近なところで数学が活用されてい
るものや数学がどのように発展してきたかなどを紹介したコラム
など，数学への興味・関心を高める題材を取り上げています。1Ｐ.64，92，2Ｐ.67，196，3Ｐ.178，225 ͳͲ

自学自習がしやすいよ
うな工夫がされている
か。

؍ 2 ྫ

本文中の ｢τϥイ｣，｢ྗࢉܭΛߴΊΑ͏｣，章末の ｢ষの·とΊの
｣，｢ ｣，巻末の復習問題については，解答を巻末に
掲載し，自学自習がしやすいようにしています。

節末に基礎・基本の確認のページとして設定した ｢͔֬ΊΑ͏｣
では問題ごとに参照ページ・箇所を示し，ふりかえりがしやすい
ようにしています。

ಛ৭ 2

巻末の解答を充実させ
るとともに，節末の問
題では，ふりかえりの
ための参照ページ・箇
所を示しています。

؍ 3

全国学力・学習状況調
査や国際調査の結果を
ふまえた工夫がされて
いるか。

ಛ৭ 3

全国学力・学習状況調
査やＰ̨̞̖調査などの
結果をふまえた問題設
定やページを取り入れ
ています。

1次方程式の学習では，数学的活動を通して，移項のきまりを生
徒自身で見いだし法則化していく構成とし，｢方程式は解けるが
移項の意味は理解できていない生徒が多い｣ という課題に対応で
きるようにしています。1Ｐ.105�106
図形の証明の学習では，｢証明の意義が理解できていない生徒が
多い」という課題に対応できるように，小学校で学んだ帰納的な
方法と比べながら演繹的な証明の意味を理解できるようにしてい
ます。2Ｐ.115�116，148�149
｢ষの·とΊの｣ に  のページを設定し，全国学力・学
習状況調査等で課題があると指摘された ｢知識や技能を活用する
力｣ の育成を図ることができるようにしています。ここでは，レ
ポートから必要な情報を読み取って考えたり，グラフを活用して
判断したりするなど，活用に関するさまざまな問題を取り上げて
います。1Ｐ.124，162，2Ｐ.104，143，3Ｐ.131，199 ͳͲ
全国学力・学習状況調査で，特に正答率の低かった問題を  
で取り上げ，生徒のつまずきに配慮しています。1Ｐ.47，2Ｐ.17，3 Ｐ.21 ͳͲ

ྫ

؍ 4

小中一貫教育を支援す
るような工夫がされて
いるか。

ಛ৭ 4

小学校算数の教科書と
の教材や導入の共通化
を図り，小学校と中学
校でスパイラルな学習
ができるようにしてい
ます。

令和2年度用小学校算数教科書『みんなと学ぶ小学校算数 6年 中
学校へのかけ橋』	学校図書
では，中学校の ｢正の数・負の数｣
の素地的な学習として，｢�｣ のついた温度の意味を考えたり，カ
ードを使ったゲームを体験したりできるようにしています。｢中
学校数学｣ 教科書でも同じ教材を導入で取り扱い，小学校の体験
を数学的に練り上げながら学習が進められるようにしています。

ྫ

1年の ｢; Γ ͔ ͑ Γʙࢉ͔Βֶʙ｣ では，各領域での小学
校の既習内容をまとめてあり，中学校での学習にスムーズに移行
していけるようにしています。また，本文中にも ｢;Γ͔͑Γ｣
を入れて，小学校での既習内容がわかるようにしています。

観
点
別
特
色
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؍ ಛ৭ ۩ମྫ

教科書の上で作業をする場合には，作図や書き込みがしやすいよ
うに，できる限り図をページの外側に配置しています。1Ｐ.143，190，2Ｐ.89，94，3Ｐ.107，110 ͳͲ

؍ 1

文章表現などの記述は，
生徒の発達段階に応じ
て理解しやすいように
なっているか。

؍ 1

写真や図，イラストは
親しみやすく，学習の
理解に有効なものにな
っているか。

؍ 2

紙面のレイアウトは学
習しやすいように配慮
されているか。

ಛ৭ 1

数学的な表現や正確性
を尊重しながら，生徒
の発達段階を考慮し，
理解しやすい記述にし
ています。

ಛ৭ 1

写真や図，イラストは
興味・関心を高めると
ともに，学習内容の理
解の手助けとなるもの
を提示しています。

ಛ৭ 2

視覚的にも理解しやす
く，教科書の上での作
業がしやすいようなレ
イアウトにしています。

｢ZはYの関数である」，「～ならば～である」などの数学的な表現
のしかたに慣れ，用いることができるようにするために，本文や
説明文は ｢である｣ 調にしています。

導入の問題  は，｢～みましょう｣ と丁寧な言葉遣いをし，
や は，｢ですます｣ 調にしています。

新出の用語にはルビをつけています。

地名や人名，常用外漢字，中学校で初めて学習する漢字などにも，
各章の初出にルビをつけています。

ྫ

空間図形の学習では，数学的な概念をイメージ化するのに適した
図や写真を数多く取り入れています。1Ｐ.194，202，204，208 ͳͲ
挿絵やキャラクターは，生徒が親しみのもてるものを使用し，理
解の手助けになるように用いています。

各学年の口絵では，身のまわりにある建造物や伝統文様などの写
真を取り上げ，興味・関心を高めるとともに数学的な観察のしか
たができるようにしています。

ྫ

1ページ中の情報量が過多にならないように配慮し，ゆとりのあ
るレイアウトにしています。

ྫ

表
記
・
表
現

教科特有の用語や記号
は適切に用いられ，理
解しやすい配慮がされ
ているか。

؍ 2

用語や記号は正確に理
解できるように配慮す
るとともに，記号の読
み方を示しています。
また，その後の学習で
も積極的に用いて定着
を図るようにしていま
す。

ಛ৭ 2 ྫ

用語や記号の定義は，生徒の発達段階を考慮しつつ，正確性を期
すようにしています。

新出の記号は，読み方も明記しています。1Ｐ.169，2Ｐ.125，3Ｐ.141 ͳͲ
｢ 5Tea Break ｣ に「用語・記号の由来」のコラムを取り上げ，それ
らが用いられるようになった歴史的背景を知ることにより，関心
や理解が深められるようにしています。 1Ｐ.101，2Ｐ.111，3Ｐ.51 ͳͲ

人権などへの配慮がさ
れているか。

؍ 3

社会的な差別を助長す
ることがないように，
人権を尊重する観点を
大切にしています。

ಛ৭ 3 ྫ

教科書に掲載する男女生徒の名前は，すべて「さん」づけとし，言
葉遣いも男女共通にしています。また，登場回数にも男女の偏り
がないように配慮しています。

ユニバーサルデザイン（̪̙）・カラーユニバーサルデザイン
（̘̪̙）の観点で本文の表現等，専門家の指導を受けています。

写
真
・
図
・
レ
イ
ア
ウ
ト
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印
刷
・
製
本

؍ 3

色遣いは適切で，色覚
特性などへの配慮がさ
れているか。

ಛ৭ 3

色覚特性に配慮し，誰
でも区別しやすい色遣
いにするとともに，色
調の違いによって区別
させる場面や問題は扱
わないようにしていま
す。

؍ 4

文字の書体や大きさは
学習しやすいように配
慮されているか。

؍ 1

用紙の紙質や印刷に使
用するインキは適切か。

؍ 2

製本は長期間の使用に
耐えられるか。

ಛ৭ 4

見やすく読みやすい文
字の大きさ，字間，行
間に設定しています。

ಛ৭ 1

用紙については，軽量
化を行い，生徒の持ち
運びの負担が軽減する
ように配慮しています。
また，環境やアレルギ
ーなどに配慮した用紙
やインキを使用してい
ます。

ಛ৭ 2

製本は長期間の使用に
耐えられるように十分
な配慮をしています。

各項目や重要事項などが，一目で区別しやすいようにマークをこ
とばで示すなど，ユニバーサルデザイン（̪̙）の観点から誰に
でも見やすいように配慮しています。

色遣いについては，カラーユニバーサルデザイン	̘̪̙
  の観点
から，誰でも区別しやすい色遣いにしたり，色調だけで判断した
りするような問題は扱わないなど，色覚特性に配慮しています。

ྫ

英数字や記号などは，和文の書体と組み合わせた際の見え方を検
証して製作した書体を使用しています。

文字の大きさや字間，行間は，分数などの数式が組み合わさった
際も見やすく読みやすいように配慮しています。

ྫ

本文用紙は，紙質を保ちながら軽量化を図るとともに，自然な色
合いで光の反射や裏写りの少ない教科書用紙を用いています。

ྫ

表紙は表面にコーティングを施し，汚損しにくくしてあります。

ྫ

印刷は鮮明で読みやすく，図や写真は理解しやすくなっています。

本文には環境に配慮した紙を使用し，印刷には健康やアレルギー
に配慮した植物油インキを使用しています。

製本はきわめて堅牢にしてあります。

教科書紙面付の
見やすい
観点別特色を
用意しています。

観
点
別
特
色



脳内数学工場を楽しもう
つながる表紙

表紙の中に，氏名欄を設け，
自分の名前とともに，自分だけの教科書に仕上げられるようにしています。

表紙のオブジェは，
頭の中を工場に見立てて，
「つくる」「まぜる」
「えがく」機械を
イメージして
制作されています。

この教科書は，これからの日本を
担う皆さんへの期待をこめ，
税金によって無償で支給されています。
大切に使いましょう。

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように，ユニバー
サルデザインの視点を取り入れ，
色使いやレイアウトなどに配慮
して編集しました。

ユニバーサルデザイン

環境に配慮した紙と植物油イン
キを使用しています。

この教科書に使用している
紙とインキ

Mathematics
Junior High School

中
学
校数
学

1

中
学
校

M
athem

atics

数
学

Class

Name

文部科学省検定済教科書
中学校数学科用
11学図　数学　703
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ISBN000-0-0000-0000-0  C0000  ¥00000E
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ダミー

ダミー

中
学
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数
学

この教科書は，これからの日本を
担う皆さんへの期待をこめ，
税金によって無償で支給されています。
大切に使いましょう。

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように，ユニバー
サルデザインの視点を取り入れ，
色使いやレイアウトなどに配慮
して編集しました。

ユニバーサルデザイン

環境に配慮した紙と植物油イン
キを使用しています。

この教科書に使用している
紙とインキ Class

Name

3

Mathematics
Junior High School

中
学
校数
学

ISBN000-0-0000-0000-0  C0000  ¥00000E

0000000000000

0000000000000

文部科学省検定済教科書
中学校数学科用
11学図　数学　�03
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ISBN000-0-0000-0000-0  C0000  ¥00000E
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文部科学省検定済教科書
中学校数学科用
11学図　数学　803

この教科書は，これからの日本を
担う皆さんへの期待をこめ，
税金によって無償で支給されています。
大切に使いましょう。

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように，ユニバー
サルデザインの視点を取り入れ，
色使いやレイアウトなどに配慮
して編集しました。

ユニバーサルデザイン

環境に配慮した紙と植物油イン
キを使用しています。

この教科書に使用している
紙とインキ

Mathematics
Junior High School

Class

Name

中
学
校数
学

2

ISBN000-0-0000-0000-0  C0000  ¥00000E

0000000000000
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ダミー

ダミー

立体が
プレス機で数字や

記号などに
変換

1

数字や
 記号を撹拌し，

熟考

2

数字や記号を
 分析し，

図版を作製

3
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